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「それで、今日は何の御ご用ようかしら？」

　ハワード子し爵しやく家けの応接間で、二人の少女は向かい合うように腰かけていた。

　一人は赤みがかった金きん髪ぱつを三つ編みにして肩に垂たらしている。よく見れば、なかなかの美少女である。

　もう一人は、ブロンドの髪を結いあげた、育ちのよさそうな少女だ。瞳ひとみを陰かげらせて、三つ編みの少女を真しん剣けんな眼差まなざしで見つめていた。

　三つ編みの少女ラビットにうながされて、もう一人の少女セリアは重い口を開いた。

「実は、わたし好きな人がいて、その人のことが知りたいの」

　ラビットの本業は情報屋で、こういう依い頼らいは決して珍めずらしいことではなかった。

「好きな方のお名前は？」

「パトリック・コーデル様です」

　ラビットは、頭をフル回転させてパトリック・コーデルのことを思い出そうとした。

　記き憶おくの隅すみに、やせぎすで穏おだやかな紳しん士しの顔が浮かぶ。

「パトリック様といえばコーデル子爵家の御ご子し息そくよね」

　依頼人のセリアは恥はずかしそうにうつむく。

「はい……」

「わかりました。数日中に調べてパトリック様の情報を集めてきますわ」

「ほ、本当に？」

　セリアの声が興こう奮ふんにうわずる。

「ええ」

　ラビットは満面の笑みで請うけ負おった。

「わたしに任まかせてください」
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　ユーグスト・パウエル公こう爵しやくことユーグは、近頃、様子がおかしかった。

　気がつけば物もの憂うげにため息をついていたり、ぼんやりと空を見ていたかと思えば、あーだの、うーだの声をあげてしょっちゅううなっていたりもする。

　パウエル公爵邸で働く使用人たちは、ご主人様はご病気かと首をかしげるほどだった。

「旦だん那な様、医師をお呼びしましょうか。一度、診みてもらってはいかがですか？」

　家か令れいのザントにそう問われて、ユーグは慌あわてて首をふった。

　ユーグは幼おさない頃から丈夫で、大きな病気をすることなく育った。健康にも自信がある。

　それなのに、医者を呼ぶなんてもってのほかだ。

　──もちろん、医者が苦手で苦い薬が大嫌いなんてことは秘密なのだが。

「医者など必要ない」

　きっぱりとザントに告つげると、生き真ま面じ目めな家令はそれ以上問いかけることなくユーグの前を辞じしていった。

　だがユーグの不ふ審しんな行動は邸やしきの中にとどまらない。

「ユーグ、人の話、聞いてる？」

　王太子シザーレンが眉まゆを顰ひそめて、ユーグを軽く睨にらんでいる。

　どうやら今度は、シザーレンの前でも失しつ態たいを犯おかしてしまったようだ。

　今いるのが王宮だということをすっかり忘れていた。

「失礼しました」

　ユーグがいつもの真面目な顔に戻ると、シザーレンが表情を和なごませておかしそうに言った。

「ユーグどうしたの？　何か悩みでもあるの？」

「いえ、そういうわけでは……」

「でも、さっきから心ここにあらずの様子でうめいたり、百ひやく面めん相そうばかりしているよ」

　──俺は、馬ば鹿かか！

　ユーグは羞しゆう恥ちのあまり、顔を伏ふせた。手のひらにじっとりと嫌いやな汗をかいている。

　シザーレンは一瞬何かを考える表情をした後、悪いた戯ずらっ子のように頰ほおを緩ゆるめた。

「ところで、ラビットちゃんは元気にしてる？」

　そう聞かれた途と端たん、ユーグの顔はたちまち真っ赤に染まっていく。

　紅葉した秋の樹木のように朱しゆに染まるユーグを見て、シザーレンがこらえきれずにくすくす笑った。

「なるほど、そういうことか」

　何がそういうことなのか問い詰めたかったが、シザーレンが相手ではやぶへびになりかねない。

「ユーグはラビットちゃんにご執しゆう心しんだもんね」

　ユーグは恥ずかしさのあまり頭が沸ふつ騰とうしそうになった。

「な、なんのことですか？」

　ただとぼけるしかなかった。

　この話題をこれ以上続けるのは、そうとうなストレスだ。

　当初の予定通り、シザーレンと妹のミレニアの結婚式に話を戻す。ユーグの妹ミレニアとシザーレンは先月正式に婚こん約やくしたばかりだ。そもそも今日はその打ち合わせのために宮きゆう廷ていを訪れていたのだ。

　ユーグは手元に置いた書類の束たばを取り上げて、咳せき払ばらいした。

「ウェディングドレスは、順調に仕上がっているみたいだね。そっちはミレニアに任せているよ。結婚式の主役は、やっぱり花嫁だからね。当日会場に配置する花は、ファグネルから取り寄せるとして……」

　ファグネルとは薔ば薇らの原産地である。結婚式当日、花嫁がかぶる花はな冠かんむりもこの地から取り寄せることになっていた。

　シザーレンの言葉に真剣な顔で頷うなずきながら、ユーグの頭に、消えることのない一人の少女の面おも影かげがよぎる。緑の瞳が、知的にユーグを見つめていた。

　赤みがかった金髪を清せい楚そな三つ編みにして肩に垂らしている一人の少女のことが、寝ても覚めても浮かんでくるのだ。

　少女は伯はく爵しやく家けの令れい嬢じようでありながら、王宮で情報屋を営いとなんでいる。

　変わり者の少女と、ある意味運命的な出会いをしてから、その面影がユーグの頭をちらついて離れなかった。

　これは恋ではないと何度も自分に言い聞かせるが、感情のベクトルはラビットへと向かってしまう。

　考えている間に、またも百面相しそうになり、ユーグは気を引き締しめた。

　いくらなんでも、二度続けての失態は、親友とはいえシザーレンも許してくれないだろう。

　ユーグは心に蓄ちく積せきしていく不ふ毛もうな思いに、密ひそかにため息をつくのだった。




　シザーレンとの話し合いを終えて邸に戻ると、いつものように家令のザントが玄げん関かん先さきまで出迎えにやってきた。

「お帰りなさいませ、旦那様」

　隙すきのない表情で、うやうやしく頭を下げてくる。

「ただいま、ザント。俺がいない間に何か変わったことはなかったか？」

「……お手紙がきております。いつものように執しつ務む室しつにお届けしております」

「ありがとう」

　ユーグは階段を上のぼって二階にある執務室へと向かった。

　年季の入った机つくえの上には、ザントの言う通り三通の手紙が置かれている。

　引き出しを開いてペーパーナイフを取り出すと丁てい寧ねいに開封した。三通のうち二通は、舞ぶ踏とう会かいの招待状だ。

　だが残りの一通に目を通した時、ユーグの表情は目に見えて変わった。

「ミレニア！」

　興奮のあまり部屋から飛び出したユーグは、手紙を握り締めたまま乱らん暴ぼうに妹の部屋の扉を開け、いまにもミレニアに抱きつきそうになる。

「まあ、お兄様、なんですの、騒そう々ぞうしい……」

「ジラートが帰ってくるぞ！」

　ミレニアの瞳がたちまち丸くなる。

「ジラートが、ですか？」

「ああ、そうだ！　ようやく重い腰を上げて留りゆう学がくから戻ってくる気になったようだ」

「まあ」

　ミレニアはジラートの帰国を喜ぶというより、子供のようにはしゃぐ兄の姿に驚おどろいているようだった。

「ジラートって誰？」

「ラ、ラ、ラ、ラビット！　なんでここに？」

　思いもよらないラビットの登場にユーグはたじろいだ。

「なんでって、ミレニアに会いにきたんです。……それよりジラートって何者ですか？」

　ミレニアの隣となりで一緒にくつろいでいたラビットが、不思議そうに尋たずねた。ラビットはミレニアの相談役としてパウエル公爵家にきていたようだ。

「ジラート・メンフィス。伯爵家の後継ぎで、わたくしたちの従兄いとこよ」

「従兄？」

「ええ。大変物好きな方で、五年前から絵の勉強のため隣りん国ごくに留学しているの。わたくしは、それほど顔を合わせる機会もなかったのだけど、お兄様とはとても仲良くしていたようよ」

「ふ～ん」

　ラビットは好こう奇き心しんたっぷりに瞳を輝かがやかせた。

　そんなミレニアたちの様子に気づくことなく、ユーグははしゃいで言った。

「帰国してから、しばらくの間世話になりたいと書いてきている。さっそく準備しないとな！」

　ユーグは満面の笑みを浮かべながら一人浮かれていた。

　ラビットはそっとミレニアに耳打ちした。

「……そのジラート様は、メンフィス伯爵家に戻らないでどうしてパウエル公爵家でお世話になるの？」

「たぶんだけど、家にいたら、見合いをしろ、結婚しろってうるさいからじゃないかしら。五年前、本当は絵の勉強というより、母親が勧すすめる見合い話から逃のがれるために外国に留学したって聞いているわ」

「あら、ということはメンフィス伯爵のご子息は独どく身しん？」

　好奇心むき出しのラビットを見てミレニアがそっと笑う。

「そうよ。あなたのお仕事にもいずれ影えい響きようしてくるでしょうね。ジラートが留学するまでは、花はな婿むこ候こう補ほとしてうちのお兄様以上に人気が高かったという話よ」

　ミレニアの話に頷きながら、ラビットはいつの間にか愛用の手帳を取り出していた。

「もっと聞かせて」

　ラビットは顔を輝かせ、ミレニアに話をせがんだ。
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　それから数日後、ジラート・メンフィスの帰国の日を迎えた。

　ユーグは朝早くから起き出して、部屋の用意や食事の準備に余よ念ねんがなかった。普ふ段だんなら下働きの仕事にまで口出しすることなどないので、使用人たちは目を丸くしている。

　いきすぎた出迎えに、ミレニアはあきれつつも、久しぶりの兄の生き生きとした表情に嬉うれしそうにしていた。

　やがて一台の馬車がパウエル公爵家の門をくぐった。

　旅に疲れた泥どろだらけの馬車が入り口の前にたどりつく。御ぎよ者しやが馬車の扉を開けると、一人の紳士がステップを踏ふんで降りてきた。年の頃は二は十た歳ちをいくつか過すぎたばかりだろうか。夜の闇やみを溶かしたような深い藍あい色いろの髪に、灰色の穏やかで知的な瞳が印象的だった。旅でくたびれたコートを身につけているが、持って生まれた品格が失うしなわれることはない。

「ジラート！」

　ユーグは邸から飛び出さんばかりの勢いきおいで駆け寄ってきた。互いに手を握にぎり、肩を抱き合っている。

「やあユーグ、久しぶりだね。大きくなったな」

　まるで子供を相手にするように頭をなでられて、ユーグはむっとした顔になる。

　ジラートは不ふ機き嫌げんそうなユーグにかまわずくしゃくしゃと髪に触ふれた。

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせるユーグを置いて、ジラートの視線は邸の奥に向かった。

「やあ、ミレニアだね。久しぶり」

　振り返ると、ユーグと同じようにくしゃりと頭をなでられているのは、ミレニアではなくなんとラビットだった。彼女は噂うわさのメンフィス伯爵をひと目見ようと再びパウエル公爵邸を訪れていたのだ。たちまちユーグは焦あせった。

「ジラート、彼女は……」

　ジラートはユーグの言葉が耳に入っていないようで、朗ほがらかな笑顔を浮かべながらラビットを子供にするように腕に抱きあげた。

「きゃっ！」

　赤みがかった三つ編みを揺ゆらしながら、ラビットが頰を染めている。

「あ、あの、わたし……」
















　ラビットのほうも驚きのあまりうまく言葉にできないでいた。

「幼かったミレニアがもうすぐ結婚だなんて、びっくりだよ。きれいになったね、婚約おめでとう」

「ジラート、わたくしはこちらですわ」

　階段を下りながらミレニアがむっつりとした顔で従兄を睨んでいた。

　ユーグは血けつ相そうを変えて、ラビットと彼女を抱き上げたままのジラートの間に割って入る。

「ジラート、その子はミレニアの友達だ」

　ジラートは腕に抱かかえていたラビットを、焦ったそぶりも見せずに優ゆう雅がに降ろした。

「これは、失礼。お嬢じようさんのお名前は？」

「フ、フローデルです」

　ジラートのけぶるような神しん秘ぴ的てきな灰色の瞳で問いかけられて、ラビットは瞳をぱちくりしながら答えた。

「失礼しました、フローデル嬢。……ミレニアもきれいになったね、びっくりしたよ」

　ジラートはミレニアを見て誇ほこらしげに笑った。

　ミレニアが最後にジラートと会ったのは十一歳の時だ。あれから五年、幼かったミレニアが、王太子シザーレンの未来の花嫁として、国で一、二を争う淑しゆく女じよへ成長するのに十分な時間が過ぎていた。

「お世せ辞じは結構ですわ」

　ミレニアが冷ひややかな声で言い返す。

「ユーグ、悪いが水を一杯くれないかい？　へとへとなんだよ」

「それなら、食事にしよう。準備して待っていたんだ」

「それは嬉しいね」

　こうして二人は荷物を部屋に運び入れる間さえ惜おしむように、肩を並べて食堂へと歩き出した。







　ジラートとユーグは昼間から酒を酌くみ交かわし、飽きることなく語り合っていた。

　時間はあっという間に過ぎていくが、話題はつきないようだ。

　ラビットとミレニアも途と中ちゆうまで食卓を囲んでいたが、親密そうに語り合う二人に遠えん慮りよして席を立った。

「男の人ってどうしてこうお酒好きなのかしら」

　ミレニアがうんざりしたように肩をすくめた。

「ユーグスト様は面白い方をお友達にお持ちね」

　シザーレンといいジラートといい、ユーグの周囲にいるのは皆一流の貴き公こう子しばかりだ。

　情報屋として働くラビットにとって、ジラートほどの大物の情報は貴き重ちようだ。

　もっと話の輪に加わって情報を集めたかったが、五年ぶりの再会に水をさすのも悪くて退席した。

　だが、ほんの短い間に確かく信しんしたことがある。

　──ジラート様の情報は、宮廷に新しい話題を振りまくことができる。

　ラビットの瞳がきらきらと輝く。

　たちまち浮うき足あし立だつのをラビットは止めることができないでいた。

「ミレニアは物好きな方なんて言ってたけど、ジラート様って素す敵てきな方じゃない」

「そう？　まあ、ジラートが女性に人気があるのは認めるわ。でも、実はかなり変わった人でもあるのよ」

　ミレニアが軽口を叩たたく。

　ラビットはふと食堂を振り返るとため息をついた。

「ジラート様はいつまでパウエル公爵家にいらっしゃるのかしら？」

「さあ、どうかしら。ジラートは生真面目なお兄様と違って自由気ままな方だから、好きなだけ滞在されるでしょうけど」

「でも、ジラート様もいつかはメンフィス伯爵家にお戻りになるんでしょう？」

「そうね。メンフィス伯爵家がいつまでも帰国した一人息子むすこを放っておくとは思えないわ。近いうちに必ず連れ戻されるでしょうね」

「そうよね」

　ミレニアは、ラビットをひたと見つめると唐とう突とつに話題を変えた。

「ねえ、フローデル。あなたお兄様のこと嫌い？」

　突然の問いかけに一瞬ラビットが言葉を詰まらせる。

「まさか！　その……、いい方だとは思っているわ。いろいろ迷めい惑わくをかけたわたしに対して親切にしてくださるし……」

　世よに言う、いい人だと評される男性が友達どまりで終わるということをミレニアが思い、頭ず痛つうをこらえているなどとは、もちろんラビットは考えてもいなかった。

「そう、ならいいんだけど」

　質問の意図をはかりかねたまま、階段を上るミレニアの後ろをラビットはついて歩いた。





[image: ]






　ジラートとユーグは食堂からユーグの私室へと場所を移して酒を飲み続けていた。

　いつもはそれほど飲まないユーグだが、酒に弱いわけではない。

　久しぶりに酒が与えてくれるにぎやかで気楽な空気に酔いながら、この日のために用意させた極上のワインを次から次へとジラートのグラスに注そそいだ。

　酒好きなジラートは、平へい然ぜんと杯さかずきを空け、ワインに舌した鼓つづみを打っている。

　次し第だいに砕くだけた雰ふん囲い気きになると、ジラートがユーグの背中を威勢よく叩いた。

「それにしても、おまえもやるな」

「何がだ？」

　ユーグは首をかしげた。

　にやりと意い味み深しんにジラートが笑う。

「意中の女を邸に置くなんてな」

　たちまちユーグはむせた。

「な、なんのことだ……？」

　ユーグは嫌な予感を覚える。

「さっきの女の子、フローデルとか言ったかな？　なりは地味だが、近くで見ると可か愛わいいじゃないか。あんな美少女を捕つかまえて邸に住まわせるなんてな」

　ユーグはみるみる顔を赤くすると、唾つばを飛ばさん勢いで否ひ定ていの言葉を口にした。

「な……！　ジラートが考えているような相手じゃない！　だいたいあの子はミレニアの友人で、たまたま遊びにきていただけだ！　妙みような勘かんぐりはよせ」

「恥ずかしがるなよ。ミレニアと間違って彼女に触れた時のお前の慌てようときたら見たこともなかったぞ。ユーグもそういう年頃になったんだな」

「本当に違う」

「なんだ、片想いか……」

　図星を指されてユーグはぐっと言葉に詰まった。

　ジラートが盛大に笑う。

「まあ、気長にやるんだな。ああいうタイプは強ごう引いんに迫せまるより、男の誠意を見せたほうがいいぞ」

　──そうなのか？

　などとうっかり考えつつも、口では違う言葉を出していた。

「馬鹿を言うな。本当に違うから。そういうジラートこそ、どうなんだ？」

「どうって？」

「どうして今頃帰ってくる気になったんだ。向こうに行く時、十年は戻らないって言い切って出て行ったのに。絵の勉強をしたいだなんて、ただの口こう実じつだろう？　おかげで伯お母ば上うえに泣きつかれて、俺はさんざんだったんだぞ」

　母親の話を持ち出されて、ジラートが苦い顔になる。

「うん、まあ、そうだな。……母上もいい年だし、そろそろ親孝行でもしないとなって思ったんだ。それに、ミレニアの結婚式にも出席したかったし」

「噓うそつけ」

　ジラートの本性を知るユーグは、騙だまされたりしない。

　彼がそれほど親子の情に篤あつくないことは知っている。もちろん母親を慕したってはいるが、容よう易いに誰かの言いなりになったりする性格ではなかった。

「噓じゃないさ」

「なら、どうしてさっさとメンフィス伯爵家に戻らない」

「まあ、いろいろとあるんだよ」

「帰る家があるんなら、さっさと帰れよ」

「つれないことを言うなよ。一緒に風ふ呂ろに入った仲じゃないか。俺たち、兄弟みたいなものだろう？」

「いつの話をしているんだ。そんな子供の頃の話題を持ち出されてもほだされたりしないからな」

　二人は杯を空にすると新しいワインを開け、また満たす。ジラートは盃をくるくるまわしながら、苦笑いを浮かべた。

「いろいろと事情があるんだよ」

「そのいろいろが怪あやしいんだよ。まさかまた女でもめたんじゃないだろうな」

　ジラートの過去の所しよ業ぎようを知るユーグがじろりと睨む。

　神秘的な瞳に整った容よう姿しで、昔から女に不自由したことのないジラートの女性問題を、ユーグはたいてい知っていた。だが、別にジラートが女たらしというわけじゃない。

　どの女性にも平等に親切で優しいので、そんな彼に惚ほれ込んだ女性が騒動を起こすのだ。

　あやうく刃にん傷じよう沙ざ汰たになりそうなもめごとが起きたのも一度や二度ではなかった。なかには既き婚こん者しやの女性もいたりするから厄やつ介かいだ。だからこそ五年前、ジラートが突とつ然ぜん留学すると言い出した時は、恋愛の厄介事から逃げるためなのではと思ったくらいだ。

「嫌なことを思い出させるな」

　ジラートが痛そうにこめかみを押さえてうめく。

　そんなジラートを見て、やっぱり何か面めん倒どうな問題を抱えて、逃げるために留学先のランディス王国から帰国したのだろうと思った。

「お前も生意気な口をきくようになったな」

「ジラートがいつまでも変わらないだけだ」

「ふん。その嫌いや味みな言い方、お前、おれの母上に似てきたな」

「馬鹿言え！」

「なんならさっきの女の子、フローデルと言ったかな。お前の恋人じゃないなら、おれがもらおうかな」

「な！」

　さっと顔色を変えるユーグを見て、ジラートが勝ち誇ったように笑った。

「冗じよう談だんだよ。お前の片想いの相手を奪うばったりはしないよ」

「だから、違う……！」

　こうして五年ぶりに再会した二人の話はつきることなく夜よ更ふけまで続いた。
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　早朝、ラビットは夜明け前から起き出して身み支じ度たくを済ませると、パウエル公爵家の裏庭に回った。

　朝の冷たい空気が頰にあたる。

　庭全体に霧しもが降り、視し界かいをほの白く染めていた。

　ラビットは、いつもの若草色のドレスに上から白いエプロンを身につけて、邸の裏口からひょっこりと顔を出すと、はきはきとした声で朗らかに声をかける。

「おはようございます」

　すると窯かまの前で朝食の準備をしていた下働きの女性が顔をあげた。焼き立てのパンの香こうばしい匂においが鼻をくすぐる。

「ああ、おはよう。今日も早いね」

　中年の大おお柄がらな女性は鍋なべの中のスープをかき混ぜながら笑った。

「何か手伝えることありますか？」

「じゃあ悪いけどじゃがいもの皮でもむいてもらおうかね」

「わかりました」

　ラビットは言われた通り籠かごいっぱいに入ったじゃがいもを取り上げた。危なげなく器用に皮をむいていく。フィリング伯爵家でも侍じ女じよのタリサに習って家事を手伝っていたので、皮むきくらいお手のものだった。

　すると下働きの女たちが誰からともなく話し出した。

「ユーグスト様はそろそろいい年なのに、未いまだに婚約者が決まってないんだってね。前の公爵様はユーグスト様の年にはすでにご結婚されていたのにねぇ」

　台所を預かる女性が自分のことのようにため息をついた。

　本人が聞いたら余計なお世話だと言いたいところだろう。

「好きな方でもいるんじゃない？」

「それにしては、意中の相手に手紙を出したり、会う約束をしたりなんて話もないみたいだがね」

　ラビットがそれとなく会話に加わった。

「ユーグスト様はどんな方が好みなのかしら？」

「そりゃ、若い娘だろう。お前さんみたいにさ」

「わたし？　ありえませんわ」

「あときれいな娘であるにこしたことはない。ユーグスト様なら引く手あまただろうしさ」

「……にしてはそういう浮いた噂は聞かないがねえ」

「何言ってるんだい。二年くらい前、数カ月の間帰りが遅い時期があったじゃないか。あれは女だと見たね」

「あら、だったら去年の冬だって、お帰りにならない日が多かったじゃない。あれこそ絶対女だよ」

　その後もわいわいと会話が続いた。

　ユーグが聞いていたら憤ふん死しものの話題がラビットの前で繰くり広げられていく。やがて話がひと段落したところで、ラビットはじゃがいもの皮をむき終えた。

「次は何をすればいいかしら？」

「おやまあ、ずいぶん仕事が早くなったね。それじゃあ洗せん濯たくでもお願いしようかね」

　言われた通りラビットは洗濯室に回った。洗い場のすぐ横には、洗濯物が山のように積まれている。ラビットはさっそく洗濯板を取り出し、リネンに手を伸ばした。家事の手伝いはパウエル公爵邸に通うようになってからの日課だった。

　ラビットは最近、自宅とパウエル公爵邸を行き来している。結婚式までのミレニアの相談役という名目もあるが、一番の目的はユーグストの情報を得て、彼にふさわしい最高の花嫁を見つけるためだった。そこで、情報収集に加えて、お世話になるせめてものお礼のために、自みずから使用人たちに混じって家事をこなすことを思いついたのだ。

　下働きの女たちは、最初はこの申し出をとんでもないと反対した。何しろラビットは公爵令嬢ミレニアの親友なのだ。だが、ラビットが率そつ先せんして洗い場での仕事や洗濯をこなすようになると、その貴族らしからぬ一いつ生しよう懸けん命めいな姿に、徐じよ々じよにラビットを受け入れるようになった。

　もちろんこのことはミレニアやユーグストには内ない緒しよだ。

　ラビットが下働きに混じって家事をしていることが知られたら彼女たちが怒おこられるだろう。ラビットはパウエル公爵家の客分ではあっても、使用人などではない。そういうわけで、ラビットが家事を手伝うのはユーグストたちが眠りについている早朝だけだ。

　鼻歌を歌いながらリネンをごしごしと洗っていると、入り口から声をかけてくる者がいた。

「こんなところで何をしているんだい？」

　驚いて顔をあげるとジラートが立っていた。こざっぱりとした私服に着替え、手に重みのある冊さつ子しを携たずさえながら、灰色の瞳を優しげに細めてラビットを見つめていた。

「ジラート様！　どうしてここに？」

「目が覚めて窓の下を覗のぞいていたら、たまたま庭を歩いていくのが見えたから追いかけてきたんだよ。それより、ここで何をしているの？　君はミレニアの客人だろう？」

「そうですけど……」

「実はユーグの恋人とか？」

「まさか！」

「違うの？」

「違います！」

　ラビットがあまりに強固に否定するので、ジラートは笑いを嚙かみ殺ころしていた。

「ジラート様、あの、わたしがここにいたことはユーグスト様たちには内緒にしてもらえませんか？」

「どうしてだい？」

　ジラートが面白がるように訊いてくる。

　ラビットはそっと目を伏せた。

「……わたし、理由があってこの邸にお邪じや魔まさせてもらっているんです。なのにわたしが下働きの真ま似ね事ごとをしているなんて知られたら……」

「まあ、ユーグの性格を考えたらものすごく怒るだろうね」

　ラビットは元気をなくしてうなだれた。

「いいよ。ユーグたちには内緒にしてあげるよ」

「本当ですか？　ありがとうございます、ジラート様」

「堅かた苦くるしいから二人のときはジラートでいいよ」

「だけど……」

「言うことが聞けないなら、君がここで働いていること、ユーグたちに話すよ」

「わ、わかりました。……ジラート」

「そうそう、実は君にわたしたいものがあって追いかけてきたんだ」

　ジラートはにっこりと笑うと、脇わきに抱えていた冊子をラビットに向かって差し出した。

「あの、これは……？」

「おれがいたランディス王国で女性に人気の雑誌だよ」

「雑誌？」

　たちまちラビットの瞳が抑えきれない好奇心にきらきらと輝いた。

　ジラートが差し出している冊子の表紙には「月げつ刊かん淑女」と書かれている。

　受け取ってぱらぱらとページをめくると、流行最先端のドレスに身を包つつんだ女性たちの絵が次々と視界に飛び込んできた。中には大だい胆たんなデザインの服を着こなす女性の絵もあって、ラビットはたちまち雑誌に見入った。

「気に入ってくれた？」

「はい。……あの、でもどうしてこんなものを……？」

　明らかに女性向けの雑誌をジラートが持っていることが不思議だった。

「実はおれも仕事で何枚か絵を描かせてもらっていたんだ。帰国するときに一冊だけ持ってきたからミレニアにあげようと思ったんだけど、あの子は堅苦しい本しか読まないってユーグに聞いたから、君にと思ってね」

　そういえば、ジラートは絵の勉強のためにランディスに留学していたのだった。

「その、本当にいただいてもいいんですか？」

　雑誌とはいえ、本は貴重品だ。

「もちろん」

　ラビットはずしりと重みのある雑誌をしっかりと胸に抱き締めた。

「ありがとうございます」

　その嬉しそうな様子にジラートはにこやかに笑った。

「さて、もうひと眠りするか。昨夜はずっとユーグと飲みっぱなしだったからね」

　そう言うと、ジラートは踵きびすを返して洗濯室から出て行った。




　朝食の後、ラビットはジラートにもらった雑誌をじっくり読もうと、パウエル公爵家で彼女のために用意された部屋のベッドに腰かけ、シーツの上でページを開いた。

「まあ、お嬢様、それは何ですか？」

　ラビットの実家のフィリング伯爵家から連れてきている侍女のタリサが声をかけてくる。

「ジラート様にもらったの。ランディス王国で流は行やっているんですって」

「雑誌なんですか？」

「そうみたい」

　ぱらぱらと興味深くページをめくっていると、見開きのところで指が止まった。

　そこには一人の美しい女性の絵が掲けい載さいされていた。炎を思わせる真っ赤な髪に金の瞳を持ち紅いドレスを身につけている。豊かな胸元を見せつけるように襟えりぐりが広く開いているが、不思議と下品には見えなかった。鋭するどくこちらを射いぬく視線、肉食獣を思わせる好戦的な余よ裕ゆうのある笑顔が印象的だ。

　洗せん練れんされたファッションセンスとその圧あつ倒とう的てきな存在感にラビットは見み惚とれた。他のページに描かれた女性たちが太た刀ち打うちできないほど彼女は苛か烈れつで美しかった。

　ページの下のほうに文字が書かれている。

「今月のアリサ姫……？」

　一緒に雑誌に見入っていたタリサが首をかしげた。

「お嬢様、アリサ姫ってどなたですか？」

「確か、ランディス王国の第一王女よ。とてもきれいな方ね」

「本当にお美しい方ですわ」

　タリサも、ほうと熱いため息をついた。

　ラビットがページの端はしに印字された文字を読む。

「常に流行の最先端を走るアリサ姫、ランディスの誉ほまれ高き淑女ですって。そういえば、ランディス王家は長子相続だからアリサ姫が次の女王になるんだったわね」

　どうりで存在感が際きわ立だっているわけだ。次期女王という誇りが、美しい王女をよりいっそう輝かせているのは間違いなかった。

「次期女王様ですか？　ランディスでは女性も国王様になれるんですね」

「そうよ。素敵な国ね、ランディスは」

　もしラビットが生まれたのがランディス王国なら、父親の亡なき後、爵しやく位いを継つげたかもしれない。爵位を継ぐのが無理でも、自力で独立する手段は、この国にいるよりもっと容易に見つかったことだろう。ランディスでは女性の立場も強い。

　古い慣習の残るここアスタリア王国では、生まれてから結婚するまでは父親に従したがい、嫁とついだら夫に従い、老いたら息子に従うのが当たり前だとされている。逆らうことは許されない。

　自由を求めるラビットは、たまらず息苦しさを覚えた。

　自分も鳥のように自由に外を羽ばたいてみたかった。

　だからこそ、今の情報屋という仕事を営んでいるのかもしれない。

　最初は、父親が残した借金を返へん済さいするために始めた仕事だったが、ラビットはいつの間にかこの仕事が好きになっていた。

　人の秘密に触れる仕事は楽ではない。それでも、気軽に外に出られない淑女たちにとって、ラビットの〝情報〟は必要な娯ご楽らくであり、重要な癒いやしでもあった。貴族の令嬢たちと対等に渡り合える情報屋という仕事をラビットは次第に誇りに思うようになっていた。

「お嬢様……」

　黙だまり込んだラビットを心配して、タリサが遠慮がちに声をかけてくる。

「あら、やだ。駄だ目めね、くだらないことを考えている暇ひまなんかないわ。これからきっとジラート様の情報を欲しがるお客様が増えるはずよ。さっそく、資料を整理しなくちゃ。手伝って、タリサ」

「はい」

　そう言って雑誌を閉じようとした時、ページの端に薄うすく印刷された文字がラビットの目に飛び込んでくる。モデルの女性に気を取られて気づくのが遅れたが、小さく細い文字でイニシャルが刻きざまれていた。

　──Ｒ・Ｋ。

「……Ｒ・Ｋって、誰かしら？　ジラート様、ではないし……」

　ラビットは首をかしげた。

「お嬢様、どうかなさったんですか？」

　ラビットは白い指で見えるか見えないか、ぎりぎりの大きさで描かれた文字を指差した。

「見て、ここにイニシャルが書かれているの。この絵を描いた人のものだと思うけど……」

「まあ、本当ですわ」

　ラビットの助手を務つとめることもあるタリサは、読み書きができる。主人の言うイニシャルを見て相づちを打つことができた。

　しばらく頭を悩ませた後、ラビットはポンと手を叩いた。

「というか、この絵を描いたのはランディスの人よね。それなら、考えても仕方ないか。ランディス王国に知り合いなんていないもの」

「確かにそうですね」

　タリサと二人で頷き合う。

「あー、でもどうしようタリサ、わたし、すっごく知りたいわ！　なんでかこの絵を描いた人にすっごく興味があるの……！」

　素す晴ばらしい絵を前にして、ラビットは好奇心がうずくのを感じた。

　結局そのまま二人で雑誌を堪たん能のうしてしまっていると、控ひかえめに扉が叩かれる。

「フローデル、わたしだけどいいかしら？」

「ミレニア？　どうぞ」

　扉が丁寧に開かれる。

「あのね、フローデルにちょっとだけ話があるの。わたくしの部屋に来てくれないかしら」

　どうやらタリサにも聞かれたくない相談らしい。

「わかったわ」

　──何の用事かしら？

　ラビットは首をかしげながらミレニアの部屋を訪問した。いつものように部屋の中へと案内されソファへと腰を下ろす。

「どうしたの、ミレニア。改まって相談って……？」

「フローデル、絶対に誰にも言わないでね」

「もちろんよ」

「本当の本当に、絶対に言わないと約束してね」

　何度も念を押すミレニアに、ラビットはよほど深しん刻こくな相談なんだと気を引き締めた。

「誰にも言わないと、神に誓ちかうわ」

　ミレニアはほっと胸をなで下ろすと、もじもじとしながら下を向いて顔を真っ赤にした。

「あのね、フローデル、わたくしね、そのね、実はね……」

「どうしたのミレニア。らしくないわね。そんなに言いにくいことなの？」

「そ、そのね、その……どうしたらもっと、シザーレン様に触れてもらえると思う？」

　ラビットは飲みかけの紅茶を吹き出しそうになった。

　ミレニアは夕焼けよりも頰を赤くしている。

「そ、それが相談の内容なの……？」

「ええ」

「だって、シザーレン王子とミレニアはもうすぐ結婚するじゃない。そんなこと考えなくたって、いずれは……」

　ミレニアにつられて、ラビットまで顔を赤くする。

「それはそうなんだけど、幼い頃から婚約者だったし、結婚するのが当たり前だって思ってきたけど、わたくしだって、その……少しくらい恋人気分を味わいたいのよ」

「でも、婚約した今は自由に会えるじゃない。わざわざ相談することでもないんじゃないの？」

　するとみるみるミレニアが落ち込んでいく。

「……だって、シザーレン様は別れ際に額にキスしかしてくれなくて……。手を繫つないだこともなければ、好きだって言われたこともないし……」

　そう言われても、恋人もおらず恋すらしたことのないラビットにはアドバイスのしようがなかった。

「ねえ、フローデルはお兄様と会話する時、どうしているの？」

　質問の内容にラビットは困こん惑わくした。

　──なんでここでユーグスト様の名前が出てくるの？

「……別に普通にしてるだけだと思うけど……」

「本当に？」

「……ミレニアが思っているような特別なことは何もないわ」

「そう。……お兄様はどうやってフローデルのことを好きになったのかしら……？」

「は？」

「い、いえ何でもないの」

　ミレニアが何か呟つぶやいていたようだが、ミレニアの相談事にどう答えるべきか真剣に悩むラビットには届かない。

「あ、そういえば……」

「なに？」

「昔、親しん戚せきのお姉さんが言っていたわ。好きな男性ができたら、無言で瞳を潤うるませて相手をじっと見つめてから、そっと目を閉じるんだって」

「ねえ、それで大丈夫なのかしら？」

「あら、聞いたのはミレニアでしょう？」

「それで、その親戚のお姉さんはどうなったの？」

「……まあ、上う手まくいったみたいよ。無事に好きな相手と結ばれてお嫁に行ったわ」

「そうなの？　わかったわ。今度やってみる」

　珍しく意気込むミレニアに、ラビットは頰を赤らめてうつむいてしまうのだった。
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　昼過ぎ、ラビットはハワード子爵家にいた。談だん話わ室しつのひとつでお客の少女と向かい合うように座っている。

「セリア様、お待たせしました。パトリック・コーデル様の情報を入手してきましたわ」

　たちまちセリアの顔がぱっと輝く。

「待っていたわ、ラビット！　さあ、早く教えてちょうだい」

　ラビットはこほんと大おお仰ぎようそうに咳払いすると、自らの手帳を開いた。

「パトリック様の家族構成はお姉さまに、妹がお一人、ご両親は健けん在ざいですわ。趣しゆ味みはチェス、お酒はたしなまれず、穏やかで物静かな性格だという話です」

　セリアはたちまちラビットの話に引き込まれていった。ラビットの言葉にうんうんとしきりに頷いている。その瞳は話が進むたびに煌こう々こうと輝きを増していった。

「恋人はいらっしゃらないの？」

「今のところそういうお話はありませんわ」

　セリアがほっと胸をなで下ろした。

「よかった……」

「三日後に行われるパウエル公爵家の夜会に参加なさるというお話ですから、よかったらセリア様もいらしてはどうですか？」

「でも、いきなり何を話したらいいかわからなくて……。ねえ、ラビット、いい案はないかしら？」

　さすがのラビットもこれには困った。人見知りするセリアの性格を考えると、自分から声をかけるのは難しそうだ。

　そこでラビットはふとあることを思いついた。

　──そうだ、ユーグスト様に頼たのめば……！

「わかりました。三日後の夜会で必ずパトリック様とお引き合わせしますわ」

　セリアがぱっと顔をあげる。

「本当に？」

「はい」

「大丈夫かしら？　いきなりではしたないと思われないかしら？」

　それについては心配いらないだろうとラビットは思った。コーデル子爵の温おん厚こうな性格を考えると、見た目が慎つつましいセリアのことをむしろ好ましく思うだろう。いい縁えんが結べそうだとラビットは奮ふん起きした。

「必ずご期待に添そえるように努力しますわ」

「ありがとう、ラビット」

　話は終わったとばかりに、ラビットは退席しようと立ちあがった。だが、そんなラビットをセリアが引きとめる。

「待って、ラビット」

「なんでしょうか？」

「実は他に紹介したい人がいるの」

「お客様ですか？」

「ええ。遠とお縁えんの女性なんだけど、ラビットのお仕事の話をしたらぜひ自分にも紹介してほしいと言われて……」

　新たな客になるのならラビットに不満があろうはずもない。

「わかりました。それで、そのお客様はどちらに？」

「隣の部屋で待ってもらっているの。今案内するわ」

　二人は席を立ち、そのまま隣の部屋の扉を通った。

「アンナ・シュハルツ嬢よ。アンナ、こちらが前に話した情報屋のラビットよ」

「初めまして、ラビット・ファーと申します。お会いできて嬉しいです、アンナ様」

　ラビットが丁寧にお辞じ儀ぎすると、アンナは艶つややかな笑みを浮かべた。

「初めまして。わたくしのことはアンナと呼んでちょうだい、ラビット」

　アンナの立ち姿にラビットは思わず目を見張った。

　首まで隠かくれるような息苦しいドレスを身につけていたアンナは、まるで厳格な家庭教師のようだった。茶色の上着に地味で薄い黄色のスカート、髪を堅苦しいほどきっちりと結い上げて眼鏡めがねをかけたその姿は、時代に逆行したように古臭く、かえって印象的だった。
















　しかし、彼女の瞳が向けられた瞬間、ラビットは硬こう直ちよくしたように身動きがとれなくなる。意志の強さを感じさせる瞳がラビットを射るように見つめ、まるで自分を探られるような感覚にラビットは底知れぬ威い圧あつの奔ほん流りゆうを抱いだき、とっさに身み構がまえた。

　そんなラビットを見て、アンナがくすりと笑った。

「あら、わたくしのこと、そんなに怖くて？」

　ラビットははっと我われに返ると急いで笑顔を取り繕つくろった。

「いえ、そんなことは……」

「でも、とっても怖い顔をなさっているわよ」

「……し、失礼しました」

　慌てて謝罪すると、アンナが口元を緩める。面白がる様子は、決して嫌な笑いではなかった。

「セリアから聞いたんだけど、あなた、アスタリアで有名な情報屋なんですってね」

　ラビットは誇らしげに胸を張った。

「はい。自分で言うのもなんですが人脈も広いですし、情報屋としては誰にも負ける気がしませんわ」

「そう」

　ラビットと向かい合い、その動きのひとつひとつを観察していたアンナが、満足そうに頷いた。

「あなたに決めたわ」

「ありがとうございます。それで、わたしに依頼したいお仕事とは、なんですか？」

「ある人を探してほしいの」

「その方のお名前は？」

「ライアン・カドリスよ」

「ライアン・カドリス？」

　ラビットは思わず首をかしげた。急いで記き憶おくの底にあるアスタリア貴族の名簿をひっくり返すように探ったが、ライアン・カドリスという名に聞き覚えはなかった。

「失礼ですが、ライアン・カドリスという方は貴族でしょうか？」

「それは間違いないわ」

　難しげに顔色を曇くもらせるラビットを見て、アンナがほんの少しだけ失しつ望ぼうしたように肩を落とした。

「あなたも知らないのね。ライアンのことを……」

「探してみないとなんとも言えませんが、今のところわたしの知っている貴族にライアン・カドリスという名はありませんわ。失礼ですが、ライアン様の爵位をうかがってもいいでしょうか？」

「残念ながら知らないの。わたくしが知っているのは名前と彼がアスタリア貴族ということだけよ」

「他には？」

「最近まで外国で暮らしていたはずよ。あなたが知らないのも無理はないわね」

「……そうですか……」

　確かにそれならラビットがわからないのも無理はなかった。だが、最近まで外国で暮らしていたというのはいい手掛かりになりそうだ。

「それでその方のご容姿は？」

「そんなこと、話す必要はないわ」

「え？」

「彼を探すのに困った時は、こう考えてちょうだい。わたくしの探し人は国一番の貴公子だと」

「へ？」

　ラビットはぱちくりと瞳を開いた。

「ライアン・カドリスは間違いなくアスタリア一の貴公子よ」




　ハワード子爵家を出て馬車に乗りパウエル公爵家へと向かいながら、ラビットは難しい顔つきで考え込んでいた。

「……アスタリア一の貴公子ねえ……」

　ラビットの頭に真っ先に浮かんだのは、ユーグストのことだった。

　彼以上に人気のある貴公子をラビットは知らない。

　そういえばアンナは、ライアン・カドリスは最近まで外国で暮らしていたと言っていた。

　もしかしたらユーグストなら何か知っているかもしれない。

「聞いてみよう」

　ラビットはパウエル公爵邸につくとミレニアの部屋へと急いだ。

「ねえ、ミレニア、ユーグスト様はお戻りになっているのかしら？」

「お兄様なら、さきほどお帰りになったわよ」

「ありがとう」

　今度はユーグストの部屋の前に立ち、扉を二度ノックした。

「誰だ」

「わたしです」

　すると部屋の中からあわただしい物音がした。まるで椅い子すを蹴け倒たおし、机の上にあるものをひっくり返してしまったような騒々しさだった。

　しばらくするとゆっくりと扉が開いた。

「な、何の用だ」

　心なしか、ユーグストの顔色が赤い。熱でもあるのだろうか。

「ユーグスト様、もしかしてお風か邪ぜでも引いたのですか？」

「まさか！　俺は昔から病気らしい病気などしたことないぞ」

「でも、お顔が真っ赤ですわ」

「！　いやこれは……！　そう、そういえば最近風邪気味だったかもしれない」

　ユーグストがごほごほと咳き込んだ。

「まあ、大変！　お邪魔してすみません。また出直してきます」

「いや、待て。俺に用事があったんじゃないのか？」

「……ええ。ですが具合の悪い中、訪問するのも気が引けますし、またにします」

　ラビットが踵を返そうとすると、ユーグストがそれを止めた。

「ちょっと待て、少しなら平気だ」

「ですが……」

「俺が大丈夫と言ってるんだから、大丈夫だ」

「では、手短にお訊ききしますね。ユーグスト様はライアン・カドリスという人物をご存ぞん知じですか？」

「ライアン・カドリス？」

　ユーグストは眉み間けんに皺しわを寄せてしばらくの間考え込む。やがてゆっくりと首をふった。

「残念ながら俺は知らない。何者だ、そいつは？」

「アスタリア貴族で、最近まで外国で暮らしていたそうです」

「……悪いが覚えがないな。今度ジラートにでも聞いてみるよ。あいつも外国から戻ったばかりだし、何か知っているかもしれないな」

「ありがとうございます。それと別件なのですが、ユーグスト様にお願いがあるんです」

「なんだ？」

「今度、パウエル公爵家で行われる舞踏会で、少しだけわたしに付き合ってもらえませんか？」

「！　き、君とか？　……いや、待て。それはパートナーになりたいという申し出ではないのだろう？」

「違います」

　あっさりと切って捨てるように言うと、ユーグストの肩ががくりと落ちた。

「……だろうな。期待するだけ間ま抜ぬけというものだ」

「え？　何かおっしゃいましたか？」

「いや、なんでもない。少しだけなら付き合うよ。それで、今度は何の用だ？」

「実は……」

　ラビットは依頼の内容を説明して、コーデル子爵にセリア嬢を引き合わせてほしいとお願いした。

「なるほど。その二人を引き合わせればいいんだな」

「お願いできますか？」

「それくらいならかまわない。パトリック・コーデルとは親交もあるし、問題ないだろう。……用件はそれだけか？」

「はい」

「……そうか」

　なぜかユーグストの元気が目に見えてなくなっていく気がした。

　ラビットは不思議に思いながらも、風邪をひいたユーグストに遠慮して、さっさとその場を引き揚げた。
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　かくしてパウエル公爵家主しゆ催さいの舞踏会の日がやってきた。

　この夜のためにたくさんの客が招待されている。

　主催者のユーグは招待客への挨あい拶さつ回りに忙しかった。

　何より人ひと目めを引くのは招待された令嬢たちの華はなやかなドレス姿。

　誰もがユーグに見み初そめられようと決死の思いで着飾っている。

　ユーグは、この中にあの元気な少女がいればいいのにと思わずにはいられなかった。

　そうすれば、真っ先にダンスに誘うのに──。

　甘い夢を振り払うように、ユーグはにこやかな笑顔を保ちながら人の合間を忙せわしなく歩いていく。

　しばらくすると会場が騒さわがしくなった。どうやら今夜の主役の登場らしい。

　喧けん騒そうの真ん中に、王太子シザーレンと彼にエスコートされたミレニアがいた。

　二人は先月、正式に婚約したばかりで、まさに話題の中心だった。

　ミレニアは今夜のために特別にあつらえた青のドレスを身につけている。栗くり色いろの髪を上品に結い上げて、澄すました顔でシザーレンにエスコートされていた。シザーレンのほうは真っ白な夜会服を身につけている。菫すみれ色いろの瞳と銀ぎん髪ぱつの少女めいた美しさは相変わらずだった。

　シザーレンはユーグに気がつくとこちらへとやってくる。

「ユーグ、今夜はお招まねきありがとう」

「こちらこそ、殿でん下かにお越こしいただけて光栄です。……ミレニア、殿下に失礼がないようにするんだぞ」

　するとミレニアがつんと顎あごを反そらして答えた。

「お兄様に言われなくてもわかっていますわ」

　そんな兄きよう妹だいのやり取りが面白かったのか、シザーレンがくすくすと笑った。

「相変わらず君たちは仲がいいね」

　子供っぽいやり取りを見られて、たちまちミレニアが恥ずかしそうにうつむく。

　それからしばらく立ち話をしたあと、ユーグは再び招待客への挨拶に歩き出した。

　会場内に音楽が響ひびき渡り、若い男女が次々に踊りの輪へと加わっていく。

　そっと遠くから様子を窺うかがうと、シザーレンとミレニアは手を取り合って輪の中心にいた。くるりとターンするたびに、ミレニアのドレスが咲さき初そめの花の蕾つぼみのように揺れている。

　仲なか睦むつまじい二人の姿に笑みをこぼし、ユーグはラビットに頼まれた仕事を思い出す。

　会場をぐるりと見回してパトリック・コーデルを探すと、彼の姿はすぐに見つかった。数人の友人に囲まれて和なごやかに談だん笑しようしている。

「コーデル子爵」

　声をかけるとパトリックの肩が驚いたように跳はねあがった。

「これはパウエル公爵。本日はお招きいただきありがとうございます」

「とんでもない。今日は楽しんでいってくれ。その前に、悪いが少し俺に付き合ってくれないか？」

「ぼくがですか……？」

「ああ。一緒に来てほしい」

「は、はい」

　パトリックを取り囲んでいた友人たちが、パウエル公爵に誘われた彼を見てうらやましげにため息をつく。

　ユーグはパトリックを連れて、ラビット指定の場所へとやってきた。

　そこには薄うす紫むらさき色いろのドレスを着た小こ柄がらな少女セリアが立っていた。

「パトリック、こちらはセリア・ハワード嬢だ」

「は、初めまして……セリアと申します」

　セリアは顔を真っ赤にしてうつむきながら言った。

　思いもよらない展開にパトリックはどぎまぎしている。

「……彼女はどうやら君のことが気になるらしい」

「へ？」

　そっと耳打ちすると、パトリックの頰に朱が散った。

「うまくやるんだな」

　それだけ言うと、ユーグは二人のそばから離れていった。

　パーティー会場の中まで戻った時、そっと振り返るとパトリックもセリアも顔を真っ赤にしてもじもじしながら何かを話している。

「……似合いの二人だな。あの調子なら問題ないだろう」

　ユーグはたどたどしく会話する二人を微笑ましく思いながらも、憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。

　──俺の春はまだまだ遠いな。




　それから客ととりとめのない会話を交わした後、幾いく人にんかの淑女のダンスの申し込みを受けた。

　この日のために呼び寄せた楽がく師したちが軽けい快かいなメロディを奏かなで、踊りの輪は途と切ぎれることなく続いている。なんとか盛況のうちに終われそうだと肩の荷を下ろしたときだった。

「……ユーグスト様」

　どこからか聞き覚えのある声がする。

「？」

「ユーグスト様、こっちです」

　振り返ると、侍女のお仕着せに身を包んだ少女がユーグを手招きしている。

「ラビット!?」

　ユーグは面めん食くらった。

「よかった。ユーグスト様が捕まって」

「君は、なんでそんな格かつ好こうをしてこんなところにいるんだ？」

「なんでって、ユーグスト様を探すために着替えたんです」

　どうやらユーグに会うためにドレスに着替えるという発想はないようだ。

「それよりユーグスト様に用事があるんです」

「パトリック・コーデルとセリア・ハワードのことなら、きちんと仲ちゆう介かいしてきたぞ」

「はい。わたしも先ほど確認してきました。長いご縁になりそうですね」

「安心だな」

「ええ。ありがとうございます。ですが今はそのことではありません。……実は、どうしてもユーグスト様にお会いしたいという方がいて……」

　ユーグはうろんな目つきでラビットを見た。

「……また何かたくらんでいるんじゃないだろうな。君に関わるとろくなことがない」

「違います。失礼なこと言わないでください。わたしがいったいいつユーグスト様に迷惑をかけたって言うんですか？」

「迷惑しかかけてないだろうが！　俺の目の前で食い逃げして、勝手に集団見合い企画して、許可もなくダンスの権利を売り払って、俺の個人情報をばらまいて金銭を稼かせいでいたのはどこの誰だ？」

「そんなささいなことを根に持っていたんですか？」

「何がささいなことだ！　さんざん人を振り回しておいて！」

　つい大声で怒ど鳴なりつけると、周囲にいた人々が驚いた顔で振り返る。

　ユーグは冷静さを取り戻すと、コホンと咳払いした。

「それで、俺に紹介したい相手とはどこの誰だ？」

「今、外で待っててもらっていますが……その、ユーグスト様、怒ってます？」

　いつになく申し訳なさそうに上目使いで見られてユーグはたじろいだ。

「……怒ってない。怒鳴って悪かった。付き合ってやるよ」

「ありがとうございます!!」

　ラビットの顔がぱっと明るくなるのに、ユーグは不ふ覚かくにも見惚れてしまうのだった。

　こうしてラビットに案内されるまま、ユーグはパーティー会場を抜け出した。

　公爵邸の人気のない庭までたどりつくと、そこには一人の女性が立っていた。地味なドレスを身につけて、眼鏡をかけている。まるで年老いた老ろう婆ばのようにユーグには見えた。

「アンナ様、お待たせしました」

　アンナと呼ばれた女性がラビットの声に振り返る。

　鋭い眼光でユーグを睥へい睨げいした。あまりの気き迫はくにユーグは思わず息を吞のむ。同時にこの女性を老婆と侮あなどったことを後こう悔かいした。服装と容姿がまるでかけ離れている。近くで見るアンナは二十歳前後の若い女性に見えた。

「ラビット、こちらの男性は……？」

「……はい、その、アンナ様のご注文通りのこの国で一番の貴公子ですわ」

　アンナがかっと目を見開く。

「どこがなの？　わたくしが連れてきてとお願いしたのは、こんな間抜け面づらの男性ではなくってよ！」

　見知らぬ女に間抜け面と言われて、ユーグは微び妙みように傷ついた。

「すみません。やはりライアン・カドリスという方を見つけることができなくて、それでアンナ様がおっしゃられていたこの国で一番の貴公子ということになっているユーグスト様をお連れしたんですが……」

「何が、『ということになっている』だ！」

　ユーグが毒どくづいた。

　事情はわからないが、ユーグはけなされてばかりである。

「ライアン・カドリスがわからないなんて、あなた、アスタリア一の情報屋じゃないの？」

「それはそうなんですが……」

　これにはラビットも返す言葉がないようだった。

「そのライアン・カドリスというのはいったいどんな奴やつなんだ？」

　ユーグの問いにアンナがたちまち恋する乙女おとめの顔になり、ほうと熱いため息をついた。

「ライアンは、けぶるような灰色の瞳をしたとても素敵な方よ。とっても素晴らしい画家なの。ランディス王国にも彼以上の紳士はいなかったわ」

　ラビットとユーグが無言で視線を交わす。

　──それって……。

「もういいわ。自分で探すから！　あなたの手は借りないわ！」

　それだけ言うとアンナは背中を向けてその場から立ち去って行った。

「……いったい何なんだ、あの女は？」

「お客様です」

「彼女が、例のライアン・カドリスという男を探しているのか？」

「はい。いくら探しても見つからなかったんですが……」

　見つからなくて当然だ。なぜならランディス王国で彼は偽ぎ名めいを使っていたのだから。

「ライアン・カドリスというのは、間違いなくジラートのことだろうな」

「……そうみたいですね」

　ジラートに問とい質ただしてみようとユーグとラビットが庭を歩いていると、どこかから話し声が聞こえてきた。どうやらひと組の男女が夜会の会場を抜け出して散歩に出ているらしい。ひそひそと会話する気配が近づいてくる。

「あ、大変！　ユーグスト様、隠れてください！」

　いきなりラビットがユーグを木こ陰かげに押し込もうとした。

「いきなりなんなんだ？」

「いいから隠れて！」

　わけもわからずラビットに従うと、彼女は息を潜ひそめて声のする方をじっと見つめている。

　しばらくすると青いドレスの女性と白の夜会服に身を包んだ男性が並んで歩いてきた。

「！」

　ユーグは驚いた。やってきたのはなんとミレニアとシザーレンだったのだ。

　息を殺して二人の様子を窺っていると、シザーレンが立ち止まる。

「どうかなさったのですか、シザーレン様」

　シザーレンはしばらくミレニアに背を向けていたが、やがてゆっくりと振り返った。

「ミレニア、君に訊きたいことがある」

「なんですか？」

「……君は本当に後悔してない？」

「何をですか？」

「僕との結婚に迷いはないの？」

　するとミレニアが怒ったようにシザーレンを軽く睨んだ。

「ありませんわ」

　ミレニアは寸すん分ぶんの迷いもなく言い切った。

　シザーレンは、いつもの飄ひよう々ひようとした態度からは信じられないほど繊せん細さいな瞳でミレニアを見つめている。

「本当に僕でいいの？」

「当たり前ですわ！　わたくしはシザーレン様の婚約者なのに、なぜそのような問いに答えなければいけませんの？」

「でも、婚約は父上たちが勝手に決めたものだ。ミレニアは親の言いつけに従っているだけなんじゃないの？」

　ミレニアは屈くつ辱じよくそうに唇を震ふるわせた。

「たとえそうだったとしても、わたくしはシザーレン様の花嫁になることを後悔なんてしませんわ。だってわたくしは、シザーレン様のことが……」

「……ミレニア、君は強いね」

　いつの間にかミレニアの瞳は涙でいっぱいになっていた。頰を幾いく筋すじもの涙が流れ落ちていく。シザーレンがそっと涙を指で拭ぬぐった。

「僕はいつも君に助けられてばかりだね。……セインの誕生日パーティーで暗あん殺さつ未み遂すいの嫌けん疑ぎをかけられた時も、僕を信じて支えてくれた。本当にありがとう」

　シザーレンはミレニアの手を取って、その指に優しく口づける。

　そのままミレニアの耳元に口を寄せて何事かを囁ささやいた。

　ミレニアの瞼まぶたが震え、涙でいっぱいの瞳でシザーレンを見つめる。

　篝かがり火びの灯りで二人の影が地面に長く伸びていた。

　その二つの影がためらいがちにそっと重なる。
















　ラビットとユーグは凍こおりついたようにその場から動けずにいた。

　もはや互いに顔を見ることなどできない。

　ユーグは思いもかけず妹のキスシーンを目撃してしまい、身体からだが硬直した。

　嫌でもすぐそばにあるラビットの身体の温かさを意識してしまう。

　やがてぎこちなく重なっていた二つの影がそっと離れると、静かにその場を後にする。

「…………」

「…………」

　だが、ユーグたちは黙り込んだまましばらく動けずにいた。

　とてもではないが、ラビットの顔をまともに見ることはできなかった。
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「ライアン・カドリス？　知らないな。誰のことだろうね」

　パウエル公爵家でユーグからその名を聞かされたジラートは考えるように首をかしげた。

「しらばっくれるな！　どうせお前の偽名だろう！　妙な女がお前のことを探していたんだぞ！」

「へえ、それは光栄だね。相手はどんな女だい？」

「アンナ・シュハルツとかいうひっつめ髪の地味な女だ」

　ジラートはしばらく黙り込んだ後、こう答えた。

「聞いたこともない名前だ。少なくともおれは知らないな」

「噓つけ！　いきなり帰国するなんて、おかしいと思ったんだ。どうせランディス王国で色いろ恋こい沙汰をこじらせて戻ってきたんだろうが！」

「さあ、どうだろうね」

　ジラートが肩をすくめた。

「とぼけるな！」

「ユーグスト様、落ち着いてください」

　ユーグに付き添う形でジラートの部屋を訪問していたラビットが口を開く。

「ジラート様、本当にアンナ様のことを知らないんですか？」

「悪いが聞いたこともない名前だよ」

「ですが、あちらは単なる知り合いというだけでは済まされない雰囲気でしたけど……」

「残念だが、心当たりが多すぎて誰のことだかわからないね」

「今度面倒事を持ち込んだら、メンフィス伯爵家に帰ってもらうからな」

「おやおや、冷たいことを言うじゃないか、ユーグ」

「本当に知らないんだな？」

「そもそも、どうしてその女性はライアン・カドリスとやらのことを探しているんだ？」

　ユーグは迷った後、ジラートに話してもいいかとラビットに目で合図を送る。ラビットが頷いたのを見て話し出した。

「ラビット……ああ、彼女のことなんだが、実は彼女は宮廷専門の情報屋をしていて、その女の依頼で探しているんだ」

「情報屋？　なるほど。君がそんな仕事をしていたなんてね。それで、その依い頼らい主ぬしっていうのがアンナ・シュハルツなのか？」

「ああ」

「お前、会ったのか？」

「会った」

「他に特とく徴ちようは？」

「暗くてあまり見えなかったが、地味で生真面目そうだったよ。神しん経けい質しつそうな眼鏡をかけていて、正直言えばお近づきになりたくないタイプだったな」

「……そうか」

「ただ……」

「ただ？」

「いや、これはあくまで主観なんだが……、まるで他人を装よそおっているように見えたよ。彼女の本質を隠しているかのような。そう、まるで赤い薔薇が鋭い棘とげを隠しているかのようだった」

「ほう、それはぜひ会ってみたいね」

　愉ゆ快かいそうに笑うジラートをユーグがたしなめる。

「少しは自重しろよ。帰国してすぐに問題を起こすような真似をしていたら、伯母上に告げ口するぞ」

「ふん、本当にお前も生意気な口をきくようになったな」

「問題が起こっても、手助けしないからな。自分の尻しり拭いは自分でやれよ」

「了解」とジラートが茶目っ気たっぷりにウィンクした。

「あいつ、絶対何か隠しているな」

　ジラートの部屋を出ると、ユーグは毒づいた。

「でも、ジラート様から聞き出すのは難しそうですね。飄々としているように見えて意外と口が堅いと言いますか……」

　ユーグが悩ましげにため息をついた。

「昔から、あいつのまわりでは女がらみのトラブルが絶たえないからな。……まあ、ほとんどはあいつに惚れた女が思いつめて一方的に騒ぎを起こすんだけどな」

「ユーグスト様も何年かしてジラート様みたいな渋しぶみが増したら、今以上に女性絡がらみの問題が起きるかもしれませんね」

「……考えただけでぞっとする……」

　ジラートに関する騒動の数々を思い出したユーグは嫌そうに顔をしかめた。

　ラビットが面白がるように笑っている。

　ユーグはちらりとラビットのほうに視線を送ると、ぎこちなく目を逸らした。

　昨夜、ミレニアとシザーレンの思わぬ現場を目撃してから、ラビットを強く意識しすぎて落ち着かない。平へい静せいを装ってはいるが、彼女を目の前にすると、鼓こ動どうが高鳴る。あんな場面に居合わせたのに、気にした様子もなく、平然と隣を歩くラビットをユーグは少しだけ憎にくたらしく思った。
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　アスタリア王国ウィストの都を夕日が茜あかね色いろに染めている。

　都が夜の帳とばりをまとい、昼の賑にぎわいから夜の喧けん騒そうへと姿を変える頃、大通りを一台の馬車が走っていた。

　四頭立ての大型馬車は勢いきおいよく道をゆく。

　やがて馬車はアスタリアで一、二を争あらそう名門貴族、パウエル公こう爵しやく邸ていに滑すべり込んだ。

　何の予告もなくやってきた大型の馬車に、家を守る使用人たちは一いち様ように驚おどろきを隠かくせずにいたが、さらに馬車が掲かかげる家か紋もんを見て言葉を失うしなった。

　パウエル公爵家の門を何の約束もなくくぐりぬけることができるのは、王家からのものと、この突然の訪問者であるメンフィス伯はく爵しやく家の馬車だけである。

　馬車が門をくぐると同時に家中にこのことが知らされ、晩ばん餐さんの支し度たくに忙しかった使用人たちは出迎えのために大急ぎで玄げん関かんに招しよう集しゆうされた。

　馬車から現れたのはずんぐりとした体型の婦人である。とうに四十は過すぎているだろうか。栗くり色いろの髪を地味にまとめているが、身につけているドレスは華はなやかな紫むらさきだった。

　家か令れいのザントから知らせを受けて玄関へとやってきたユーグは、突とつ然ぜんの訪問者を渋しぶい顔で出迎える。

「伯お母ば上うえ」

　ユーグは苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような声でうめいた。

「あらユーグスト、お久しぶりね」

　メンフィス伯爵夫ふ人じんエミリーは、甥おいの顔を見て悪びれもせずにこやかに笑った。

「伯母上、このような時間に前まえ触ぶれもなしの御訪問、いささか礼を欠かいてはおりませんか？」

「まあ、だってこんな時間でもなければ多た忙ぼうなあなたを捕つかまえることなんてできないでしょう？」

　謝るどころか当然のように言われて、ユーグは頭ず痛つうを覚えた。

　エミリーはユーグとミレニアの父方の伯母である。

　同時に、追い払うのが大変面めん倒どうな人でもある。

　メンフィス伯爵家はパウエル公爵家に比ひ肩けんするほどの資産家だ。

　エミリーは嫁とつぎ先で四人の娘と息子むすこを一人儲もうけており、しっかりと淑しゆく女じよ教育を施ほどこしたのち、すべての娘を名家の嫁に送り出している。

　だが後継ぎ息子のジラートにだけは、未いまだに縁えん組ぐみから逃げられっぱなしだった。──ちなみにそのジラートがパウエル公爵家にいることを彼女はまだ知らない。

　ジラートにエミリーが来たことを告つげると、彼は自分がここにいることは絶対に言うなと部屋に閉じ込もってしまった。

　母親の勘かんでジラートが帰ってきたことに気づいての来訪かと思ったが、どうやら違ったようだ。

　子育てが落ち着き、暇ひまを持て余あましたエミリーは、何かと公爵家にやってきては父親を亡なくしたユーグたちの世話を焼きたがる。おっとりとした控ひかえめなユーグの母親は、彼女の毎度びっくり箱を開けるかのようなこの訪問を喜ぶが、ユーグにはありがた迷めい惑わくなことばかりしたがるのが欠けつ点てんでもあった。

「で、今日は何の御ご用ようですか？」

「あら、用事がなければ来ちゃいけないの？」

「あいにく、俺はミレニアの結婚式の準備で忙しくしておりますので、御用がないならお帰りください」

　冷たくあしらわれてもエミリーはくじけない。

「いやあね、もちろん用事があるから来たに決まっているじゃない」

「で、何の御用ですか？」

「──ユーグスト、あなたにお見合いを持ってきたのよ」




　伯母の訪問理由にユーグが絶ぜつ句くしている間、食堂にエミリーの席が用意され、夕食を共ともにすることになった。

　これを喜んだのは意外にもミレニアだった。

「伯母様、お久しぶりです！」

「まあまあミレニアったらきれいになって、さ、もっとよく顔を見せてちょうだい。ちょっと見ない間にずいぶん大人っぽくなったのね」

　エミリーはミレニアを抱き締しめて、頰ほおにキスをした。

「今のわたしはあなたが嫁ぐ日が一番の楽しみよ。今度殿でん下かと一緒に、我わが家やの舞ぶ踏とう会かいにもぜひ参加してちょうだいね」

「もちろんですわ」

　そこでエミリーは、ここにいるはずのない顔を見つけて驚きに目を丸くした。

「まあ、フローデル、どうしてあなたがここにいるの？」

　エミリーは貴族の令れい嬢じようたちに刺し繡しゆうを教えていた。

　かつてそこの生徒だったのがフローデル──ラビットとミレニアだったのだ。

「お久しぶりです、おば様」

　ラビットがドレスをつまんで優ゆう雅がに一礼した。

　作法にうるさいことでも有名なエミリーを前にしたせいか、ラビットはいつもより上品に振ふる舞まっている。

「伯母様、フローデルにはわたくしの話し相手をするため、我が家に滞在してもらっているのよ」

「まあ、そうだったの。それでフローデルは少しは淑女らしくおしとやかになったのかしら？」

　ラビットが恥はずかしそうに顔を赤くする。ラビットの淑女らしからぬ行動の数々を知るユーグは笑いをこらえた。

「どうやらあまり変わってはいないようね。フローデル、あなたときたらわたしが教えた生徒の中では一番の問題児でしたよ」

　くすくすとミレニアが笑った。

「伯母様、今でもフローデルは元気があり余っていて、毎日を精力的に過ごしているのよ」

「あらあら、今でもお転てん婆ばなままなのね」

　返す言葉もなく、ますますラビットはうつむいた。

「……でも、昔のように塀へいを乗り越えようとして落っこちて足を捻ねん挫ざしたり、わたしに喧けん嘩かを売ってきた令嬢にネズミをけしかけたりはしていないわ」

　エミリーがひときわ大きな声で愉ゆ快かいそうに笑った。

「いやだ、あなたそんなことをしていたの？　いけない子ね」

　昔を知る恩おん人じんを相手に、さすがにユーグに対するような言い合いをすることもできず、ラビットは居い心地ごこち悪そうにしていた。

　食事を終えたユーグたちは、場所を応接室に移す。

　だが室内に一歩踏ふみ込んだユーグは入り口で固まった。

　いつの間に運び込んだのだろう。部屋の中は貴族の令嬢の肖しよう像ぞう画がで溢あふれていたのだ。

　ユーグは、なぜエミリーがいつもと違う大型の馬車でパウエル公爵家にやってきたのかを理解した。

　──本気で、俺に見合いさせるつもりだな。

　エミリーは公爵邸の応接室に置かれた豪ごう華かなソファに腰かけながら、持ち込んだ肖像画をうやうやしく取り上げていく。

「さあユーグスト、こちらへお座りなさい」

　有う無むを言わせぬ口調に逆らえないものを感じてユーグはしぶしぶソファに座った。

　ラビットとミレニアも興きよう味み津しん々しんといった様子でそれぞれ空いた席に腰かける。

　エミリーは肖像画の分ぶ厚あつい束たばを一枚一枚めくりながら、声を厳しくした。

「ユーグスト、わたしはね、ミレニアの婚約が先に決まってしまってから、いつもあなたのことを心配していたのよ。公爵夫人にふさわしい令嬢を見つけられるのかって。だってあなたときたら、見る目がないというのかしら。こういうことに関してはてんで頼りないんですもの。公爵夫人の座を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらうとんでもない令嬢を選ぶんじゃないかと冷や冷やしていたのよ。……あなたのお父様が亡くなって、十六歳の若さで爵しやく位いを継ついでしまって、本当に心配が増える一方で」

「……そういう心配なら無用です。自分で探しますから」

「もしかして、お相手の令嬢に心当たりでもあるのかしら？」

「……いえ、まだですが、伯母上に心配してもらう必要などありませんから」

　ユーグの言葉を聞いて、エミリーはため息をついた。

「ユーグ、あなたはわかっているのかしら？」

「何がです？」

「もうすぐ、ミレニアは結婚してしまうのよ」

「？　もちろんわかっていますが？」

　エミリーは大たい儀ぎそうに息を吐はいた。

「わたしが言いたいのは、妹が先に嫁ぐのに、兄であるあなたがいつまでも独ひとり身みだと体てい裁さいが悪いということです。……それでもあなたのお父上が亡くなってから二年あまり、わたしは、忙しいあなたを追い詰めるような真ま似ねはしないようにと心を配ってきたわ。でもそれももう限げん界かいです。この場で花嫁候こう補ほを絞しぼらせてもらいます。せめて、ミレニアが結婚するまでに相手を決めておしまいなさい」

　言われた内容にユーグは愕がく然ぜんとした。

「今、ここで、ですか？」

「そうよ」

　エミリーは一枚の肖像画を手にして、ユーグに見えるように置いた。

　金きん髪ぱつの神しん秘ぴ的てきな青い瞳ひとみはおしとやかで、派は手でではないがなかなかの美人だ。

「ラングレッド伯爵令嬢のラビニア嬢。わたしの刺繡の会にも顔を出していた子よ。なかなかの優等生です。さあ、どうしますか？」

　どうしますかと聞かれてもユーグはどう答えたらよいか見当もつかない。

　ユーグの反応から、気に入らないと判断したのか、エミリーは別の肖像画をユーグの前に差し出す。

「アウグレット侯こう爵しやく令嬢スザナ嬢よ」

　今度は濃のう紺こんの神秘的な瞳と黒髪の令嬢の肖像画だった。

　優ゆう美びに微笑んでいるが、目の奥に勝かち気きな光が宿やどっており、気の強そうな一面が見え隠れしている。

　ユーグが何も言わないので、エミリーはまた別の肖像画を選び出す。

「今度はティファニー子し爵しやく家のプラティア嬢よ。家柄は子爵だけど領りよう地ちに大きな鉱山をお持ちでね。たいへんな資産家なのよ」

　その肖像画を覗のぞき込んだラビットとミレニアが一いつ斉せいに声を詰まらせた。

「伯母様、この方はやめたほうが……」

　ラビットも頷うなずく。

「わたしもこの方はちょっと……」

　聞けばその昔、ラビットの赤みがかった金髪を嘲あざ笑わらい、様さま々ざまな嫌がらせを仕掛けてきたのがプラティアだという。

「あら、そうなの？」

　エミリーは自分の知らないことがあったのかと驚いた様子だった。

「社しや交こう界かいでの評判はそう悪いものでもないのよ。それにあなたたちが言っているのは子供の頃の話でしょう？」

　ラビットが勢いよく首を横に振った。

「プラティア嬢は、今二人の男性を手て玉だまに取るのに夢中なんですよ。わたし、プラティア嬢に弄もてあそばれた男性から相談を受けました。彼女が本当に好きな相手は誰なのかって」

　するとエミリーが驚いた顔になる。

「いやだわフローデル、あなた社交界に顔を出してもいないのにどうしてそんなことを知っているの？」

　まさか情報屋だからです、とは言えないようで、さすがのラビットも慌あわててごまかしの言葉を口にした。

「た、たまたまです、本当に……！」

　ラビットの言動を不ふ審しんに思いながらも、その言葉に噓うそはないと思ったのか、エミリーがプラティアの肖像画を脇わきによけていく。

「そういう女性なら、会っても無む駄だね。公爵家にふさわしい令嬢を選びましょう」

　エミリーは椅い子すから立ち上がり、壁かべに立てかけておいた肖像画からまた一枚を抜き取った。

　絵を見てすぐにラビットがあっと叫さけんだ。

「おば様、彼女も駄だ目めです。すでに決まった相手がいる方です」

「まあ、そうなの。フローデル、あなた本当によく知ってるわね」

「その、噂うわさ話でたまたま……」

「そうなの？　あなたがそんなに貴族の令嬢たちに詳くわしいなんて知らなかったわ。……じゃあこの令嬢は？」

「彼女はおしとやかで控え目だけど、公爵夫人になれるほどの器量の持ち主ぬしではないと思います」

　ラビットが次々に的確なアドバイスをしていく。

　率そつ先せんして花嫁選びに夢中になるラビットを見て、ユーグは何とも言い難がたい気分になった。

　いつの間にやら肖像画はユーグの前ではなく、ラビットの前に置かれるようになり、ユーグはラビットのお眼鏡めがねに適かなう令嬢の肖像画だけを見ることになった。

　兄嫁になるということ以外、ほとんど関係ないにもかかわらず、ミレニアも何が楽しいのか夢中になって肖像画を眺ながめている。

　こうしてユーグの花嫁選びは、深夜になるまで続いた。

　真夜中を過ぎる頃、ユーグは強きよう烈れつな眠ねむ気けに襲おそわれ、ソファに座ったまま眠りこけていた。

　結局その日、ユーグの相手は決まらなかった。







　翌朝、パウエル公爵家で一晩を過ごしたエミリーは、朝が遅いため、朝食を自分の部屋へ運ぶように命めいじていた。

　ジラートもまた、居座っている公爵家の客間で遅い朝を迎えた。

　そして昼過ぎ、運の悪いことに、途と中ちゆうの廊ろう下かで二人は鉢はち合あわせしてしまったのだ。

「ジラート！」

　一人息子の姿を見つけて、エミリーは血けつ相そうを変えて叫んだ。

「あなた、どうしてこんなところにいるの？　ランディス王国にいるんじゃなかったの？」

「……母上、これにはわけが……」

　ジラートはしどろもどろになりながら、エミリーに押されるようにして後ずさる。

「どれだけわたしが帰国しろと言っても聞かなかったくせに、いったいいつの間に帰ってきたの？」

　そこへ、騒さわぎを聞きつけたユーグがやってきた。

「伯母上」

「ユーグスト、あなたは知っていたんでしょう？」

「ええ、まあ……」

　たちまちエミリーがいきり立つ。

「それならどうして早く教えてくれなかったの？」

　エミリーに詰め寄られて、ユーグは口くち籠ごもった。ジラートの肩を持ったつもりはないが、結果だけ見れば、母親であるエミリーを無む視しした行動だと言えた。エミリーがどれだけ一人息子の帰国を待ちわびていたか、ユーグも知っていたからだ。

「……申し訳ありません……」

「母上、ユーグは悪くない。すべてはおれの責せき任にんです」

　するとエミリーが腰に手をあててじろりとジラートを睨にらむ。

「当たり前です」

　エミリーは遠えん慮りよなくジラートの耳に手をかけて思い切り引っ張った。

「！　いたっ！　母上、少しは手て加か減げんしてください！」

「五年も放ほう蕩とうざんまいで身体からだがなまっているでしょう？　さあ、これから真まっ直すぐ家に戻ってなすべきことをなしてもらいますからね！」

　なすべきこととはもちろん結婚して爵位を継ぐことだろう。この義ぎ務むだけの結婚をジラートは大たい層そう嫌っていた。

　だがジラートには悪いが、ユーグは内心ほっとする。

　エミリーの意識がジラートに向いている限り、ユーグの見合い話は後回しになるからだ。

　ジラートは荷物をまとめる時間さえ与えられず、そのままメンフィス伯爵家へと強制連行されていったのだった。
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　数日後、ラビットはメンフィス伯爵家を訪れていた。

　ジラートが置いていった荷物をエミリーに頼たのまれて届けに来たのだ。

　だがそれはついでだった。

「ねえラビット、ジラートの様子を見てきてくれない？」

　ミレニアと、そして口には出さないが、ユーグもまたジラートがあれからどうなったのかを知りたがっていた。

　ミレニアの頼みでラビットはジラートの様子を見に来たのだった。

　ジラートの個人情報を知りたいラビットとしては、ありがたい申し出だ。

　門をくぐると、懐なつかしい思い出がラビットの頭を駆かけ巡めぐる。

　幼おさない頃、ラビットはミレニアと共にメンフィス伯爵夫人の家に刺繡を習いに来ていた。正直刺繡は苦手だったし、自じ尊そん心しんばかり強い令嬢に意い地じ悪わるされたりとろくなことがなかった。だが、刺繡の会を通じて長年の親友となるミレニアと出会えたので悪いことばかりではないと今では思える。

　応接間に通されてしばらく待っていると、侍じ女じよが紅茶を運んできた。

　鼻を抜ける茶のよい香りを堪たん能のうしていると、扉が開いた。

　エミリーがやってきたのかと思ったが、姿を現したのはなんとジラート本人だった。

「ジラート様!?」

　けぶるような灰色の瞳が神秘的に輝かがやいている。

　てっきり、二度と逃げ出さないよう軟なん禁きんでもされているかと思っていたのだが、数日ぶりに再会したジラートにとくに変わった様子はなかった。

「おれが邸内に閉じ込められているとでも思ったのかい？」

　見み透すかすように言われて、ラビットは口籠もる。

「いえ、その……」

　ジラートがふっと笑った。

「君の予測通りだよ。おれは昨日まで自室に軟禁状態だったんだ。今日からようやく邸内なら自由にしていいとお許しが出たんだが、しばらくは使用人たちが監かん視しの目を光らせているだろうな。うんざりだけど、まあどのみち、いつまでもパウエル公爵家に居座るわけにもいかなかったしね。……それと」

　急にジラートがラビットのそばに歩み寄り、小さな声で囁ささやいた。

「……二人の時は、ジラートでいいと言わなかったかい？」

　悪戯いたずらっぽい笑みに、ラビットは赤せき面めんした。

　ジラートには不思議な魅み力りよくがあった。きっと誰も彼を嫌いになることはできないだろう。

　──ミレニアが、ジラート様がもてると言っていたのは本当ね。

　ちょっとした表情の変化や仕草に、人好きのする無む邪じや気きさが漂っていた。

「そ、それより、ジラート様、おば様は？」

「ああ、母上は今刺繡の会の真まっ最さい中ちゆうだよ。あと三十分は戻ってこない」

「そうですか……」

　ラビットは意を決してジラートと目を合わせた。

「あの、ジラート様」

「二人のときは、ジラートで」

　ジラートは茶ちや目めっ気けたっぷりに笑った。

「では、……ジラート」

「なんだい？」

「よかったら貴方あなたのお話を聞かせてもらえませんか？」

「おれの？」

「はい」

「どうしておれの話が聞きたいんだい？」

「えっと、その……」

　まさか情報を売るためとは言いにくい。ラビットが口籠もっていると、ジラートが笑った。

「そういえば君、情報屋だって言ってたね……。そうだなぁ、教えるのはいいけど、情報提てい供きよう料りようはいただくよ？」

「……わかりました」

　ラビットは嫌いやな予感を覚えつつも、愛用の手帳を取り出して、ぱらぱらとページをめくった。

　ジラートはラビットの向かい側の席に腰かける。

「それで、何が聞きたいの？」

「ご年齢は？」

「今年で二十三歳だよ」

　それからラビットはジラートの食べ物の好みや、好きな色など、令嬢たちが気になりそうな質問を重ねていく。

「ご趣しゆ味みは？」

「絵を描くこと。今度君のことも描いていいかな？　可か愛わいらしい絵が描けそうだ」

　ラビットは恥ずかしくなって、ごまかすために咳せき払ばらいした。

　──この人、無自覚の女たらしだわ……。

　もちろん、甘あまい言葉で自分が好こう意いを持たれていると勘違いするほどラビットはおめでたくはない。だが、ジラートにはユーグストにはない大人の男としての色いろ香かがある。

　社交界に顔を出すようになれば、ユーグストと人気を二分する立場になることは間違いなかった。

「質問はそれだけ？」

「それでは、最後に好きな女性のタイプは？」

「うーん、多すぎて迷うな。女の子はみんな可か憐れんな花だからね」

「例えば、ユーグスト様みたいに胸の大きな女性がお好みとか……？」

「おや、ユーグも大人になったもんだな。女性に注文をつけるとはねえ」

　ジラートがくすりと笑った。ラビットはまだ会話を引き伸ばそうと話題を変える。

「ジラート様はどんな絵を描かれるんですか？」

　するとジラートが椅子から立ち上がった。

「ついてきて。見せてあげるよ」

　嬉うれしい申し出にラビットは急いでジラートの後を追って応接間を出た。

　邸やしきの三階の南向きの部屋に案内される。どうやらそこがジラートの部屋らしい。

　室内に入ると絵の具の匂においが鼻をついた。

「まだランディスから引き揚げていない荷物もあるから、ここにはあまり置いてないけど」

　そう言ってジラートが一枚のキャンバスをラビットに差し出してくる。

　そこには金髪の華やかな少女が描かれていた。笑顔がまぶしい。

「この方は？」

「さあ、誰だったかな」

　ラビットがキャンバスをひっくり返すと日付が書き込まれていた。

　どうやらこの絵が描かれたのは六年以上前らしい。濃のう淡たんの美しい描びよう写しやにもしかしてジラートの恋人か誰かだろうかとラビットは考える。

「これも自信作かな」

　そう言って差し出されたキャンバスには黒髪の妙みよう齢れいの美しい女性が描かれていた。

　慎つつましく伏ふせられた瞼まぶた、だが女性の左手の薬指に輝く指輪を見て、ラビットは息を吞のむ。

　──もしかして、この方も恋人？　でも既き婚こん者しやよね？

　知ってはいけない秘密の扉を開いたようにどぎまぎしてしまう。

「これ……」

　ラビットは絵の隅すみに描かれたイニシャルに目を止めた。Ｒ・Ｋのサインは月げつ刊かん淑女で見た絵のイニシャルにそっくりだった。

　ラビットは思いきって口を開いた。

「やっぱりジラート様がライアン・カドリスなんですよね？」

　ジラートはとぼけた顔でラビットを振り返ったが、イニシャルの存在に気がついて苦く笑しようした。

「ライアン・カドリスはもういないよ」

「それはどういう意味ですか？」

「ライアン・カドリスは廃業したんだ」

「廃業？　どうして？」

　それ以上、ジラートは言葉を濁して答えようとはしなかった。

　ふとラビットは部屋の隅すみに置かれた一枚の絵に気がついた。まるで他と区別するかのように裏を向けて寂さびしげに壁に立てかけてある。

「あれは……」

　ラビットは強い興味を引かれ、その絵に近づく。

　だが見た瞬間、拍ひよう子し抜ぬけした。

　そこに描かれていたのは、はにかむようなたどたどしい笑顔に、くすんだ赤毛の地味な少女だった。高価そうな服装から察するにきっとどこかの貴族の令嬢なのだろう。だが、ラビットはその絵に無視できない既き視し感かんを覚えた。

　──気のせいかしら。わたしこの方に会ったことがある気がする。

　その絵を手に取ってじっと見ていると、ジラートがラビットの手からそっとそれを取り上げた。

　ジラートの瞳に何とも言えない色が浮かんでいる。

「これも、自信作なんですか？」

「いや、これは駄だ作さくかな」

　だが言葉に反して、その少女の絵を手にしたジラートの背中は寂しそうに見えた。

「……それにしても、ジラートはどうして今頃ランディス王国から帰国なさったのですか？　ユーグスト様の話によると、当分戻らないはずだったとお聞きしたんですが……」

　するとジラートの顔色が少しだけ暗く陰かげる。

「……まあいろいろあってね」

　それ以上聞くに聞けない雰囲気を察して、ラビットは口籠もった。

「ところで、今日の情報提供料、どうしようかな」

「え？　あ、お金ですよね？」

「いいや。そうだな。今度機会があったら、ひとつおれの頼みを聞いてもらおうかな？」

「わ、わたしでできることなら……」

　お金じゃないのはありがたいが、頼みはなんなのかとラビットはどぎまぎした。

「まあ、ここにいたの」

　そこへエミリーがいそいそとやってきた。刺繡の会が終わったらしい。

「待たせてごめんなさいね、フローデル」

　入れ代わるようにジラートは部屋の外に出て行ってしまう。

　──ジラート様、ランディス王国で何かあったのかしら？

　立ち去る背中を見つめながら、ラビットはそんなことを考えていた。
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　数日後、久しぶりに実家のフィリング伯爵家で過ごしていたラビットは、朝から自室に籠こもって、机つくえの上に置かれたアスタリア貴族の資料を眺めていた。

　前回シザーレン暗あん殺さつ未み遂すい事件で助けてもらった恩おん返がえしに、ユーグストに素す敵てきな花嫁を探すと宣せん言げんしたものの、一いつ向こうに候補が絞れないでいたのだ。

「ユーグスト様の好みがいまいちよくわからないのよね」

　大人おとなしい巨乳美女を紹介しても、自分にそんな趣味はないと言い切られる。

「フィアナ伯爵家のコニー様、セグレンド子爵家のフィレイン様……。どちらも気だてはいいけど、ユーグスト様の隣となりに立つとどうしても色あせて見えるのよね。何しろアスタリア一の貴き公こう子し〝ってことになっている〟ものね」

　ラビットはくすりと笑った。そして、ハワード子爵令嬢のセリアに数日前に紹介された謎なぞの女性のことを思い出した。

「アンナ・シュハルツ様とか言ったかしら。彼女はいったいジラート様に何の用があるのかしら……？　ジラート様は彼女を知らないと言うし……」

　単たん純じゆんに考えればランディス王国からジラートを追いかけてきた淑女に思えるが何かが違う気がした。すでに依頼は取り下げられているが、気になって仕方がない。

　そこへタリサが部屋へとやってきた。手に一枚の白い封筒を持っている。

「お嬢じよう様さまにお手紙です」

　家が落ちぶれ、両親が亡くなって以来、訪問者も手紙もめったに来なくなっていたので、ラビットは不思議そうに首をかしげる。

「誰からかしら」

　白い封筒を受け取って目を見張った。メンフィス伯爵家の封ふう蠟ろうが押されていたからだ。

　ペーパーナイフで器用に封を開け、手紙を取り出す。

「……舞踏会の招待状だわ。久々におば様に再会したからわざわざ誘ってくれたのね」

「理由なんてどうでもいいじゃないですか。お嬢様、是ぜ非ひ参加されてはいかがですか？」

　フィリング伯爵家の借金をラビットにとっては不ふ本ほん意いながらユーグストに完かん済さいしてもらって以来、タリサは自分の主あるじも社交界に出るべきなのではと思っていた。だが、騒さわがしい場所を好まないラビットは一向にうんとは言わない。

　何より借金はなくなっても、ユーグストへの返へん済さいが減るわけではないし、ドレスや宝飾品を買うお金など工く面めんできるはずもない。

　他人の色いろ恋こい沙ざ汰たの仲ちゆう介かいはしても、ラビット自身は恋愛にまるで興味がなかった。

「行かないわよ」

「ドレスなら、ミレニア様に頼めばきっと貸してくださいますわ」

「だから、そこまでしていく気にならないんだってば」

「……お嬢様が着飾れば誰よりも美しいのに……」

「冗じよう談だん言わないでちょうだい。騒そう々ぞうしい場所はごめんよ」

　タリサは諦あきらめのため息をついた。

　こうして舞踏会の招待状はラビットの手によってお蔵くら入いりになった。

　手紙をびりびりと破やぶりながら、ふとこのパーティーにユーグストは参加するのだろうかと考える。

　──きっと参加なさるわね。

　ラビットはなぜかユーグストのことを思い出したが、なんだかよくない予感がして、それ以上考えるのをやめた。

　それから三日後、ラビットはまさかの事じ態たいに出くわす羽は目めになる。







　いつものように貴族の令嬢たちに依頼された情報を届けて帰宅する途中のことだった。

　某ぼう伯爵令嬢には恋人の浮気調査を、某侯こう爵しやく令嬢からは恋する相手の素す性じよう調査を依頼され、それらをこなした帰り道。

　乗合馬車に乗ろうとした瞬間、ラビットは後ろからやってきた見知らぬ馬車に攫さらわれるようにして押し込められた。

「ちょっ！」

　驚いて悲鳴をあげようとするが、背はい後ごから口を押さえつけられて声が出せない。

　ラビットはすぐに抵抗した。反はん射しや的てきに自分を摑つかむ男の急きゆう所しよに蹴けりを入れて逃のがれようとする。男は一瞬ラビットを押さえつける手を緩ゆるめたが自由は得られなかった。

「騒ぐんじゃない！　大人しくしろ！」

　ラビットは思わずぞっとした。

　懸けん命めいにもがくが、自由を奪うばわれたまま、強い力で座席に押さえつけられている。

　ラビットは恐怖のあまり身を潜ひそめるように縮ちぢこまった。目だけ動かして馬車の中を観察すると、ラビットを捕とらえている男以外は他に誰もいない。

　しばらく走ると、馬車はどこかの邸の裏口に入ったようだ。

　ラビットはすぐにそこがどこだかわかる。

　──ここ、メンフィス伯爵家じゃない……！

　刺繡を習うため、幼い頃から通い続けた邸を忘れるはずもなかった。

　ラビットが大人しくしていることを確かめると、男は拘こう束そくを解といた。

　少なくとも何かの事件に巻き込まれたとか、そういう事じ態たいではなさそうだと悟さとったラビットは男を問い詰める。

「いったいどういうつもりなの？」

　男が困ったように肩をすくめた。

「……実は坊ちゃんのご命令でして……」

「ジラート様の……？」

　応接間に案内された時、ラビットは我が目を疑うたがった。

「何、これ？」

　部屋にはところせましとドレスや宝飾品が置かれていた。白い箱には帽ぼう子しも入っている。

　どれも流行最先端のものばかりだ。机の上には、高価なネックレスやイヤリングがまぶしく輝いている。貴族の邸を行き来するラビットは、令嬢たちと接することで、流は行やりにもそれなりに詳しい。

　ラビットが目を丸くしていると、背後から人のやってくる気配がした。

「やあ」

　振り向くまでもなかった。声だけでそれが誰だかすぐにわかる。

「ジラート様！　何のつもりですか！」

「楽しかったかい？」

「悪戯にしては性た質ちが悪すぎです！」

「それは悪かったね。実は頼みたいことがあって呼んだんだ」

「こんな手の込んだ真似をして、わたしにいったい何の用事があるんですか？」

「うん。実はね、今夜我が家で開かい催さいされる夜会に一緒に出てもらいたいんだ」

　そういえば、メンフィス伯爵家からもらった招待状の日付は今日だったと思い出す。

「わたしがですか？　何の冗談です？」

「残念ながら冗談じゃない。おれのほうもせっぱつまっているんだ」

「どういうことですか？」

　すると、ジラートが世よにも恐ろしいものを見たような顔でラビットに告げた。

「……今夜の舞踏会はただの夜会じゃない。母上が選えりすぐりの女たちを連れて、おれに見合いをさせる気だ」

「は……？」

「そんな目にあわされるなんてまっぴらごめんだ！」

「……それとわたしと何の関係があるんでしょうか？」

　ジラートは強ごう引いんにラビットの肩を摑んだ。

「君に前に言ったよね。情報を提供する代わりに、おれの頼みをひとつ聞いてもらうって」

　ラビットはたじろいだ。

「た、確かにそんな約束を……しましたね……」

　冗談のつもりだと思っていたが、本気だったらしい。

「いったいわたしは何をすればいいんでしょうか？」

「君にしか頼めないことだ。……今夜だけぼくのパートナーになってくれ」

「は？」

　ラビットは言葉を失った。
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　ユーグは自分の置かれている現状がこの上もなく不満だった。

　自分はそもそも宮きゆう廷ていで淑女たちにちやほやされて過ごしてきたはずだ。

　それがどうだろう。

　現在、たった一人の少女にいいように振り回される生活に甘んじている。

　それはユーグが思い描いていた未来とは明らかに違っていた。

　だがそれでもほぼ毎日、少女はユーグの元へとやってきて、

「ユーグスト様、今度はどちらの夜会に参加されるのですか？」

　とか、

「ユーグスト様のお好きな食べ物はなんでしょうか」

　などと興味津々にユーグを見つめながら訊いてくる。

　──いや騙だまされるな。彼女は自分の情報を売ってお金を稼かせいでいるとんでもないじゃじゃ馬なんだ。

　そしてなんとも余計なお世話としか言いようがないが、ユーグの花嫁探しまでしてくれている。

　だが、ユーグはこの面倒な少女に片想いしていた。ユーグの恋は一方通行でしかない。

　それでも、あまたいる淑女の中でユーグにとって彼女は特別だった。

　気がつけば無意識に彼女を追いかけている自分がいた。

　これまで淑女たちに追われることはあっても、自分から追いかけることのなかったユーグは、完全に混こん乱らんしていた。

「こんな状況、間違ってる。おかしい……！」

　悶もん々もんと考え込んでいると、横から声をかけてくる淑女がいた。

「ユーグスト様、どうかなさったのですか？　眉み間けんに皺しわを寄せた難しい顔をなさっていますよ」

「失礼、考え事をしていました」

　ユーグは今夜、メンフィス伯爵家の夜会に参加していた。

　招待された女性の多さから、考えるまでもなく伯母のエミリーがジラートの花嫁選びをするつもりだとわかる。気の毒としか言いようがないが、メンフィス伯爵家の後継ぎ息子という立場上、避さけて通れないことだった。

　その時、またもユーグに声をかけてくる淑女が現れた。

「ユーグスト様、お会いできて光栄です」

　とある子爵家の令嬢に、ユーグはいつものようににこりとそつなく笑顔を返すと、目の前の少女がぽっと頰を染めた。

　──これだ！　普通はこうなのだ！

　少女の笑顔に、ユーグは雪ゆき解どけ水のように清せい涼りような癒いやしを覚えた。

　そう、いつもならユーグの笑顔ひとつで淑女たちを容よう易いに恋に落とすことができる。

　もしかしたら、自分はただ単にむきになってラビットを追いかけているだけなのかもしれないとも考えた。

　そんなユーグの横からさらなる声がかかる。

「あ、あのユーグスト様、もしよかったら今度わたくしと観かん劇げきに行きませんか？」

　令嬢の思わぬ申し出にユーグはたじろいだ。

　目の前の少女の顔をよく見るとなかなかに可愛らしい目鼻立ちをしている。

　ユーグはしばらく考え込むと、にこりと笑ってこう答えた。

「是非とも一緒に行きましょう」

　──そうだ。自分の立場なら選び放題なのだ。

　ラビットを好きになったのはきっと気の迷いだろう。あんな規き格かく外がいの少女を好きになるはずがない。新しい恋でもすれば彼女のことなどさっさと忘れるだろう。

　そう自分に言い聞かせ、その場で待ち合わせの日時を決めようとしたところで、急に会場がにぎやかになる。

　淑女たちが集まる輪の中心で、悲鳴まがいの声があがるのがわかった。

　どうやらジラートが姿を見せたらしい。

　ユーグを気にかけていた淑女たちまでが、ジラートを取り囲むように我われ先さきにと走っていく。やがてその中心にいた人物がユーグを見つけて軽く手を上げた。

　案あんの定じよう、ジラートだった。

「やあ、ユーグ、来てくれてありがとう」

　ユーグもジラートに向けて口を開こうとするが、硬こう直ちよくしたように動けなくなる。

　ジラートの隣に可憐な少女が立っていた。

　澄すんだ緑の瞳がユーグを見つめている。空の青を映したようなドレスに、上じよう気きした頰がほんのりと赤くなっている。

　背中を流れる赤みがかったその金髪の巻き毛は見間違えようもない……。

「ラ、ラビット!?　なんで君がここに……？」

　ラビットは心なしか不ふ機き嫌げんそうに見えた。

「おれがお願いしたんだよ。今夜付き合って欲しいってね」
















「へ？」

　ユーグは石で頭を殴られたような衝しよう撃げきを受けた。

　あれほどユーグのことは拒こばむくせに、なぜジラートならいいんだろうか。

　ふつふつと怒いかりが込み上げてくるが、ユーグに文もん句くを言う権けん利りはない。何しろラビットはユーグが御ぎよせる相手ではないし、身内でもなければ、恋人でもないからだ。

「ねえ、あの令嬢、どこかで見たことない？」

「……言われてみると、あるわ」

　周囲が騒ぎ始めた。

「あ、あの方、セイン王子の誕生日にユーグスト様と一緒にいた方じゃない？」

「いったいどういうご関係なのかしら……？　だってあの子、ユーグスト様と同どう禽きんしていたんでしょう？　そういう関係じゃないの？」

「それは噓うそだって話よ。ユーグスト様に限ってそんな……」

　令嬢たちの囁きを聞いたジラートはおかしそうに笑った。

「へえ、君はおれには冷たいけど、ユーグならいいのか」

「そういう問題ではありません！　これ以上、面倒なことに巻き込まないでください！」

　周囲の視線にさらされたラビットは我が慢まんの限界だったのか、ぴしゃりと言い放つ。

　すると騒ぎを聞きつけたエミリーが、夜会用のドレスをさばいてユーグたちのところへとやってくる。

「まあ、なんの騒ぎなの？」

　ここぞとばかりにジラートがラビットを母親に紹介しようとする。

　それをすかさずユーグが止めた。

「伯母上、彼女はシザーレン殿下の遠とお縁えんの娘です。田舎いなか暮らしが長かったせいで、礼れい儀ぎ作法にも疎うといので、こうして俺が付き添そってお世話をしているだけです」

　エミリーはじっとラビットのほうを見ると、ほうとため息をついた。

「まあ、美しいお嬢さんだこと。……あら、気のせいかしら。どこかで見覚えが……」

「母上、彼女こそおれが選んだ女性です。名前は……」

　ユーグは、ジラートがこの場でラビットの素性を明らかにするのを恐れた。

　知られたら、明日から多くの淑女に目の敵かたきにされるだろう。

　そうなればラビットは二度と社交界には出ないと言うに違いない。

　気がつくと身体が動いていた。ユーグは強引にラビットをジラートから奪い取ると、そのまま脱だつ兎とのごとく会場から抜け出した。




「まったくジラートの奴、何を考えているんだか！」

「ユ、ユーグスト様、いきなり何をするんですか！」

　ラビットが息を切らせながら文句を言ってくるが、ユーグは意いに介かいさなかった。

「君が、のこのここんな場所に来るからだ！」

「ユーグスト様には関係ないでしょう！」

「……っ！」

　痛いところをつかれてユーグは黙だまり込むが、キッと眉まゆ毛げを逆さか立だててラビットを厳しく叱しつ咤たした。

「これ以上あの場にいたら、ジラートの婚こん約やく者しや候補だと勘違いされるだけだぞ」

「だったらなんだって言うんですか？」

「君は勘違いされてもいいのか？」

「ありえません。……夜会に顔を出したのはたまたまですし、わたしみたいに地味な女がいたところでみなさんが考えているようなことにはなりえませんし」

　だが、吞のん気きに構えるラビットに対して、ユーグは落ち着かなかった。

　本人はまるで無自覚のようだが、見た目だけなら極上の美少女だ。誰かがちょっかいをかけるのではないかと気が気ではない。

「宮廷は君が考えているような甘っちょろい世界じゃないんだぞ！」

「そのくらいわかってます。わたしをいったい誰だと思っているんですか」

　ユーグは返答に窮きゆうした。確かにラビット以上に宮廷を知りつくしている少女もいないのではないのかと思う。何しろ情報屋としての貴族たち（主に女性限定だが）への影えい響きよう力りよくは絶ぜつ大だいだ。

「それより、早く戻らなくちゃ……」

　置き去りにしたジラートを気にしているのか、後ろをちらちらと見ている。

　すると、ジラートが夜会の会場を抜け出して、階段を下りてくるのに気づいた。

「ユーグスト、フローデル、どこにいるんだ？」

「ここに……」

　ユーグが答えようとした時だった。

　突然黒い人影が現れてジラートを取り囲んだ。五、六人はいる。

「君たちはいったい誰だ？　少なくとも友ゆう好こう的てきなお誘いではなさそうだな」

　度ど胸きようが据すわっているのか、怪あやしい奴やつらに囲まれても、ジラートは余よ裕ゆうの態度を崩くずそうとしなかった。

　そうこうしているうちに黒くろ装しよう束ぞくの一団が剣の柄つかでジラートを殴りつけ、昏こん倒とうさせる。

　ラビットが争いの場に飛び込もうとするのをユーグは遮さえぎった。背中から抱きすくめるようにして、おしゃべりな唇くちびるを手で押さえる。

「なにふるんでふかあ！」

　ラビットがじたばたと暴あばれた。

「……いいから黙って見てろ！　今飛び出しても残念ながらジラートは救えない。俺は今剣を持っていないからな」

　視線でユーグの腰のあたりを見たラビットは、確かにそこにいつもあるはずの剣が見当たらないのに気づいて大人しくなる。

「早く、急ぎなさい！」

　甲かん高だかい声が聞こえてくる。声がした方を見て、ユーグは息を吞んだ。

「あれは、確か、アンナ・シュハルツとかいう女じゃ……？」

　見覚えのある色気のない茶色のドレスに、眼鏡をかけたひっつめ髪がはっきりと見えた。なぜアンナがこんなところにいるのだろうか。

「ライアン、もう逃がさないわ。ずいぶん探しましたのよ。今夜、この邸の夜会に参加して正解だったわ。ようやくあなたを見つけることができたのだから！」

　アンナが気を失ったジラートを見下ろしながらほくそ笑んだ。

　黒装束の男たちは、ジラートを馬車へと運び込むと馬に鞭むちを振るう。またたく間に馬車は走り出した。

　ユーグはすぐさま厩きゆう舎しやに向かって動き出す。

　後を追いながらラビットが訊く。

「ユーグスト様、どうするおつもりですか？」

「馬で後を追う。君はここで大人しくしてろ！　無む茶ちやな真似はするなよ！」

「……わかりました。お帰りをお待ちしています」

　ユーグは厩舎をぐるりと見回して、パウエル公爵家の馬車を見つけた。二頭立ての馬車に飛び乗って、荷物置きに置いていた剣を取り上げ、馬に結ゆわえた綱つなを剣で切り鞍くらを載せると、そのまま颯爽と馬の背中に飛び乗る。

　しばらく走らせると一台の黒くろ塗ぬり馬車が遠くに見えてきた。

　よもや国外へと逃げるつもりだろうか。そんな勢いすら感じるほど加速して、街道へと続く道をひたすら馬車は走っていく。

「そうはさせない！」

　ユーグの馬はたちまち馬車へと追いつく。

　ユーグの登場に、御ぎよ者しや台だいに座っていた男が気づき、馬車の中へと何事かを告げた。

　馬車の窓が開き、黒ずくめの男たちがユーグを指差して何事か言い争っている。

　しばらくすると、窓の隙すき間まから黒い鉄の塊かたまりを突き出してきた。

　──銃じゆうだ！

　銃じゆう口こうが火を噴ふく。ユーグは身体を低くして直ちよく撃げきを避けた。

「待て！　ジラートを返せ！」

　またも銃声が響ひびき渡る。

　馬車に乗ったままでの攻こう撃げきなど、簡単には当たるまい。威い嚇かくだろう。

　それでも、ユーグは血が凍こおりそうになった。

　三度目の銃声が響く。

　だが銃弾の狙いはユーグではなく、馬のほうだった。銃弾の衝撃に驚いた馬が、棹さお立だちになって大きくいなないた。

「うわ！」

　衝撃でユーグは鞍から転げ落ちる。

　道の先を見やると、黒塗りの馬車はぐんと距きよ離りを開けて、ユーグからどんどん遠ざかっていった。

　馬をなだめて落ち着かせると、ユーグはいったん頭の中で状況を整理し、メンフィス伯爵家に戻ることにした。

　厩舎の前ではラビットが固唾かたずを飲んで待っていてくれた。

　しかしユーグは何も言わずに馬から降りると、邸に向けてつかつかと歩き出す。

　その後ろをラビットが追いかけてくる。

「ユーグスト様、どこに……？」

「セリア・ハワードを探す。彼女も今日の舞踏会に招待されているだろう？」

「なぜセリア様？」

「君はセリア・ハワード嬢からあの女を紹介されたんだろ？　彼女にアンナの情報を聞く」

「あ……」

　ラビットもようやくユーグの考えを読めたようだ。

「確かにセリア様なら、アンナ様のことご存ぞん知じかもしれませんね」

「ああ。彼女がどこの誰かわかれば、ジラートがどこに連れ去られたのか、わかるかもしれない。君はここにいたほうがいいだろう」

　ラビットを見た淑女たちが再び騒ぎ出すのを懸け念ねんして、ユーグはラビットを人ひと気けのない庭園に残らせることにした。

「待ってください、ユーグスト様」

　ラビットが後ろから声をかけてきた。

　どうせ一人で残されることが不満なのだろうと思ったが、違った。

　ラビットの手には一枚のハンカチが握にぎられていた。

「夜会の会場に、天下のパウエル公爵がそんななりでやってきたら、皆さまが驚きますよ」

　そう言って、ハンカチで夜会服の泥どろをはたき落としていく。落らく馬ばした時についたらしい。

「あ、ああ。ありがとう」

　ラビットの女らしい一面を目にして、ユーグは調子を狂くるわされた。

「あと、頰に泥がついています」

　そうしてハンカチを渡され、ユーグは戸と惑まどう。

　白いハンカチには、細かな刺繡がされていた。ユーグはその出で来き栄ばえに驚く。ミレニアと同等の腕前だ。ひょっとしてラビットが縫ぬったのだろうか。

「泥、ここですよ」

　ラビットが自分の頰を指差してユーグに教えてくれる。

　気がつくとハンカチは泥だらけになっていた。

「こ、これは、洗って返すから」

「大丈夫です。貧乏伯爵家でもハンカチの替えくらいありますから。さあ、早くセリア様に事情を聞いてきてください」

　ラビットの声に押されて、ユーグは急いで夜会の会場へと戻った。

　セリア・ハワードの姿はすぐに見つかった。今もパトリック・コーデルと向かい合って和なごやかに談だん笑しようしている。パウエル公爵家での出会いから、ようやく緊きん張ちようも解けたのか二人の顔には笑顔が浮かんでいた。

　ユーグストは慎しん重ちように横から声をかける。

「セリア嬢」

　突然ユーグに声をかけられて、セリアは何事かと顔を向ける。

「邪じや魔まをして悪いが、少し付き合ってほしい」

　ユーグのただならぬ様子に気づいたのだろう。パトリックは何も聞かずに了りよう承しようしてくれた。ユーグは強引にセリアの腕を摑むと、会場の端はしに寄った。

「あの、いったい、何の用ですの？」

　ためらうセリアにユーグは訊ねた。

「アンナ・シュハルツという女のことを知っているか？」

　知っているも何も、ラビットに彼女を紹介したのは、セリア自身だ。

「ええもちろん……。あの、それが何か……？」

　セリアは困こん惑わくとためらいの声で聞いてくる。

「あの女について知っていることを今すぐ教えてほしい」

「アンナ様の？」

「彼女は何者だ？」

「その、実はわたしも彼女のことを詳しく知らなくて……」

「どういうことだ？」

「彼女は親しん戚せきに紹介されただけで、しばらくお世話になるとしか知らされてなくて。わかっているのはアンナ・シュハルツという名とランディス王国の貴族ということくらいですわ」

「彼女は今どこにいる？」

　するとセリアが困惑したように首をかしげた。

「残念ですが、彼女はもうこの国にはいませんわ」

「どこに行ったか、わかるか？」

「……アンナ様は夕方、我が家を出て、ランディス王国にお帰りになりましたわ」
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　一方、一人取り残されたラビットは、ユーグストの帰りを今か今かと待っていた。

　そこへ、一人の貴婦人が姿を見せた。よく見るとエミリーだった。

「ジラート、ジラート。どこにいるの？」

　どうやら姿を消した息子を心配して探しに来たらしい。

　エントランスを抜けて階段を下り、ラビットがいる方へと近づいてくる。

「ジラート、どこに行ったの？」

　周囲を見回しながら歩いてくるエミリーは、すぐにラビットの姿に気がついた。

「まあ、あなたはジラートと一緒にいた……」

　ラビットを見つけて、目を丸くする。どうやらまだ目の前にいるのが誰か気づいていない様子だった。

「おば様、わたしです」

　親しげに言葉をかけられてエミリーは首をかしげるが、その声でようやく目の前にいるのが誰だかわかったようだ。弾はじかれたようにラビットに視線を向ける。

「あなた、もしかしてフローデル？」

「そうです、おば様」

「まあまあ、すっかり見違えちゃって。きれいよ、フローデル」

「ありがとうございます」

　ラビットはエミリーの前でおどけたようにドレスをつまんで礼をした。

　エミリーはころころと笑った。

「それにしても、若い子の成長というのは早いものね。あの小さかったフローデルがこんなにきれいになって」

「……ありがとうございます」

　褒ほめられても、おしゃれに関心のないラビットは居心地が悪くなるだけだった。

「ところであなた、ジラートを知らない？」

「え？」

　ラビットはぎくりとした。

　今この場でジラートが攫われたことを話すのは得とく策さくではないだろう。下へ手たに騒いではジラートの命に関わるかもしれない。ユーグストの帰りを待って、彼の口から説明してもらったほうがよさそうだ。

「ジ、ジラート様は……」

　ラビットは頭をフル回転させて答えた。

「その、ジラート様は今夜はユーグスト様とお酒を飲んで語り合うんだとおっしゃって、パウエル公爵家に行かれました」

　たちまちエミリーの顔が苦い物を飲み込んだように険けわしくなる。

「まあ、あの子ったら、パートナーのフローデルを置いていくなんて、とんでもないことをしでかしてくれたわね！」

「いえ、わたしがお勧すすめしたんです。アスタリアでの久しぶりの夜会で疲れておいでの様子だったので……。それにわたしももう帰るところだったので大丈夫です」

「もう帰ってしまうの？」

　エミリーが名残なごり惜おしそうに顔を曇くもらせる。

「はい。今夜はジラート様に特別に招待されただけですから」

「なんならわたしがあなたの相手をしてもいいのよ。話相手にでもなってくれたら嬉しいわ」

「お心遣いありがとうございます。ですが、わたしも慣れない夜会で足を痛めてしまったので、今日は失礼したいと思います」

「そう？　それなら仕方ないわね」

　エミリーは残念そうに肩を落とした。

「また今度、是非我が家の夜会に参加してちょうだいね」

「……はい」

　エミリーはそれだけ言うとようやくラビットを解かい放ほうし、パーティー会場へと戻っていった。
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「それで、ユーグはランディス王国に行くつもりなの？」

「はい……。急いでジラートを探さないと」

　ユーグは王太子シザーレンの部屋にいた。

　シザーレンは銀の髪を少女のように揺ゆらし、菫すみれ色いろの瞳を興味深そうに輝かせている。

「君はジラートがどこにいるのかわかっているの？」

「ジラートを攫ったのはランディス王国の貴族です。アンナ・シュハルツをラビットに紹介したセリア・ハワードも、そう言っていました。だとすると考えられることはひとつです」

「というと？」

　ユーグは拳こぶしを震ふるわせて言った。

「……どうせ、女性問題でもめて、ランディスから逃げ出したところを、しつこい女に見つかって捕まったのでしょう」

「……ありゃりゃ」

　シザーレンがおかしそうに笑っている。

「笑いごとではありません、殿下！」

「ごめん、ごめん。──それにしても、ユーグの周囲は騒動が絶たえないね」

　まるでユーグがすべての騒動の元げん凶きようだというような言い方にかちんときた。

「俺のせいじゃありません！　……それで、ランディス王国を訪問する許可はいただけますか？」

　するとシザーレンの顔が引き締まり、王太子の表情に変わった。

「かまわない。父上から許可はとってある」

　そう言って、シザーレンは一通の書状を取り出してユーグに見せた。

「明日から二週間、パウエル公爵は王太子シザーレンの命令でランディス王国を表ひよう敬けい訪問することになっている」

「……ありがとうございます」

　書状を受け取りながら、ユーグは頭を下げた。

　これさえあれば、ランディス王宮に堂どう々どうと出入りできるし、ジラートの行方ゆくえを探すこともできるだろう。

「パウエル公爵は相変わらず大忙しだね」

「だから茶ちや化かさないでください！」

「ユーグがしばらくいないのは寂しいけど、気をつけて行っておいでね」




　ユーグが宮廷から帰宅すると、玄関先でミレニアが兄の帰りを今か今かと待っていた。

「お兄様、ジラートのこと、何かわかりまして？」

　ユーグは無む念ねんそうに首をふった。

「いや、残念ながら、手掛かりはほとんどない。だが、シザーレン殿下にランディス王国を訪問する許可を得た。明日から二週間、ランディスに行ってくる」

「そう。それならフローデルも連れて行ったほうがいいわ」

「ラビットを？　なぜだ？」

「だって、フローデルなら情報屋としての特とく殊しゆな情報網で、ジラートを見つけてくれるかもしれないじゃない」

「駄目だ。彼女を危険な目にあわせることはできない」

「あら、本当にいいの？」

「なんだ、その思わせぶりな言動は？」

「昨夜の夜会で、伯母様、ジラートが連れていた女性が誰なのか気がついたみたいなの。さっき伯母様の家から使いが見えて、手紙には今度フローデルを連れて遊びにきなさいって書かれていたわ。ずいぶんな浮かれようを見る限り、ジラートの花嫁候補にフローデルをと考えているのは間違いないわ」

「まさか！　あんな跳はねっ返りを？　何の冗談だ!?」

「だって、黙っていればフローデルは十分美しい淑女ですもの」

「見た目がよければいいのか!?　伯母上は自分の刺繡教室で彼女のじゃじゃ馬ぶりをさんざん見てきたのに、どうしていまさら息子の花嫁にしようという発想が生まれるんだ？」

「それは子供の頃の話でしょう？　それに本音を言えば、伯母様は焦あせっているのよ。……ジラートがまたアスタリアから逃げ出さないかをね」

「……だが、それはラビットが決めることであって、俺は別に……」

　するとミレニアが真しん剣けんな眼まな差ざしでユーグを見み据すえた。

「本当に、そうなってもよろしいの？　お兄様がどうでもいいのなら、わたくしはフローデルとジラートの結婚に賛さん成せいよ」

「待て。だってジラートだぞ？」

「わたくしだって、いつまでもフローデルがさびれたお邸で不用心に暮らすことを見過ごすことなどできませんわ。それに家は貧乏でも、彼女はもうすぐ王太子妃の友人という立場を得ます。お金はなくとも求きゆう婚こん者しやは必ず現れるでしょうね」

「お前、そんなことを考えていたのか」

「当然ですわ」

「……ラビットが知ったら怒おこるぞ」

「もちろん、いつかは知られるでしょう。でも、それでもかまいません。別にフローデルのためなら誰だってかまわないわけじゃないのですから。これぞと思った人は、重い腰を上げる気がないようですし……。それにジラートなら安心ですわ。幼い頃からの顔見知りですし、伯母様もフローデルのことは可愛がってくれていましたし、申し分のない縁組ができますわ」

　ミレニアの言う、これぞと思ったけど重い腰を上げる気がない人とは、間違いなくユーグのことだろう。

　背中を冷や汗が流れ落ちていく。彼女が誰かと結婚することなど、これまで想像もしていなかった。あんな変わり者の少女を嫁にと望む男が現れる日なんて、永遠にこないだろうとすら思っていたのだ。

　だが、ジラートならどうだろう。確かに、伯母のエミリーなら考えそうなことだ。

　ジラートを引きとめるために手段を選んでいる場合ではない時に、花嫁候補にふさわしい少女が現れたら、どんな方法を取っても縁談をまとめようとするかもしれない。

　先日のメンフィス伯爵家の夜会で、ジラートとラビットの二人が並んで歩いていた姿が目に浮かぶ。ジラートの隣に立っても見み劣おとりしない美しさに目眩めまいがした。

　ユーグは嫌な妄もう想そうを振り払うように頭をふった。

「さあ、お兄様、どうなさいますか？」

　ミレニアの口調は穏おだやかだが、その目が「いい加減に腹を決めろ」と脅おどしてくる。

「ああ、もう、わかったよ！　降こう参さんだ。ラビットを一緒に連れてランディスに行く。これで十分だろ？」

　するとミレニアが、今までに見たことのないような恐ろしげな顔でこう告げた。

「……一緒に連れていくだけで満足するなんて思わないでくださいね。従者がいるとはいえ年頃の男女が二人きりで旅行に出かけるのだから、パウエル公爵として最後まで責任を取るつもりでお出かけあそばせ。ジラートが攫われた件については、伯母様にはわたくしのほうからうまくごまかしておきますから」

　そのあまりの剣けん幕まくに押されるようにして、ユーグはたじろぎつつも頷いたのだった。
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　翌よく日じつ、日が昇る前にユーグは起き出して着替えを済ませた。

　呼び鈴を鳴らすと侍女が姿を見せ、ユーグのために洗顔用の水を準備する。

　昨夜のことを思い出して、ユーグは腹が立った。

「まったく、ミレニアの奴、いつの間にあんな腹黒くなったんだ？　昔は、お兄様、お兄様って、どこに行くにもついて回って、可愛らしかったのに」

　一人で毒どくづきながら、ユーグは顔を洗い、侍女が差し出してくる布で顔を拭いた。

「ミレニアと兄きよう妹だい喧嘩でもなさったのですか？」

「喧嘩ならまだ可愛い方だ。あいつめ、シザーレン殿下と婚約してから、前よりいっそう扱あつかいにくくなったぞ。兄の俺をやりこめるなんて」

　くすりと侍女が笑った。

「そんなことを言いながらも、やっぱりお二人は仲の良いご兄妹なんですね。あまり嫌そうには見えませんわ」

　──そう見えるのは、この旅に彼女がついてくるからで……。

　顔を拭いた布を侍女にわたした時だった。

　なんと目の前にラビット本人がいた。

「うわ！　ラビット、いつからそこにいるんだ？」

「やだ、ユーグスト様、気がついていなかったんですか？　ご挨あい拶さつをしようと思って侍女の代わりに水を運んできたの、わたしですよ」

「だったらすぐに名乗れ！　いきなり現れたら心臓に悪いだろうが！」

「だって声をかけようとしたら、ユーグスト様の愚ぐ痴ちが始まったので、つい、お声をかけそびれてしまって……」

「ぐ……」

　ユーグは恥ずかしさのあまりたちまち顔を真っ赤にして、ラビットに背中を向けた。

「その、君にも迷惑をかけるな。こんな旅に付き合わせてしまうなんてな」

「お詫わびはいりません。そもそもアンナ様を紹介したのはわたしですから、無関係ではありませんし。それに正直なところ、どこかに逃げ出したい気分でいっぱいでしたから」

　ラビットが弱り切った様子でため息をついた。

「何かあったのか？」

「たいしたことではないんです。ただ、ちょっとおば様が……」

　昨夜、ミレニアに言われたことを思い出して、ユーグは思わずラビットを振り返った。

「伯母上から、何か言われたのか？」

「実は、刺繡の会に参加しないかとか、今度ジラート様のパートナーとして舞踏会に出席しないかとかいろいろ言われて……。誘いをお断ことわりするためにも、旅行に行くことになったというのは、いい口こう実じつになりました」

　ユーグは前から思っていた疑問を口にした。

「そういえば前にミレニアが言っていた。君は騒がしい場所が苦手だから、婚約したら君と会う時間がなくなって寂しいと……。だが、正直そんな殊しゆ勝しような性格には見えないが？」

「殊勝な性格に見えなくて悪うございましたね。……ただ単に表舞台が苦手なだけです。生まれてからずっとこの環境で育ったユーグスト様にはわからないでしょうけどね」

「俺だって好き好んで家を継いだわけじゃない。迷いとか苦く悩のうもいろいろあるさ。君には気楽に見えるだろうが、俺だってできることならその気もないのに淑女たちとダンスを踊りたくなんかない」

　そう語るユーグをラビットが猜さい疑ぎの目で見つめる。

「本当にそうなんですか？」

「君はなんだって俺に対する評価がそんなに低いんだ！　女好きとか妙みような性せい癖へきがあるとか、いい加減その誤った解かい釈しやくを正せと言っている」

　そんなユーグを見て、ラビットはくすりと笑った。

「あら、もちろん知っていますよ。ユーグスト様が思ったよりはいい方かは」

「何が思ったよりはいい方か、だ！」

「だって、シザーレン王子のために一生懸命だったり、ミレニアのために心を砕くだいたり、今はこうしてジラート様を救うためにランディス王国に行こうとまでしてるじゃないですか」

「ふん」

　思いもかけないラビットの言葉に、ユーグの頰に朱が散った。

「──そんなことより」

　ラビットが洗面用具を手に取って外へと運ぼうとする。

「早く準備を済ませないと、夜が明けてしまいますよ、ユーグスト様」

　窓の外から鳥の鳴き声が聞こえてくる。ラビットの言う通り、夜明けはすぐそこだ。

「わかった。君も旅の支度が済んだら下で待っていてくれ」

「わかりました」

　それだけ言うと、ラビットはユーグの部屋を後にした。
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　アスタリアからランディス王国の首都カザエまでは馬車で一日半の距離にある。

　ランディス王国に向かうために馬車で北の街道を進むユーグとラビットは、旅の途中の村で宿を取ることにした。

　ところが馬車が宿泊地に着くと、村は多くの人で溢れていた。

「やけに人が多いな。何かあるのか？」

　ユーグは首をかしげつつも、村に一軒しかない宿屋に入った。

「いらっしゃいませ、お客様」

　宿の主人が愛あい想そよく出迎える。

「主人、部屋は空いているか？」

「はい、ひと部屋でしょうか？」

「い、いや二部屋で」

「ああ、お客様、運がよろしゅうございました！　ちょうどそれで満室になったところです」

　一瞬ユーグは、ほっとしたような残念なような心地になった。

「ところで、今日は村で何かあるのか？　やけに騒がしいが……」

　宿の主人がああと笑った。

「星祭りですよ。星神様に願い事を言えば叶かなうと言われている、年に一度のお祭りなんです」

「それで人が多かったのか」

　するとラビットが瞳を輝かせてはしゃいだ声をあげた。

「素敵！　ユーグスト様、わたしたちも参加しませんか」

「何言ってるんだ。ジラートのこともあるのに、吞気に祭りに参加している場合か」

「だって、願いが叶うと言われているんでしょう？　だったら、ジラート様が見つかりますようにとお願いしてみましょう。せっかくお祭りの日にこの村に来れたんですから、楽しみましょうよ」

「君は騒がしい場所が苦手だったんじゃないのか？」

「それは宮廷や舞踏会の話です。こういう村なら、人ひと目めを気にしないでいられるでしょう？　お祭りを見て回るだけでもわくわくするじゃないですか」

　──要するに自分が楽しみたいんだな……。

　ユーグはあきれたが、ラビットと二人で祭りに参加するという誘ゆう惑わくに負けて、その夜を楽しむことにした。

　日が暮れるとユーグたちは、宿を出て村を歩く。

「わあ、素敵」

　村の中は、様々な飾りで溢れていた。

　星を象かたどった銀の飾りが木々に巻きつけられ、ところどころに置かれた篝かがり火びに照らされてきらきらと輝いている。村の中央にある大きな木の一番上には、月を模もした大きな金色の装飾品が飾られていた。

　あちこちに屋台が立ち並び、肉の炙あぶり焼きや焼き菓子を売っている。香こうばしい匂いにつられて、ユーグは腹を満たすために肉の炙り焼きを購入した。ラビットには糖とう蜜みつをまぶした焼き菓子を買ってやる。

「ほら、食べろよ」

　するとラビットがうろたえた。

「え、でも……」

　そういえば以前ラビットが施ほどこしはいらないと言っていた言葉を思い出す。

「俺の前で食い逃げまでしたのに、今さらじゃないか？」

「あ、あれは……」

「これはジラート救出の前払いってことにしておくよ。せっかく買ったのに、焼き菓子がもったいないだろう。それに俺だけ食っても楽しくないだろうが」

「……ありがとうございます」

　ユーグの言い訳なのか優しさなのかわからないひと言を聞きながら、ラビットは嬉しそうに笑って焼き菓子を受け取ると、美お味いしそうに頰ほお張ばった。

　村の奥まで歩いて行くと軽けい快かいなメロディが聞こえてくる。

　この日のために雇やとわれたのだろう。ヴァイオリンにハープ、バグパイプを手にした楽団が陽気な音色を奏かなでている。大きな木の下では、年頃の男女が手に手を取り合って踊っていた。

　隣で、一人の青年が着飾った少女を踊りに誘っている。

　まるで忠ちゆう実じつな騎き士しのように跪ひざまずき、少女の前に手を差し出した。

　少女ははにかむように笑いながら、その手を取って踊りの輪に加わっていく。

　ラビットは瞳を輝かせてその光景に見入っていた。

　やがて別の青年が現れて、今度はラビットの前に立った。

「踊っていただけますか、お嬢さん」

「え、わたし？」

「もちろんです。美しいお嬢さん」

　ラビットが戸惑いながらもその手を取ろうとした時だった。

　ユーグが横からラビットの手を摑み、強引にその場から連れ去っていく。

「ちょっと、ユーグスト様!?　何するんですか！」

「何って……」

　ラビットの怒りの声にユーグは我に返った。

　──何をやっているんだ、俺は……。

　ラビットは、恨うらみがましい目でユーグを睨んでいる。

「……悪かった。もしかして今の男と踊りたかったのか？」

「べ、別にそういうわけでは……いいじゃないですか！　ちょっとくらいお祭りの雰囲気を楽しんだって」

「君にも女らしい一面があったんだな」

「なっ！　これでもわたしも女の子ですから！」

　ラビットは毛を逆立てた猫ねこのようにユーグを威嚇している。

　ユーグは、ラビットから視線を逸そらしながら、ぼそりと言った。

「……踊りたいなら、俺がいるだろうが」

「……え？」

「ほら、行くぞ」

　ユーグはラビットの手を取って、踊りの輪に飛び込んだ。見よう見まねで踊りのステップを踏んでいく。最初はユーグの様子に戸惑っていたラビットも、徐じよ々じよに踊りの輪に溶け込んでいった。ユーグを見上げ、楽しそうに笑っている。

　ユーグは思いがけないラビットの笑顔にどきりとした。そして、この時間が永遠に続けばいいのにと思わずにはいられなかった。

　やがて音楽が途と切ぎれた時、ユーグは名残惜しそうにラビットの手を放す。

「ユーグスト様は、星神様に何を願われたのですか？」

「俺か？」

　飾りつけのされた、村で一番大きな木の下でラビットが訊いてきた。

「やっぱりジラート様の身の安全ですか？」

「いや、そもそもあいつが捕まったのは自じ業ごう自じ得とくだ。せっかくの祭りであいつの安全など祈いのってやるものか。……そういう君は何を願ったんだ」

「それはもちろん、ユーグスト様に早く素敵な花嫁が見つかりますようにって」

　ユーグはがっかりした。

　恋する相手の口から最もつとも聞きたくない台詞せりふに、ユーグは激はげしく落ち込んだ。

　興味のないふりをしながら、それでも心の奥では、密ひそかに祈っていた。




　──いつの日か彼女が自分に振り向いてくれますように、と。
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　ランディス王国は、アスタリアの北東に位置する芸術の国である。

　芸術の世界的中心地としてその名を馳はせ、多くの民にその門もん戸こを開いている。

　ランディスを支配するのは、誇ほこり高き女王。彼女はその美び貌ぼうを武器に外交をこなし、後こう継けい者しやとなる長女のアリサ姫を含め、七人の子供を有ゆう能のうな外交官として教育している女じよ傑けつとの噂うわさである。

　馬車を走らせて二日目、ユーグはようやくランディス王国の首都へと到とう着ちやくした。

　ユーグはシザーレンからもらった書状を手に、ランディス王宮の門をくぐる。

　謁えつ見けんの間では、玉ぎよく座ざに座った女王が物もの憂うげにユーグを見つめていた。

「パウエル公こう爵しやくの名は、我わがランディス王国にも轟とどろいています。よくぞこられた、そなたの来らい訪ほうを歓かん迎げいします」

　凜りんとして美しい女王の威い容ようは、ユーグでさえ圧あつ倒とうされるものがあった。

　謁見を終えるとユーグは用意された部屋へと案内される。

　ラビットはユーグの世話をする侍じ女じよとして、すでに隣となりに部屋を与えられていた。

　これはシザーレンの指示だった。

「仕事に女の子を連れていくなんて聞いたことないよ。連れていくならラビットちゃんは君専用の侍女か女じよ官かんということにしなよ。そうでないと許可はできない」

　そこでユーグはラビットのためにランディス王家の侍女のお仕着せを一着用意したのだった。ラビットに着替えを手渡すと、彼女は喜んでお仕着せに身を包つつんだ。

「ユーグスト様、お帰りなさい」

　女王との謁見から戻ったユーグの前に、侍女に変へん装そうしたラビットがひょっこりと笑顔で顔を出す。ユーグはその愛らしい仕草と表情に思わず言葉に詰まった。
















「この格かつ好こう、変ですか？」

「変とかそういうことを言ってるんじゃない！　なぜ君はこんな時までそんなに楽しそうなんだ!?」

「いいじゃないですか。ランディス王国にいる間、わたしはユーグスト様専用の侍女ですよ」

　ユーグは顔を真っ赤にしてたじろいだ。

「君はランディスでいったい何をする気だ？」

「何って、もちろんジラート様の捜そう索さくですけど」

　ユーグは、このとんでもなく行動力のある少女が何をしでかすか不安で仕方なかった。

「言っておくが、無む茶ちやな真ま似ねはするなよ」

「もちろんわかっています。あ、ユーグスト様にお茶をお持ちしますね」

　ラビットは朗ほがらかな顔で、部屋から出て行った。







　だがラビットは、ユーグストの忠告をほとんど聞いていなかった。

　芸術の国ランディスの王宮は、アスタリア王国とはまた違った魅み力りよくに溢あふれている。いたるところに美び麗れいな絵画や置物が置かれ、見ていて飽きることがない。ついつい自分の役割を忘れて、見入ってしまう。

「どれもこれも高そう！　売ったらいくらくらいするのかしら？」

　情報屋としての性さがか、珍めずらしい品々を目にしてついつい足を止める。

　ラビットが金の蒔まき絵えが施ほどこされた美しい皿に触ふれそうになった時だった。

「あなた、そこで何をしているの？」

　声をかけてきたのは、女官のお仕着せに身を包んだ少女だった。

「あ……！」

　ラビットが驚おどろいた拍ひよう子しに手が触れ、皿はあっけなく床に落ちて割れてしまう。

　ラビットは真っ青になった。

「……安心しなさい。これは全部イミテーションよ」

「え？」

「こんな高価な品を、誰に壊こわされるかわからない場所に置いておくわけがないでしょう？　本物は宝ほう物もつ庫こよ。あなたが割った皿はたいしたものじゃないわ……あら？　あなた、初めて見る顔ね、新人？」

「は、はい。新人というか、今日、アスタリアから来たパウエル公爵様のお世話係です」

　少女は物珍しげに、ラビットを上から下まで眺ながめると、こう言った。

「へえ、あの噂の公爵様のね。それで、公爵様の侍女がなんでこんなところをうろついているのかしら？」

「あ、はい。その、お茶の準備をしたくて……」

「ああ、厨ちゆう房ぼうを探しているのね。来なさい、道を教えてあげるから」

「ありがとうございます」

　厨房への道を歩きながら、少女は面白がるように口を開いた。

「アスタリアのパウエル公爵様って、すっごいかっこいいんだってね。どんな感じ？」

「そ、そうですね、アスタリア一の貴き公こう子しですが、意外に純じゆん粋すいで間ま抜ぬけなところもありますよ」

「へえ。パウエル公爵の歩いた後には薔ば薇らが咲き乱れ、淑しゆく女じよたちは気き絶ぜつするって聞いたけど、本当なの？」

　──なにその怪かい物ぶつじみた設定は……。

「いえ、薔薇が咲いたりはしませんし、薔薇を背せ負おって立つほど似合うわけではないと思いますけど。まあ確かに、見み栄ばえはいいですし、優しいところもありますし、人気の理由もそれなりに納なつ得とくできないこともありませんが……」

　言いながらふと星祭りの時にユーグストが自分のために焼き菓子を買ってくれたり、一緒に踊った姿を思い出す。

　ラビットは胸がドキッと跳はねるのを感じた。

　──あれ、なんだろう。心臓の病やまいかしら？

　ユーグストのことを語る時、最近なぜだか心臓の動きが速くなる。

　ラビットは気のせいだと迫せまりくる判はん別べつ不可能な感情を振り払った。

「えっとそれから……」

「ほら、ここよ」

　少女が言った。

　顔をあげると目の前には厨房があった。少女が調理場をひょいと覗き込んで口を開く。

「この子、今日来たお客様の侍女だってさ。仲良くしてやってね」

　たちまち厨房で働く者たちの視線がラビットに集中した。

「ああ、よろしくね」

　じゃがいもの皮むきに忙しい女性がでっぷりとした腹を揺ゆすりながら、朗らかに返事をする。

「あと、こっちにはいつものお食事、お願いね」

「ああ、もうできているよ」

「それ、どなたのお食事ですか？」

　ラビットが尋たずねると少女がちょっと困った顔になった。

「あ、これは特別なお客様の分なの。あなたには関係ないわ」

「そうですか。……ここまで案内してくれてありがとうございます」

「気にしないで」

　少女はにっこり微笑ほほえむと、一人分の食事を手にして足早に厨房から去っていった。

「あんたは、イリスの知り合いかい？」

　どうやらさきほどの少女はイリスという名らしい。

「いえ、途と中ちゆうで道に迷っていたところをここまで案内してくれたんです」

　厨房で大おお鍋なべをかき混ぜている年配の女性が片手を腰にあてて、やれやれと息を吐はいた。

「あの子も大変だよね。よりによってあの姫様付きの女官になんかさせられてさ。新入りの世話をしている場合じゃないだろうに」

「ああ、まったくだ。癇かん癪しやく持ちで、ついでに鼻持ちならない姫様のお相手じゃ、気が休まらないだろうね」

　ラビットが首をかしげた。

「お姫様って、どなたのことですか？」

「ああ、この国の第一王女アリサ姫のことさ。お前さんは今日来たばかりで知らないだろうがね、これだけは忠告しておくよ。アリサ姫には近づいちゃだめだよ」

「どうしてですか？」

「実はね、アリサ姫には秘密の恋人がいたのさ。まあ、秘密といっても、みんな知ってるけどね。ちょっと前にアリサ姫はその男に逃げられちゃってね。それから、もう誰彼かまわず当たり散らしてさ。とうとう女王陛へい下か自みずから諫いさめに来たほどさ」

「あの、アリサ姫の恋人っていったいどんな人なんですか……」

　すると女性が同情した様子でため息をついた。

「これがまたろくでもない男でさ。どこかの貴族だって触れ込みだけど怪あやしいもんさ。絵描きを目指しているらしいが、とんでもないひも男でね。アリサ姫に気に入られているのをいいことに、恋人きどりでやりたい放題なんだよ」

「あら？　わたしの聞いた話によると、相手の男は没ぼつ落らく貴族の三さん男なん坊ぼうで、お金目当てに近づいて、ランディス王宮を乗っ取ろうとしているとか」

「そんなこと、あの女王陛下が許すわけないだろうが。……陛下もわかっているのさ。恋に夢中な間は、止められるものじゃない。アリサ姫が正気に戻られるのを待っているんだよ。手痛い失恋も、勉強だって思っていらっしゃるのさ」

「何事も経験だっておっしゃる気持ちもわからなくないけど、うちの娘も放ほう任にん主しゆ義ぎに徹てつした結果、くずみたいな男を捕つかまえて、苦労の連続さ。まったく、これだから男は……」

　いっせいに愚ぐ痴ち合戦が始まった。

　ラビットも調子を合わせながら、女たちの噂話をひと言も聞き漏もらすまいと真しん摯しに耳を傾かたむける。聞き役に徹しながら、ある結論を得ようとした。

　──画家崩くずれのアリサ姫のお相手って……、もしかしてジラート様なんじゃ……？

　ようやくお茶の準備を終えたラビットは、お礼を言って、いそいそとユーグストが待つ部屋へと戻った。




　ユーグはラビットが戻ってくるのがあまりにも遅いので、部屋を出たり入ったりそわそわしていた。懐かい中ちゆう時計を取り出しては、ため息をついている。やがて銀の盆ぼんを手に持ち、危なげなく廊ろう下かを歩いてくる少女を見つけると、ほっと肩の荷が降りるのを感じた。

「ラビット、遅かったな」

「……ユーグスト様、ご心配おかけして申し訳ありません。道に迷ってしまって……」

「いや、別に心配していたわけじゃない。ただ、慣れない王宮で君が何か事じ故こに巻き込まれているんじゃないかと思って」

　そういうのを心配というのだが、ユーグはまったく気づいていないようだ。

　ラビットがポットに準備した紅茶をカップに注そそぎながら、興こう奮ふんした様子で今しがた得た情報を矢や継つぎ早ばやにしゃべりだす。

「ユーグスト様、わたしすごいことを発見したんです！」

　ラビットが厨房で聞いたというランディスの姫のことをしゃべりだした。

　聞きながら、ユーグは顔をしかめる。

「待て。いろいろ辻つじ褄つまが合わなくないか？」

「？　どうしてですか？」

「ジラートが、アリサ姫のお相手だと言いたいのだろう？　君はまだジラートと知り合って日も浅いから妙みような誤ご解かいをしてしまうのかもしれんが、ジラートは誰かの……たとえ相手が王女であっても、恋人きどりするほど女に不自由していないし、ランディス王宮を乗っ取ってしまうような気力など持ちあわせていない。メンフィス伯はく爵しやくの地位につくことすら面めん倒どう臭くさがっているのに、わざわざ王女に近づいたりもしないよ」

「でも、少なくともアリサ姫とジラート様はお知り合いに違いないですわ」

「どこにそんな証しよう拠こがある？」

　そこで、ラビットは一度自分の部屋に戻り、ジラートがパウエル公爵家に来た時にくれた重みのある雑誌を持ってきてユーグに見せた。月げつ刊かん淑女の見開きのページを広げ、そこに描かれたアリサの姿にユーグは息を吞のむ。崇すう高こうなまでの美しさに息が止まりそうになった。

　ラビットは今月のアリサ姫と描かれたページとイニシャルを指差す。

「この雑誌は、ジラート様にいただいたものです。Ｒ・Ｋはライアン・カドリス。間違いなくジラート様のペンネームだと思います。どたばたしてすっかりお伝えし忘れていましたが、ジラート様にもいちおう聞きました。はぐらかされてしまいましたけど」

「これをジラートが描いたのか？」

「だと思います。とても素敵な絵だと思いませんか？　初めて見た時、わたしすぐにこの絵に引き込まれましたもの。並なみの腕前では描けませんわ。ジラート様は素す晴ばらしい画家なんですね」

「確かに絵の腕前がすごいのは認める。ライアン・カドリスがジラートということは、アンナ・シュハルツとかいう女は、アリサ姫の命令でジラートを探していたということか？」

「わたしはそうだと思います」

　ユーグはようやく納得がいった。

「……なるほどな。あいつ、やっぱり女でもめごとを起こしてアスタリアに帰国したんだな！」

「わたしの推すい測そくが正しければ、ジラート様はアリサ姫に捕とらわれているのではないでしょうか」

　ユーグは深々とため息をついた。

「あいつ、だからアスタリアに戻っても、真まっ直すぐメンフィス伯爵家に帰ろうとしなかったんだな。万が一自分を探しに誰かがやってくるとも限らない自宅には戻れなかったということか。……しかし面倒なことになったな。相手が王女となると正面から訪問して、ジラートを返せと言っても聞かないだろうし。誘ゆう拐かいしてまで連れ戻したほどだ。アリサ姫は、よほどジラートに心しん酔すいしているに違いない……。命の危険がなさそうなのがせめてもの救いだが」

「それなら、ユーグスト様。わたしに考えがありますわ」
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　その日の朝、アリサに仕つかえる女官のイリスは、しっかり者という彼女にはふさわしくないほどおろおろとしていた。

「どうしよう、困ったわ……」

　そこへ、廊下の反対側から昨日知り合った少女がやってくる。

「おはようございます。昨日はお世話になりました」

「あらおはよう……ええっとごめんなさい。名前聞いてなかったわね」

「ラビット・ファーです」

「そう、ラビット。変わった名前ね、覚えておくわ。わたしのことはイリスと呼んでちょうだい」

　だが目の前の少女の名前がわかっても、イリスの悩みは解決しなかった。

　深々とため息をつくイリスにラビットが尋ねてくる。

「イリスさん、どうかなさったんですか？」

「いえ、なんでもないのよ。あなたは気にしないで」

「なんでもないって感じの顔ではないですよ」

「ああ、ラビット。あなたに話しても仕方ないんだけどね。実は今朝、何者かによって厩きゆう舎しやにいる馬の手た綱づなが切られてしまったの。馬たちが逃げ出して、侍女や女官たちまで馬を捕まえるために奔ほん走そうしているわ。おかげで朝の買い出しにも行けなくて、アリサ姫の朝食の準備が遅れて困っているの」

「アリサ姫に事情を話せばわかってくださるのではないでしょうか？」

「そうね、確かに事情を話せば文もん句くは言われないでしょうね……。でもここだけの話、姫様はたいそうな癇癪持ちでね。その日着る予定のドレスの着心地や、淹いれたお茶の温度が違うだけでたちまち不ふ機き嫌げんになって、仕える者たちにあたり散らしてしまうのよ。だからなるべく同じ侍女の手で着替えをするし、お茶はわたしが必ず淹れているくらいなの」

「……そんなに人ひと手でが足りないんですか？」

「ええ。おかげで休日返上で働く羽は目めになっている者もいるわ。それでも人が足りないの。もうすぐ朝食の時間だっていうのに困ったわ」

「……それなら、わたしがお手伝いしましょうか？」

「申し出はありがたいけど、あなたはパウエル公爵様が連れてきた侍女でしょう？　手伝ってもらうわけにはいかないわ」

「でも人手が足りないんですよね？　幸い、パウエル公爵は朝食を済ませると、昼食まで侍女のわたしは何もすることがないんです。公爵はお手のかからない方で、着替えなんかも一人でさっさと済ませてしまうんで、むしろやることがなくて困っているくらいなんですよ」

　イリスは渡りに船とぱっと顔を輝かがやかせた。

「本当にいいの、お願いして……？」

「ええ。もちろんです！」

　こうして上う手まい具合に潜もぐり込むことに成功したラビットは、イリスによってアリサと引きあわされることになった。

「本日、急な雑ざつ務むが発生しまして人手が足りなくなりました。本日だけですが、臨りん時じでアリサ様のお世話係をさせていただく者をご紹介いたします。ラビットです」

　アリサが爪つめの手入れをしながら鷹おう揚ように顔をあげた。

「そう。しっかりおやりなさい」

　本物のアリサは、雑誌で見るより何倍も美しかった。苛か烈れつな金の瞳ひとみに燃えるような赤い髪。肌は真しん珠じゆのようにすべすべしていて、触れるのがためらわれるくらい気品に満ち溢れていた。

　ジラートが雑誌に描いた雰ふん囲い気きそのままの次期女王にふさわしい、そして女性にとって自由の国ランディスの象しよう徴ちようとなるに恥はじない威容だった。

「初めまして、アリサ姫、ラビットと申します」

　挨あい拶さつをした瞬間、猛もう禽きん類るいを思わせる強きよう烈れつな瞳がラビットを捕らえるが、すぐに離れていった。ラビットは思わずぞっとして背せ筋すじを震ふるわせた。

　──噂通り、アリサ姫ってすごく怖い……。

　なぜイリスが、あれほどアリサを不機嫌にさせることに怯おびえていたのかわかる。平へい素そでこの対応なのだ。怒おこらせたらと思うと気が気ではなかった。

「では、アリサ姫。もうすぐ朝食の支し度たくができます。お召めし替えを」

　アリサは何も言わずに爪を磨みがいていたヤスリを机つくえの上に置き、そっと立ち上がった。

　ラビットはアリサのために用意された服を取り上げて左右に広げた。極上の手触りの最高級の絹きぬに、宝石が縫ぬわれている。

　恐きよう々きようと着替えを済ませると、アリサは朝ちよう餐さんを取るために隣の部屋へと移動した。

　いつもの時間より食事が遅れたせいだろうか。不機嫌そうに見えた。

　食事中は、イリスが付きっきりでアリサに給きゆう仕じする。その間ラビットはアリサの夜着を片付け、ベッドメイキングをテキパキ行った。顔を洗うために用意されていた銀の盆も下げ、水差しをいっぱいにすると、ふうとため息がこぼれた。

　ようやく片付けが終わる頃、アリサが部屋へと戻ってくる。

　そして開口一番、ラビットに向かってこう言った。

「お茶を淹れてちょうだい」

　たちまちイリスが顔を青ざめさせた。

　ラビットもぎょっとする。なぜならお茶を淹れるのはイリスの役目だと聞いていたからだ。

　しかもアリサはその日のお茶の温度だけでなく、香りや濃さまでうるさいという。

「あの、アリサ姫、彼女は本当はアスタリアから来たパウエル公爵付きの侍女で、今日だけ手伝ってくれているんです。その、お望みの味は難しいかと……」

「いいの。あなたがいいのよ。わかったらさっさとお淹れなさい」

　ラビットは、指先を緊きん張ちように震わせながらおそるおそるお茶の準備を始めた。

　銀の盆には数種類の茶葉が入っており、これもアリサのその日の気分に合わせて毎日入れ替えているという。その茶葉の入った袋を順番に手に取っていくが、ラビットは何が何やらわからないまま、必死に自分に言い聞かせた。

　──も、もし怒らせたとしても、今日だけよ、今日だけ。

　イリスもはらはらしながらラビットを見守っている。

「お、お淹れしました」

　ラビットはアリサにカップを差し出した。この上もなく優ゆう雅がな手つきでアリサはカップを手に取り口をつける。

　緊張の瞬間だった。

　癇癪を起こしたアリサが、いつカップを床に叩たたきつけてラビットを追い出すか気が気ではない。ラビットは祈いのるように両手を組み、はらはらしながらアリサを見守った。

　──ところが。

「美お味いしいわ」

　──ええ、そうでしょう。美味しいでしょう。美味しいでしょう！　でたらめに淹れたお茶なんだからって……。は？　美味しい？

　ラビットは我が耳を疑うたがった。

「え？　美味しかったのですか？」

　想定外の感想にラビットのほうがどぎまぎした。

「そう言っているじゃない。お前、耳がおかしくなったんじゃないの？」

「いえ、その、過か分ぶんなお言葉をいただき、身にあまる光栄です」

　そこで、アリサがくすっと笑った。

「大おお袈げ裟さね、お前」

「はあ……」

　どっと緊張が解とけたラビットは、その場にくずおれそうになった。

　アリサが笑うとふっと空気が和なごむ。

　──この方でも笑うんだ。

　聞いていた噂が噂だけに、ラビットは瞳をぱちくりさせた。

　アリサは確か今年で十八歳だと聞いている。

　笑うと年ねん齢れい相そう応おうの無む邪じや気きさが漂ただよっていた。

「お前のこと、気に入ったわ。明日も来てちょうだい」

「……へ」

「明日も来てちょうだいって言ったの。わたくしに何度も言わせるなんて、お前、耳が遠いの？」

「い、いえ、ただ、ちょっと驚おどろいたもので……」

　返答に窮きゆうするラビットの代わりに、イリスが答えた。

「姫様、最初に申し上げましたが、彼女はパウエル公爵がアスタリアから連れてきた侍女です。主あるじの許しもなく勝手に彼女を連れてくるわけには……」

　アリサがじっとラビットを見み据すえた。

「確かパウエル公爵の表ひよう敬けい訪問は二週間だったわね。わたくしが是ぜ非ひにとお願いしていると公爵に伝えてちょうだい。二週間の間だけ侍女を借りると」

　それは、ラビットにとっては緊張を強しいられるが、またとない絶ぜつ好こうの機き会かいだった。

　──これでジラート様の行方ゆくえを捜すことができる！

「あの、アリサ姫、パウエル公爵は気やすい方なのですぐにわたしを貸し出すと返事をくれると思います。他国を見て見けん聞ぶんを広めるのもいいことだと考えるほど真ま面じ目めな方ですから」

「そう。パウエル公爵は、しっかりした方なのね。それなら、さっそく明日からお願いするわ」




「まったくあなたったらすごいんだから！　あのアリサ姫を相手に物もの怖おじしないなんて」

「そ、そうですか？」

　イリスの褒ほめ言葉に、ラビットは心の中で密ひそかに独りごちた。

　──いえ、すっごく怖かったです！

　内心は緊張のあまり爆ばく発はつしそうだった。褒められても嬉うれしくもなんともない。

　その夜、仕事を終えてからユーグストの元に戻ると、彼は寝ずに待っていてくれた。

「作戦はどうなった？」

　実は今日の騒さわぎの元げん凶きようは、ユーグストだった。

　ラビットの提てい案あんで昨夜、ユーグストはこっそり厩舎に忍しのび込んで馬の手綱を切り、馬たちを逃がしたのだ。この騒動のおかげで使用人たちは朝からてんてこまいだった。

「実は、明日から二週間、アリサ姫のお世話をすることになりました」

　いきなりの展開にユーグストが啞あ然ぜんとした。

「なぜそんなことになった？」

「それが……」

　ラビットが事情を話すと、ユーグストも眉み間けんを険けわしくさせた。

「まさか、俺たちがジラートを探していると気がついたとか？」

「そうだったら、わざわざ自分のそばに置いたりしないのではないでしょうか。少なくともわたしなら、危険分子は迷わず排はい除じよします」

「……だよな」

　ユーグストはしばらくの間考え込むと、真しん摯しな瞳でラビットを見た。

「君のことだ、どうせやめろと言っても聞かないつもりだろ？」

　図星を指されてラビットが黙だまり込む。

「仕方ない。いちおう言っておくが、身の危険を感じたら、すぐに俺のところに戻るんだぞ、いいな？」

「はい。わかっています」

　ユーグがあまりに真しん剣けんなので、思わずくすりと笑うと、大きな手がラビットの小さな頭に優しく置かれる感かん触しよくがした。

　そのままわしゃわしゃとラビットの頭をなでる。

「もう！　ユーグスト様止めてください！　これじゃあまるで犬か猫みたいです！」

　ラビットが抗こう議ぎする。

「犬や猫なら、まだ可か愛わいげがあるがな」

「もう、本当に失礼な人！」

　怒って睨にらみつけるが、ユーグストが思いのほか優しい手でラビットに触れているとわかるとかっと頰ほおが熱くなった。

　──あれ、わたし、どうしちゃったんだろう？

　最近、ユーグストに接する時だけ、なんだか妙な気分になる。

　感情の中ちゆう枢すう部分を握にぎられているかのようで、心もとない。

　ラビットは余計な感情を振り払うように、その考えを記き憶おくの底に沈めた。




　ラビットはさっそく翌よく日じつからアリサの下で働くことになった。

　朝は、ユーグストの朝食の支度をしてからアリサの部屋へ通うことになっている。

　ラビットを見るアリサの顔は仏ぶつ頂ちよう面づらだったが、とくに叱られたりということもなく、毎日をなんとか乗り切ることができた。もちろん情報屋として周囲の噂話に耳を傾けるのも忘れなかった。

　ラビットがランディスに来て三日目、仕事終わりに侍女たちが楽しそうに噂話をしている場面に出くわした。

「ねえ、見たかしら？」

「あ、わたしは見たわよ！」

「わたしも！」

「？　なんのお話ですか？」

　ラビットがイリスに尋ねると、イリスは苦く笑しようを浮かべながら口を開く。

「……パウエル公爵のお話よ」

「ユーグスト様のこと？」

「そう。パウエル公爵が来てから、ランディス宮きゆう廷ていは大騒ぎよ。あんな素す敵てきな方、ランディスにはいないわ。みんな評判の公爵をひと目見ようとしているのよ。パウエル公爵を見た日はいいことが起きるなんて噂もあるくらいよ」

　とんでもない迷めい信しんだが、侍女たちの楽しみを奪うばう権けん利りはラビットにはない。

「……はあ……」

　すると侍女の一人がラビットに話しかけてくる。

「ねえ、ラビット、あなたパウエル公爵の付き人なんでしょう？　公爵様ってどんな方？」

　ランディスに来てから、この手の質問は後を絶たたなかった。

「その、見た目よりは真面目で自分に厳しい方ですよ」

「積極的な女性はお嫌いかしら？」

　ラビットはたじろいだ。

「え、えっと、その、夜ばいに来るような女性は嫌いだと思います」

　以前、セイン王子の誕生日パーティーに参加した時、二人の女性に夜ばいされて逃げてきたユーグストの姿を思い出しながら、ラビットは答えた。あの時の間抜けな姿は、今思い出すだけでも笑いそうになる。

　と同時に雷かみなりを怖がったラビットの手を一晩ずっと握ってくれていたことまで思い出してしまって我われ知らず顔が赤くなった。

「やだ、冗じよう談だんよ」

　そのラビットの様子を誤解したのか、きゃっきゃと侍女たちが笑い合う。

　冗談だと言いながらも、ラビットが夜ばい大歓迎だと言えば進んで部屋に忍び込みそうな勢いきおいだ。

　ラビットはしばらくの間忘れていたことを思い出していた。

　──最近、一緒にいたから考えてなかったけど、ユーグスト様って本当にもてるのよね。

　ユーグストの人気は、ランディスでも健けん在ざいのようだ。

　ユーグストのそばにいるようになってから見えてきた等身大の彼の姿は、気さくで気取りのない普通の青年だ。パウエル公爵の地位にあることもうっかり忘れそうになるくらいの親しみやすさで、ラビットとも接してくれる。

　ラビットもそんな彼に甘えてつい生意気な態度を取ってしまうが、ユーグストが本気で怒ったことはなかった。

　──それにとっても優しいし……。

　そこで、ラビットはぶんぶんと首を振った。

　──何考えているのよ、わたし！

　ラビットの奇き行こうを不ふ審しんに思った侍女が声をかけてくる。

「ラビット、どうしたの？」

「い、いえなんでもありません。それより皆さんはライアン・カドリスという方のことをご存ぞん知じありませんか？」

　すると侍女たちがたちまち色めきたつ。

「ライアン様もパウエル公爵と同じくらい素敵だったのよ。彼に惑まどわされて道を踏ふみ外しそうになった女性は多かったわ。その筆ひつ頭とうがアリサ姫というわけ。アリサ姫に目をつけられてからは悪い噂が流れてしまったけど、才能溢れる画家で、おまけにとってもお優しい方だったのよ」

「あの瞳が素敵だったわ。見つめられるだけで、気絶しそうになったものよ」

「急にアスタリアに帰ってしまった時は、多くの女性が彼を惜おしんで泣いたせいで、涙を拭ぬぐうためのハンカチがランディス中で飛ぶように売れたって話よ」

「わたしも、彼に憧あこがれていたわ。ああ、また会いたいわ」

　その後もしばらくジラートの話題で盛り上がっていた。
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　ランディス王国に来て四日目、ユーグは女王主しゆ催さいの晩ばん餐さん会かいに出席することになった。

　アリサも参加する予定だと聞いて、ユーグはにわかに緊張した。

　赤や銀で刺し繡しゆうされた華はなやかな夜会服に身を包み、ユーグは晩餐会に参加する。

　女官に案内されて会場に着くと、水を一杯頼たのんだ。

　どうやら思ったよりも緊張しているらしい。

　やがてランディス女王がアリサを伴ともなってやってきた。

　女王は浅あさ黄ぎ色いろのドレスに身を包み毅き然ぜんと前を向いている。髪の毛一本から爪の先まで手入れが行き届いているせいか、四十代という年齢よりもずっと若く見えた。多少容よう色しよくが衰おとろえてきてはいるが、凜として美しい。

　一方のアリサは赤のドレスを身につけている。次期女王の立場にふさわしい威い厳げんのある顔で席に着いていた。これほど赤いドレスが似合う女性もそういないだろう。

　やがて前菜が運ばれてきた。

　ソーニャ貝のテリーヌを切り分けながら、女王がユーグに話しかけてくる。

「ランディス王国はどうですか、パウエル公爵」

「はい。さすが芸術の国ランディスの名にふさわしい立りつ派ぱな絵画や美術品が多くて、興味深いです。おかげで、毎日快かい適てきに過すごしています」

　女王が鷹揚に頷うなずいた。

「それはよかった。もし時間があるなら、王家に伝わる一般公開されていない美術品もあるので、見て帰るとよろしいでしょう。よかったら、アリサに案内させましょう。アリサ、ご案内してさしあげなさいね」

　だがアリサは、なぜだかひどい仏頂面でユーグを見ている。

「わかったわね、アリサ？」

　女王が念を押すように言うとアリサは不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で頷いた。

「まったく躾しつけがなっていない娘ですみませんね」

　女王が上品に笑った。

「……ところで、パウエル公爵には誰か決まった方がいるのかしら？　わたくしの娘と同じ年だと聞いていますが？」

「いえ、まだそういう相手はいませんが……」

「まあ、そうなの。うちのアリサと同じね。もしパウエル公爵がランディスの貴族なら、ぜひうちのアリサの夫として迎えたいところですが……」

「お母様！」

　そこで話に耐たえきれなくなったのか、アリサがかっとなって席を立った。そして悠ゆう然ぜんとワインに口をつける母親をきつい眼まな差ざしで睨みつける。

「勝手なこと言わないでちょうだい！　私には心に決めた相手が……」

「ああ、あのライアン・カドリスとかいう、どこの馬の骨ともしれない画家崩れの男のことでしょう？　お願いだからいい加か減げん諦あきらめてちょうだい。……パウエル公爵も娘が失礼なことを言ってごめんなさいね」

「いえ、姫のお気持ち、わたしにもよくわかります」

　ユーグは、どうして思わずそんなことを言う気になったのか自分でもわからなかった。ただ長い間、出口を求めて彷徨さまよっていた感情のはけ口が欲しかったのかもしれないと、後からそう考えていた。

　ユーグの発言に、アリサが驚いた様子で顔をあげる。

　言葉の続きを待っているのだと知り、ユーグはこそばゆさを感じながら、気持ちを口にした。

「わたしにも好きな人がいるからです。……もっとも片想いですが」

　ユーグの発言に、アリサが息を吞む。

「パウエル公爵にもお好きな方がいらっしゃるの？」

「ええ。ただ片想いですから、相手はわたしの気持ちを知りませんが……」

「どういう方ですの？」

「え？」

「パウエル公爵の好きな人ってどんな方？」

「──そうですね、奔ほん放ぽうな野ウサギみたいに手に負おえなくて、四し苦く八はつ苦くさせられますが、気がつくと彼女の姿を目で追ってしまうんです。惚ほれた弱味というやつでしょうね。彼女が何をしても、本気で怒る気にはならないんですよ。跳ねっ返りなところさえ可愛くて仕方ないんですよね」
















　そう言って苦笑するユーグに、アリサの瞳がまばたく。

「わたくし、パウエル公爵のお気持ち、よくわかるわ」

「そうですか。それは嬉しいですね」

「ねえ、パウエル公爵、今度もっとお話ししません？」

「姫がお望みなら喜んで」

　この若い二人のやり取りを、女王はしたたかな目でじっと観察しているのだった。
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「ねえ、ラビット本当なの？」

　昼が過ぎ、夕方が近づく頃、ラビットはイリスに声をかけられて、きょとんとした。言われている意味がわからないからだ。

「何が本当なんですか？」

「いやだ、まだ聞いていないの？」

「何をですか？」

「昨日の晩餐会の時、パウエル公爵が爆ばく弾だん発言したのよ」

「……残念ながら、まだ聞いていません。ユーグスト様は何をおっしゃったのですか？」

　するとイリスが目を輝かせてこう言った。

「パウエル公爵には好きな人がいるんですってね！　しかも、片想い！」

「え？」

　寝ね耳みみに水みずの情報に、ラビットはぎょっとした。

「本当なんですか？」

「ええ。だって本人がそう認めたのよ。自分には好きな人がいて、これがまたとんだ跳ねっ返りらしいんだけど、自由奔放なところさえも可愛くて仕方ないんですって!!」

　ラビットは、最初、聞かされた情報が誤りではないかと思った。

　──ユーグスト様に好きな人がいるなんて、聞いてないわよ！

　これまでラビットは、ユーグストの花嫁探しをするためにがんばってきた。

　そんな自分が、なぜ一大事とも言える情報を他人から聞かされないといけないのだろうか。むかむかと腹が立った。

　アリサの住む王女宮で仕事を終えた後、ラビットはユーグストの部屋に飛び込んで行った。

「ユーグスト様！　ひどいじゃないですか！」

「何の話だ？」

「昨日の女王陛下の晩餐会の席で、ユーグスト様、好きな人がいるっておっしゃったそうですね？　本当ですか？」

　意気込むラビットの姿に、ユーグストが顔を隠かくすようにそっぽを向いた。

「……ああ本当だ」

「！　それならどうして教えてくれなかったんですか？」

　するとユーグの顔から表情が消えた。

「俺に好きな相手がいるからって、なぜ君に言う必要があるんだ？」

「だって、わたしは……」

　──ユーグスト様の花嫁探しをしているのを知っているじゃないですか。

　そう言おうとしたが、言葉を続けることができなかった。

　ユーグストの瞳に宿やどる底の見えない色に気け圧おされたのだ。

「……安心しろ、ただの片想いだ。相手は俺のことなんてこれっぽっちも好きじゃない。むしろ嫌われていると言っていいくらいだ」

「そうなんですか……」

　ラビットは心なしかほっとした。

「でも、ユーグスト様を嫌うような女性がいるんですか？」

「いるんだから、仕方ないだろう。例えば君のようにね」

　たちまちユーグストの顔が拗すねたようになる。

「わたし、そんなんじゃ……」

　思いがけないことをユーグストに言われて、ラビットは困こん惑わくした。

　確かに、ユーグストのことは大嫌いだったが、今は……。

「君も、慣れない仕事で疲れているだろ？　心配しなくても自由にやらせてもらっているから早く休め。ジラートのことは心配するな。俺も今探している」

　珍しく命令口調のユーグストに対して、ラビットは何も言えずにいた。

　下を向いたまま、ユーグストの顔をまともに見ることもできずに自分の部屋に戻った。
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　ランディスに来て五日が過ぎた。

　ラビットにはああ言ったものの、ユーグは未いまだにジラートの居場所の手掛かりを摑つかめずにいる。ランディスにいられるのは二週間だけだ。そろそろ本気で見つけないと時間がない。

　庭園のそばからじっと王女宮を見上げては、ため息をついていた。

　──本当に、ジラートを攫さらったのはアリサ姫なのだろうか。

　自らの考えに確かく信しんが持てずにいる時だった。

「ふん。まったく姉上ときたら、吞のん気きだな。この国の後継ぎだからって好き放題して。ほんといいご身分だよ」

　皮ひ肉にくな言葉は、ユーグの頭上から降ってきた。

　見上げると二階の窓から王女宮を見渡す一人の少年がいた。十四、五歳くらいだろうか。黒髪に青い瞳をしている。彼は窓まど枠わくに肘ひじをつき、うんざりした様子で王女宮を見つめていた。

　ユーグがこの少年は何者かと考えていると、向こうがユーグの姿に気づいた。

　ぽかんと自分を見つめたままのユーグに対して、彼は不ふ遜そんな態度を崩そうともしない。

　身につけている衣服からやんごとない身分であることがわかる。

　ユーグが黙っていると、少年が口元に嫌いや味みな笑みを刻きざんだ。

「もしかして、お前もアリサ姉上に用事があるのか？」

　──姉上？

　どうやら少年はアリサの弟らしい。つまりはランディスの王子だ。年頃から考えると第一王子のニールだろう。

　ユーグが慌あわてて膝ひざをついて礼をとろうとするのを少年は遮さえぎった。

「別にかまわない。誰も見ていない場で、礼は不要だ」

「しかし……」

「そんなことよりお前は何者だ？」

「わたしは、アスタリアからランディスに表敬訪問に来た、ユーグスト・パウエルです」

　ユーグが名乗ると、ニールの顔色が変わった。

「アスタリア？　お前、もしかして姉上がアスタリアから連れ戻した画家崩れの男の知り合いか？」

「!!　王子はまさか、ジラートのことをご存知なのですか？」

「ジラート？　そんな名だったかな？　……知っているも何も、今から一週間近く前に姉上がアスタリアからあの男を連れて来るのを見たからな」

　ユーグは食い入るようにニールを見た。

「教えてください。彼はどこにいるんですか？」

「詳くわしくは知らないが、姉上が大事な物を隠すのは、決まって東の塔の中さ」

「東の塔？」

「王女宮の中庭に立つ古い塔さ。昔は罪ざい人にんを閉じ込めるのに使われていたらしいが、今じゃ姉上の秘密の部屋だよ」

「なぜ、わたしにそんなことを教えてくださるんですか？」

　ニールはユーグの疑ぎ惑わくの眼差しに気がついて、肩をすくめた。

「ぼくはただ、姉上の放ほう蕩とうぶりが気に食わないだけさ。あの男にいつまでもしがみつく姉上を見ているのが不ふ愉ゆ快かいなんだ。……あんなに好き勝手しているくせに、将来の王位は約束されている。見ているだけで胸がむかむかするよ。だからあの男にはさっさと帰ってほしい。それだけだよ」

　どうやらニールはアリサが王位につくことが不満らしい。

　そう言うと窓枠からそっと離れて廊下の向こうへと消えていった。







「東の塔ですか？」

　アリサの下での仕事を終え、ユーグにその日の出来事を報告に来ていたラビットは、思いもよらない話に目を白黒させた。

「ニール王子の情報によると、そこに、ジラートが捕まっているらしい」

　ラビットが真剣に考え込む顔になる。

「……そういえば、このお仕事を始めた時、イリスがアリサ姫にではなく、どこかに食事を運んで行くのを見ました。……もしかしてあれは、ジラート様のためだったのかもしれないですね」

「そう考えるほうが自然だな」

「確かに王女宮には東の塔へと続く廊下がありますが、いつも鍵かぎが閉められていて、簡単には通れそうにありません……」

「では、君は鍵のありかを探ってくれ。見つかったら俺がなんとかするから、君は隙すきを見て塔に潜り込んでジラートがいたら連れ出してほしい」

「わかりました」







　次の日王女宮の窓から東の塔を覗きながら、ラビットはどうすれば隙を見て入り込むことができるか考えていた。

　そこへいつものようにイリスがやってくる。

「おはよう、ラビット。今朝も早いわね！」

「おはようございます、イリス」

　イリスがラビットの視線をたぐるようにして聞いてきた。

「あら、ラビットったら、朝からあんな辛しん気き臭くさい塔を見てたの？」

「はい。その、アリサ姫の部屋の近くにあるにしては不ふ似に合あいな塔だなと思って。芸術の国ランディスの王宮にあるくらいだから、歴史的価値のある建けん造ぞう物ぶつなのかしら？　なんて」

「まさか！　あの塔にそんな価値があるなんて聞いたことないわ！　じめじめと湿しめっぽいだけよ」

「イリスはあの塔に行ったことがあるんですか？」

　すると、たちまちイリスが口くち籠ごもる。

「ああ、うん、まあね」

　いつもの朗らかなイリスとは様子の違う反応だった。

　──イリスは何かを知っている。

　直ちよつ感かんがそう告げていた。

「それより、さあ、今日の仕事を始めなくっちゃ！」

　その日ラビットは、仕事をこなしながら、密かにアリサの部屋を探っていた。

　──鍵を隠すならどこがいいかしら？

　そう思ってシーツ交こう換かんの時にそれとなく周囲を見回すが、一度疑うと、どれもこれもが怪しく見えた。

　衣装箱には多くのドレスや高価な装そう飾しよく品ひんが置かれ、隠し物には最さい適てきに思えたし、寝室の枕の下にも何かがありそうに見えてしまう。手紙をしたためるために置かれた机の引き出しにも、鍵が隠されているように思えてならなかった。

　そんなことを考えながら、取り替えたばかりのリネンを持って、洗せん濯たく室しつへと運び込もうと廊下に出た時だ。

　東の塔へと続く廊下を誰かが歩いているのが見えた。その手には食事用の銀の盆が握られている。どうやら、塔の住人に食事を運ぶ途中らしい。

　女官のお仕着せに身を包んでいるのは……。

　──イリスだ！

　ラビットはとっさにアリサの部屋からインク壺つぼを引っ張り出すと、イリスの後を追いかけて行った。何気ない風を装よそおい、真後ろから声をかける。

「イリス」

　突然の声に驚いたイリスが振り返るのと同時に、ラビットは彼女に向けてインク壺をぶちまけた。

「きゃっ！」

　イリスの身につけていた女官のお仕着せに、真っ黒な染みがじわじわと広がっていく。黒い染みは食事の盆に載せられたパンやスープにも被ひ害がいを及およぼしている。

「やだ、ごめんなさい！　わたしったら……！」

　ラビットはあたふたと手にしたリネンで黒い染みを拭き取ろうとする。だが、染みはますます広がっていくばかりだ。

「……わたしもあなたがすぐ後ろにいたなんて気づかなくてごめんなさい。お互い様よ。それよりどうしよう、すぐ着替えに戻らないと……」

　ラビットは考える隙すきを与えないよう畳たたみかけるように提案した。

「そうだ、イリス。わたしと服を交換しましょう。そうすればイリスが着替えに戻る必要もありませんし」

「でも、あなたはどうするの？」

「わたしなら大丈夫です！　……あ、もしかしたら他人の服に着替えるなんて嫌かしら……？　ごめんなさい。元はと言えばわたしのせいだし……」

　その時だった。

「イリス！　いつまでもたもたしているんですか！　アリサ姫がお呼びですよ！」

　厳しい声が廊下に響ひびき渡った。女官長だった。

「大変！　イリス、早く行かなくちゃ！　女官長に大目玉をくらうわよ」

　イリスはぶるりと震えた。

「それじゃあ悪いけど。あなたの服を借りようかな」

　ラビットがほっと胸をなで下ろすと、イリスは黒く染まった食事の盆に視線を落とした。

「食事も運ばなくちゃいけないのにどうしよう……」

「これ、どこに運ぶんですか？」

「それは……」

「よかったらわたしが運びます！」

「でも、これは……」

「早く行かないと女官長に叱しかられますよ。運ぶだけならわたしでもできるわ」

　イリスがためらいつつも、小さな黒い物をラビットにわたしてくる。

　それは小さな鍵だった。

　ラビットはその冷たい感触に、背筋が冷えていくのを感じた。

「これは東の塔に入るための大事な鍵なの。食事は塔の住人に運んでいるんだけど、これは一部の人しか知らない重要な秘密なの。絶対誰にも口こう外がいしないでちょうだい。あと鍵、なくさないでね」

「ええ」

「絶対に、絶対に秘密よ」

「わかりました」

　こうしてまんまとイリスと服を交換したラビットは、一度着替えに戻ったあと厨房に食事を取りに急ぐ。

　王女宮から続く東の塔の扉に黒い鍵を差し込んでぐるりと回すと、あっけなくそれは開かれた。

　銀の盆を持ったまま、ラビットは廊下を進む。

　通路には、どこからか吹きつけた風が流れ込み、芯しんまで冷えていくようだった。

　──こんなところにジラート様が閉じ込められているのかしら……？

　しばらく歩くと、また扉が見えてきた。

　ラビットは恐おそる恐る取っ手に手を伸ばすが、そこにも鍵がかけられていて、うんともすんとも動かない。扉の下のほうを見ると、差し出し口らしき小さく切り取られた扉のような部分がある。どうやらここで必要品の受け渡しをしているらしい。小さな扉は食事の盆の受け渡しをするのに最適な大きさだった。

　ラビットはノックをして食事を差し入れた。

　指先に絨じゆう毯たんの触れる感触があり、空気もラビットがいる廊下よりもずっと暖かい。

　どうやら向こうの部屋は、住人が寒い思いをしないようにしつらえがされてあるらしかった。ジラートが寒々しい塔で凍こごえているのではないかと思い込んでいたラビットは、安あん堵どの息を吐く。それから、小さな声で差し出し口にそっと囁ささやいた。

「そこにいるのは、ジラート様ですか？」

　すると部屋の中で誰かが動く気配がした。衣きぬ擦ずれの音が響いた後、扉の反対側から返事があった。

「君は誰だ？」

　低く張りのある声は間違いなくジラートのものだった。

「ジラート様、わたしです、フローデルです」

「どうして君がここに？」

「わたし、あなたを助けに来ました。もうしばらくの辛しん抱ぼうです。必ず救出しに来ますから」

「君はユーグと一緒に来たのか？」

「はい、そうです」

　ジラートはしばらく沈ちん黙もくした後、静かにこう言った。

「悪いが、助けはいらない」

「なぜですか？　事情はよくわかりませんが、今の状況はジラート様にとって不ふ本ほん意いなはずです。一いつ刻こくも早くここを抜け出して、アスタリアに帰りましょう」

「いや、助けはいらない。ここを出るなら自力でする。君たちの手は借りない」

「でもここは、王女宮のすぐそばで警けい備びはとても厳しいんですよ。一人で抜け出すのは無む謀ぼうとしか言いようがありません」

「……いいんだ、今は。彼女が……、アリサが納得しないと無事にここを出られても一緒だからだ。アスタリアに戻っても、また誘拐まがいの手で連れて来られるだけだから、彼女を説得するまでは帰れない」

「ジラート様とアリサ姫の間に何があったんですか？」

「……それもすまない。今は言えない……」

　ラビットは沈黙した。どうやらラビット一人ではジラートを説得できそうにない。

　──ユーグスト様に直接来てもらわなくちゃ。

「また来ます」

　ラビットがそっと扉のそばから離れると、部屋の中でジラートが料理を載せた盆を取り上げる気配がした。そのままラビットはユーグストの元へと走っていった。




「ユーグスト様！」

　ユーグストが滞在する客間にノックもせずにラビットは飛び込む。

「どうした？」

　ユーグストは突とつ然ぜんやってきたラビットに、目を丸くしていた。

　ラビットは息を切らせて口を開く。

「大発見です。ジラート様がどこにいるかわかりました」

「なんだって？　ジラートに会ったのか？」

「はい。やっぱり王女宮のそばにある東の塔に監かん禁きんされていました」

「ジラートはどうだった？　無事か？」

「顔は見られませんでしたが、今のところ丁てい寧ねいに扱あつかってもらっているみたいです」

「そうか、よかった」

　ユーグストはほっと胸をなで下ろした。

「じゃあさっそく、救出のための計画を練ねらないとな」

「ユーグスト様、それが……」

　ラビットは言いにくそうに、助けはいらないと言ったジラートの言葉を伝えた。

「何考えてるんだ、あいつ……！　これじゃあ、助けに来た意味がないだろうが！」

「ジラート様のお考えもわかりますが……。どうなさいますか、ユーグスト様？」

　ユーグストはしばらく考え込んだ後、静かに告げた。

「あいつの事情なんて知るか。いくら王女が相手だとはいえ、やらかしたのは誘拐罪だ。俺たちにも取り返す権利はあるはずだ。……時機を見て、ジラートを連れ出すぞ」
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「ライアン」

　女性の艶つややかな甘い声が室内にこだまする。

「アリサ」

　答える男の声はいささか精せい彩さいを欠かいている。きっと囚とらわれの身となった精神的苦痛が彼を疲ひ弊へいさせているのだろう。

　ライアン・カドリス、いや、ジラートは憔しよう悴すいした様子でアリサを見ていた。

　狭せまい塔の閉ざされた部屋には、毛皮の絨毯が敷しかれ、天てん蓋がい付きのベッドにはたくさんのクッションが敷き詰められている。暖だん炉ろには火が絶たえず入れられており、暖かいに違いないが、なぜかこの部屋にいるジラートにとっては真冬のように冷たく感じた。

「ライアン、さあ、今日こそいいお返事をくださらない？」

「残念だが、アリサ、君の要よう望ぼうに答えることはできない。おれはアスタリアに戻りたい。いずれ女王になる君の隣に立つような人間にはなれないよ。おれは一いつ介かいの画家でありたいという願い以外に野心は持ち合わせていないのだから」

　アリサは悔くやしそうに唇を嚙かんだ。

「では、わたくしが次期女王の座を放ほう棄きすれば、あなたを手に入れられるの？」

　ジラートは首を振った。

「いや、君は本気で女王の座を放棄しようだなんて思っていないはずだ。君は女王になるために生まれてきたような人だ。おれが望むような普通の生活は君には無理だよ」

「そんなこと……！」

　アリサがジラートにすがりつく。

「わたくしだってなれるわ、画家の妻になってみせる！」

　激げき情じようのままに言葉を叩きつけるアリサだが、その声は迷いに揺ゆれていた。

　顔を合わせれば喧けん嘩かばかりしているが、アリサが尊そん敬けいする母親の元を離れるという選せん択たく肢しを持たないことを、ジラートは知っていた。

「……そんなこと、君には無理だ」

「わたくしは……」

「俺についてくる覚かく悟ごがあるのなら、どうして閉じ込めたりするんだい？」

「だってそうでもしないと、あなたは逃げてしまうから……！」

「今度は違う。君が納得するまでここにいるよ。……こうなったのはおれのせいでもあるからね。君にわかってもらえないまま帰るつもりはない」

　ジラートはアリサに言い聞かせるように言ったが、アリサはますます激げつ昂こうしていくばかりだった。

「必ず、必ずあなたを振り向かせてみせるわ！　もし、もしここから逃げ出そうとするのなら、あなたを殺してわたしも死ぬわ！」

　こうして、その夜も物ぶつ騒そうな捨て台詞ぜりふを吐いて、アリサはジラートの元を去るのだった。
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「そこのお前」

　アリサに呼びとめられて、ラビットは振り返った。

「はい。なんの御ご用ようでしょうか」

「わたくし、疲れたの。マッサージしてちょうだい」

「かしこまりました」

　アリサはソファに横になり、背中を向けて寝ねっ転ころがった。

　衣服から見える肌があまりにも白く美しくて、思わずラビットは見み惚とれてしまう。

「アリサ姫は、大変すべらかなお肌ですね」

　背中に手を触れると練り絹のような手触りに、ほうと息が漏れた。

「ねえ、お前、わたくしのことをどう思う？」

「……おきれいだと思います」

「どういう風に？」

「その、姫様ほどの美貌があれば、どんな恋も思いのままではないでしょうか？」

　探りを入れるつもりで、遠回しにジラートを連想させることを聞いてみる。

　アリサがふんと鼻を鳴らした。どうやらラビットの答えがお気に召さなかったらしい。

「これでもわたくし、きれいになるためにいろいろ努力をしたのよ」

「まあ、アリサ姫がですか？」

「そうよ。美容にいいと聞けば、どんなことも試したし、レモンのパックは今も毎晩やっているわ。とにかく美しくなる努力はなんでもした。……なぜだかわかる？」

　──好きな人がいるからだろう。

　という言葉をラビットは口にすることができなかった。

　肩から腰は思いのほか凝こっていて、揉もむ手つきに力が入る。

「……わたくし、昔は冴さえない王女だったのよ。お母様の陰かげに隠れて、もじもじしてばかりいたわ。皆がお母様の娘にふさわしくないと陰で嘲わ笑らっていた。そんな時、彼が、やってきたの。ライアンが……」

　ラビットはライアン・カドリスの名を聞いて一瞬どきりとした。

　だが、アリサはラビットの様子に気づくことなく話し続ける。

「最初は、彼を取り囲む人の群むれに気圧されてライアンの元にはなかなか近づけなかったの。いいえ、むしろ多くの人をとりこにする彼の存在が苦手だったくらいよ。……わたくしとは住む世界が違うって思ってた。……でもある時、彼がわたくしの絵を描いてくれたの。それがとても素晴らしくて、わたくしは泣きそうになったわ。ほら、あちらの壁をごらんなさい」

　言われて見ると、一枚のキャンバスが壁に掛けられていた。

　十四、五歳のそばかすの浮いた瘦やせた少女がはにかむように笑っている姿が目に映る。咲さき初そめの鈴すず蘭らんのように可か憐れんだった。ラビットは既き視し感かんを覚えた。

　──そうだ、これって、ジラート様の部屋で見た裏返された絵にそっくりだわ。あの絵のモデルはその頃のアリサ姫だったのね。

「あれが、ライアンが初めてわたくしを描いてくれた絵よ」

「可憐でとても素敵だと思います。でもどうして泣きそうになったのですか？」

「自分じゃないって思ったの。わたくしが、次期女王だからおべっかを使っているのだと思ったの。でも、ライアンは言ってくれたわ。これは本来の君自身の姿で君はきれいなんだって。……わたくしのことを語るその瞳に噓うそは感じられなくて、わたくしはあっという間に彼にのめり込んでいったわ。……彼にふさわしくあるよう、美しい、きれいと言われるよう努力を続けたのに、皮肉なものね。……彼はわたくしを好きになってくれない。あげくにわたくしから逃げていったわ。でも、いくら逃げてもいい。すぐに追いかけて捕まえるんだから」

　アリサの剣けん幕まくに押されて、ラビットは黙った。

　ジラートが言っていた、アリサが納得しない限り自由にはなれないと言っていた意味がようやく理解できた。

　予想だにしない執しゆう念ねん深さだ。

　一度覚悟を決めた女の手ごわさを、ラビットはしみじみと感じていた。

　それでも、ジラートを一いち途ずに想うアリサのことを嫌いになれないとも思っていた。

　──好きだからこその想いか……。アリサ姫は恋に不器用な方なのね。

　アリサの恋が叶かなえばいいと思う。でもジラートにその気がないのなら、どうしようもなかった。
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　晴れ晴れとして天気のよい一日だった。

　その日、ユーグは女王陛下に誘われて、昼ちゆう餐さんを共ともにした。もちろんアリサも一緒である。

　食事を終えた後、女王陛下の提案で、三人で庭を散さん策さくすることになった。

　だが、散歩の途中、女王は宰さい相しようの呼び出しで一緒に行くことができなくなってしまう。

「パウエル公爵、申し訳ありません。アリサ、あとは任まかせるわ。公爵を退たい屈くつさせないように気をつけるのよ」

「わかりました、お母様」

　こうして二人は季節の花の咲き誇ほこる庭園を一緒に散策することになった。

「女王陛下はご多た忙ぼうな方ですね」

　したり顔でユーグが言うと、アリサがくすりと笑った。

「何か？」

　ユーグが気分を害がいしてむっとすると、アリサはますます楽しげに笑う。

「……パウエル公爵が気づかないのも無理ないわ。あなた、案外鈍にぶいものね」

「何をですか？」

「お母様、わたくしの結婚相手にパウエル公爵をと思っているのよ」

「……は？」

　ユーグにとってはまさに青天のへきれきである。ユーグはすでにアスタリア宮廷での地位を盤ばん石じやくなものとし、王太子シザーレンに忠ちゆう誠せいを誓ちかっている身だ。それがいまさらランディス王家に婿むこ入いりするなど、とんでもない話だ。

　しかも、この間の会食の時、自分には好きな相手がいると暴ばく露ろしたばかりなのに、どうしてそんな話になるのだろうか。

「……安心してちょうだい。わたくしも想う方がいる身ですから、そんなことにはならないわ」

　それは恐らくジラートのことを言っているのだろうと察さつしがついた。

「でも、お母様はパウエル公爵のことが気に入ったみたいね」

「まさか。わたしごときを王女様のお相手になどと考えるはずがございません」

「……そんなことを言って油ゆ断だんしていると、お母様の思い通りにされちゃうわよ」

　アリサが肩をすくめてちょっと笑った。

「パウエル公爵はわたくしのことお嫌いかしら？」

「いえ、そういうわけではありませんが……」

「やっぱり好きな相手が一番てことかしら？」

「……そういうことになるんでしょうね。でも……最近は彼女が彼女らしくいてくれるなら、それが一番かなと思うようになりました。相手には嫌われているんですけどね」

「!!」

「好きな人を見ているだけで幸せになる時があるんです」

「……」

「アリサ姫？　どうかされましたか？」

「……意外でした。あなたはもっと間抜……いえ、なんでもありません。パウエル公爵のご高名はランディスにも鳴り響いていますわ。そんなパウエル公爵が恋する相手がどんな方か、興味があるわね」

「アリサ姫ほど美しいわけでもありませんが、ただただ好こう奇き心しんが旺おう盛せいな娘です。目が離せないというのは彼女のためにあるような言葉でしょうね」

「パウエル公爵は振り回されるのがお好みなんですね。……その娘は幸せね。わたくしもそういう風に思われてみたいわ」

「姫ほどお美しければ大丈夫でしょう」

「その言葉、そっくりそのままあなたに返すわ」

　二人は互いに目を見み交かわすと、どちらからともなくふっと笑った。

　そうして言葉もなくそのまま庭の散策へと戻っていった。







　夜半過ぎ、ユーグは頭を抱かかえて悩んでいた。

「どうしたものか……」

　というのも、明日、女王陛下主催の舞ぶ踏とう会かいに正式に招待されてしまったのだ。

　まさか断ことわるわけにもいかず、悶もん々もんとしていた。

　舞踏会に参加すれば、またも淑女たちが押し寄せてくるかもしれない。

　そのことがユーグには憂ゆう鬱うつでならなかった。

　彼女たちの目当ては、ユーグ自身ではなくパウエル公爵という肩書きだ。

　ユーグは恋に目覚めて以来、その気もないのに淑女たちの相手をすることは失礼にあたると思うようになっていた。しかも、恋する少女の目の前で女性たちに取り囲まれるのだ。このままでは、ますます嫌われてしまうと思うと、悩みが尽きなかった。

　それにアリサの話によると、女王陛下は、ユーグをアリサの結婚相手に考えているという。より面倒な話になり、ユーグの苦悩は増す一方だ。

　そんなことを考えながら鬱うつ々うつとした夜を過ごしていると、部屋の扉がノックされた。

「誰だ？」

「わたしです」

　ラビットだった。おそらくユーグに夜食を持ってきたのだろう。

「入れ」

　案あんの定じよう、ラビットはユーグのために食事を持って現れた。

　パンにチーズ、ワインに干し肉が用意されている。

　普段は仕事が遅くなってもめったに夜食など食べないが、せめてラビットと食事くらいは一緒に摂とりたいというユーグの願いで、夜食を運んでもらっていた。

　もちろんジラートのことも心配だが、ひとまず命の危険はなさそうだし、彼が連れ去られたのは、ある意味自じ業ごう自じ得とくだ。だが、そのおかげでこうしてラビットと毎日顔を合わせることができる。今は少しだけジラートに感謝したいくらいだった。

「ユーグスト様、眉間に皺しわが寄っていますよ。どうかしたんですか？　悩みごとですか？」

　ユーグは一瞬躊ちゆう躇ちよした後、ため息交じりに語り出した。

「……女王陛下から舞踏会の招待を受けたんだよ……」

「それで、どうして悩むんですか？　社交はユーグスト様の得意分野じゃないですか」

「得意分野……。あのなあ、俺は別に好き好んで社しや交こう界かいに出ているわけじゃないんだぞ。パウエル公爵の役目を果はたすため、シザーレン殿でん下かの片かた腕うでとして仕事の一いつ環かんだからこなしているだけだ」

「そうなんですか？　てっきりユーグスト様はちやほやされるのが好きなんだと思っていました」

「……どうせ、そんな風に見られていると思っていたよ」

　みるみるうちにユーグは落ち込んでいく。

　見かねたラビットが優しくユーグの肩に手を置いた。

「ユーグスト様、そんなお葬そう式しきに出席したみたいな顔しないでください。わたしにできることがあるなら、なんでもしますから」

　するとユーグはむくりと顔をあげた。

「本当か？」

「え？」

「本当になんでもしてくれるのか？」

　ユーグの剣幕にラビットは少し身を引きつつ答える。

「……ええ、は、はい。わたしにできることならですが……」

「じゃあ、ひとつお願いをしようかな」

「何をですか？」

「俺と一緒に舞踏会に出て欲しい」

　ユーグの提案にもちろんラビットは絶ぜつ句くした。
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「ユーグスト様、ひどいわ」

　ラビットが拗ねた口調で抗議する。

「何がだ？」

「わたしがこういう華やかな場が苦手なの知っているくせに……！」

「だが、できることなら何でもすると言ったのは君だろうが」

「だけど……」

　その夜、ラビットは薄いピンクのドレスを身につけて舞踏会に参加していた。耳にはダイヤのイヤリングが揺れ、首元にはネックレスが輝いている。髪は頭の後ろに結いあげていて、いつもより大人っぽく見えた。黙って立っていたら、やはり可憐な美少女だ。

　ユーグは自ら見立てたドレスに満足していた。

　舞踏会の参加者がユーグとラビットを指差して、あれは誰だとひそひそ噂しあっている。

「あの紳しん士しは、噂のパウエル公爵じゃないかしら？」

「連れの女性は見たことがないわね。口くち惜おしいけれどすごくきれいだわ」

「パウエル公爵はやっぱり素敵な方ね」

　淑女たちがほうとため息をつく。紳士たちもラビットを遠くから見ており、目が離せないようだった。

　ユーグは顔がにやけそうになるのをこらえるのに必死だった。

　あれほど憂鬱に思っていた舞踏会も、ラビットが一緒にいるだけで、心が浮き立つようだ。しかも、彼女といるおかげで、面倒な淑女たちに囲まれることもない。

　それに今夜は堂どう々どうとラビットと一緒にダンスを楽しむことができるのだ。

　ユーグは心からジラートに感謝した。

　そこへ女王がユーグの元に挨拶にやってくる。

「パウエル公爵、ごきげんよう」

「女王陛下、お招まねきありがとうございます」

「楽しんでいただけているかしら？」

「ええ、とても楽しんでおります」

「ところで、そちらの令れい嬢じようは？」

　女王の視線がちらりとラビットに向けられ、その顔が険しくなる。

　ラビットはドレスをつまんで丁寧に頭を下げた。

「初めまして、フローデルと申します」

　女王が厳しい目で、その少女は誰だと訴うつたえかけてくるのを、ユーグはにこやかに返した。

「この娘は、わたしの知人の令嬢でわたしとも親しくさせていただいております。たまたま彼女も旅行でランディスに滞在していたので、この場に誘いました」

　女王の顔がわずかに引きつった。どうやら女王がアリサの相手にユーグを考えているというのは間違いないようだった。今日ラビットを連れてきて本当によかったと、ユーグは心の底から思った。

「……そうですか。二人とも心ゆくまで楽しんでね」

「ありがとうございます」

　女王が去った後、ラビットはほっと胸をなで下ろす。

「さすがに女王様の前に出ると、緊張しますね」

「ランディスの女王陛下だからな。それにしても彼女はアリサ姫とそっくりだな」

「本当に似ていますね。あの無言の威い圧あつ感かんとか……」

　ユーグはぷっと噴き出した。

「君でも怖いものがあるんだな」

「もう！　どういう意味ですか、それは！」

「ああ、そうか。雷も苦手だったっけ」

　ユーグはセイン王子の誕生日を古こ城じようで過ごした時に、ラビットが雷に怯えていたのを思い出し、愉快な気持ちになった。

「あ、あれは、ユーグスト様の気のせいですわ。わたしに苦手なものなんて……」

　ラビットは虚きよ勢せいを張った。

「はいはい、わかったよ」

「なんですか、その適当な返事は！」

　言い合う二人の横から、新たな客が現れた。

「パウエル公爵、ごきげんよう」

　アリサの登場だった。

　白に金きん糸しで刺繡された豪ごう華かなドレスを身につけている。真っ赤な紅べにを引いた唇が笑みをはいていた。その貫かん禄ろくは母親である女王に近いものがあった。

「これはアリサ姫」

　アリサがラビットを見ながら言った。

「パウエル公爵は可愛い連れとご一緒なのね」

「彼女はフローデルと言ってわたしの知人の娘なんです」

　ラビットがぺこりと頭を下げた。

　どうやら彼女がラビット・ファーと同一人物とは気づいていないようで、ユーグはほっと胸をなで下ろした。それはラビットも同じようで、ユーグの陰に隠れるようにして一歩後ろに下がる。

　その時だった。

「姉上」

　舞踏会の会場の奥から、嫌味ったらしい声が聞こえてきた。アリサの弟王子のニールだ。

「ニール、あなたも出席していたの？」

「ぼくもいちおう王族ですからね。母上主催の舞踏会なんだから参加しますよ」

「それでわたくしに何の用？」

「……姉上の様子を窺うかがいに来たんですよ」

「わたくしの？」

「ええ。……ところで姉上はお一人なんですか？」

「そうよ。それがなんなの？」

「例の男は一緒じゃなくていいんですか？　わざわざ隣りん国ごくまで捜しに行ったのに」

　たちまちアリサのこめかみがひくついた。

「何の話かしら？」

「もちろんあの、画家崩れの男のことですよ」

「画家崩れですって？　失礼なこと言わないで！　ライアンは立派な画家よ！」

「さあ、どうでしょうね。姉上を手玉に取るくらいだから、ある意味立派な男かもしれませんけれども。ああでも、相手にされてないから、無理やり閉じ込めてるんですっけ」

「!!」

　アリサはニールを睨みつける。しかしニールはふんと笑った。

「気の強い姉上をいいように扱うなんて、とんだ悪あく党とうですね。姉上も騙だまされておかわいそうに。あ、もう手遅れですね」

「あなたねえ！」

　アリサが今にも爆発しそうになった時だった。

　ラビットがユーグの後ろから飛び出して、ニールに迫った。

　と同時に頰を打つ乾いた音が響き渡る。

　ラビットがニールを殴ったのだった。

　最初、何が起きたのかわかっていなかったニールだが、我に返るとみるみるうちに屈くつ辱じよくに顔を赤くした。

「無ぶ礼れい者もの！　ぼくはこの国の王子だぞ！　こんな真似していいと思っているのか！　跪ひざまずいて謝れ！　そうでないなら、この場で斬きって捨てるぞ！」

「無礼で結構よ。その口を黙らせなさい！　あなたにアリサ姫やライアン・カドリスをどうこう言う資格なんてないわ！」

「……なんだと？」

「ライアン・カドリスがどんな人間かも、アリサ姫がどんなに彼を想っているかも知らないで、よく悪口なんか言えたものね！」

　いつの間にか、周囲がしんと静まり返って、誰もが何事かとユーグたちの様子を窺っている。

「ラビット、来い！」

　慌てたユーグは急いでラビットの手を引くと、その場から連れ出した。

　舞踏会の会場を抜け出し、階段を下りて人ひと気けのない庭へとやってくる。

「まったく、君は何てことをしてくれたんだ！　よりによって他国の王子を平手打ちにするなんて無謀にもほどがあるだろうが！」

「だって、頭にくるじゃないですか！　王子だかなんだか知りませんが、ジラート様の悪口ばかり言って……！　ジラート様はお優しいし、立派な画家です。ユーグスト様もご存知のはずなのに、悔しくないんですか？」

「俺だって頭にきたが、ランディスの王子相手に無礼な真似なんかできるか！」

「ユーグスト様にとってジラート様はその程度の存在なんですか？」

「それとこれとは話が別だろうが！　俺は外交するためにランディスに来ているんだぞ！　問題を起こすわけにはいかないんだ。書状を書いてくれたシザーレン殿下に迷めい惑わくがかかるだろうが」

　シザーレンの名前を出されて、ラビットはむっとしたまま黙り込んだ。

　だがやがて悔しさを断ち切るように、ユーグに頭を下げてきた。

「申し訳ありませんでした」

　ユーグは深々とため息をつく。

「とにかく、あとのことは俺がなんとかするから、君は部屋へ戻っていろ」

「ですが……」

「これは、命令だ」

　ラビットがしぶしぶ頷いた。

「……はい。わかりました」

　結局この件は、ユーグが女王とニールに平謝りすることでなんとか最悪の展てん開かいは避さけられた。
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「ユーグスト様、昨夜は申し訳ありませんでした」

　朝、仕事に行く前にラビットはユーグストの部屋を訪問して再びぺこりと頭を下げた。

　ユーグストはじろりとラビットを睨むと、深々とため息をついた。

「悪いとわかっているのなら、もういい」

　ラビットは小さくうなだれた。

　舞踏会の会場で怒いかりに任せてニールを殴ったせいで、ユーグストにも迷惑をかけてしまったことを、ラビットはいまさらのように深く反省していた。

「君が反省しているのはわかった。昨日のことは忘れよう。それよりもう時間がない。これ以上王宮でもめごとを起こすわけにもいかないし、早くジラートを連れて帰ろう。鍵のありかはわかったか？」

「はい。前にイリスから鍵を預かって返しに行った時、彼女のあとをこっそりつけて、どこに鍵を持っていくのか見ました。……鍵はアリサ姫の部屋の額がく縁ぶちの裏に隠されています」

「額縁の裏？」

「そのようです」

「よし、俺がアリサ姫を連れ出すから、その隙に君は鍵を取りに行け」

「それで、ジラート様を救出した後は、どうしますか？」

「俺たちが乗ってきた馬車を用意しておくから、そのままアスタリアに帰す。君が案内してやってくれ。作戦は今日の午後決行だ」

「わかりました。それで、ユーグスト様はアリサ姫をどう呼び出すつもりですか？」

「考えがある。まあ見てろ」

　こうしてラビットとユーグは、いよいよジラートを救出するべく、アリサの部屋に向かった。

「君は鍵を手に入れたら東の塔へと急ぐんだ」

「わかりました」

　ラビットは廊下の曲がり角に身を潜ひそめた。

　アリサの部屋は居間と寝室の二ふた間ま続きである。どちらの部屋にも廊下へと続く扉があった。

　ユーグストが居間へと続く部屋をノックすると、すぐに侍女が対応に現れる。

「何の御用でしょうか？」

「アリサ姫はいらっしゃいますか」

「少々お待ちください」

　侍女が一度部屋の奥に引っ込んだ。

　しばらくすると再び戸口に顔を出す。

「どうぞ、お入りください」

　そのまま部屋の中に招き入れられる。

　ラビットは壁に張り付いて、中の様子に耳を澄すました。

　室内からアリサが華やかに笑う声が漏れ聞こえてくる。

　やがてユーグストがアリサを伴って部屋から出て来た。

「パウエル公爵、お話って何かしら？」

「この間の話の続きをしたいと思いまして」

「話の続き？　何のことかしら？」

「覚えていませんか？　庭を散策している時に話したのを」

　ユーグストが残念そうに顔を曇くもらせる。お芝し居ばいにしては真剣そうだ。

　アリサは額に皺を寄せて考えた後、おかしそうに笑った。

「もしかしてパウエル公爵の好きな人についてのことかしら？」

「正解です」

「まあ、それなら是非わたくしもおうかがいしたいわ。お庭を歩きながらゆっくり語りあいましょう」

「喜んで」

　二人の背中が階段の向こうに消えていくのを眺めながら、ラビットは動き出した。

　寝室に続く扉をゆっくりと開いて中に入る。運のいいことに女官や侍女の姿は見えないが、隣の部屋からは囁くような話し声が聞こえてきていた。きっとアリサのいない束の間の時間を楽しんでいるのだろう。

　ラビットは足音を殺ころして寝室に踏み込むと、ベッド脇わきに飾られた額縁に手を伸ばす。

　かつてジラートが描いた幼おさなき日のアリサが額縁の向こうから微笑みかけていた。

　その絵をそっとひっくり返すと、細く突き出した小さな金具の先に黒光りする鍵が二本ぶら下がっていた。

「あった！」

　金具からはずして鍵をポケットにしまうと、部屋から出て東の塔に急ぐ。先ほどから続く緊張のあまり、喉のどはからからだった。塔へと続く扉にたどりつくと、一枚目の扉の鍵を開けた。心臓の鼓こ動どうが忙せわしなく脈みやく打うっている。そして、ようやく前回入れなかった二枚目の扉を開くことができた時、ほっと胸をなで下ろした。

　室内は絵の具の匂においに満ちていた。

「ジラート様……？」

　ラビットが小声で話しかけると、部屋の奥で何かが動く音がした。

「その声はフローデル？」

「はい、わたしです」

　室内に入ると、ジラートは籐とうの椅い子すに座り真っ白なキャンバスの前で絵筆を握っていた。もう片方の手にはしっかりとパレットを持っている。

　初めて会った時と同様に、けぶるような灰色の瞳がラビットを見据えていた。

「やあ、今日は食事を持っていないんだね。残念、お腹が空いたところだったのに」

　ジラートはいつものジラートだった。飄ひよう々ひようとしていて摑みどころがない。誘拐されて監禁されているのに、緊張感がまるでなかった。

「それで、今日は何の用だい？」

　なんとも吞気な質問にラビットはかっとなった。

「何言っているんですか、ここを出ましょう、ジラート様！」

「二人きりのときはジラートでいいと言ったよね」

「そんなこと言ってる場合じゃありません！　ユーグスト様がどれだけあなたのことを心配していると思っているんですか？　もうちょっと危機感を持ってください、ジラート様！」

　ラビットは塔の入り口にちらちらと視線を走らせた。

「……言い争あらそいをしている場合じゃないわ。早くここを出ないと」

「おれは、行かない」

「なぜですか？」

「前にも言った通り、アリサが諦めるまでここから出られない。逃げても同じだからだ」

「そんなこと言ってたら、一生閉じ込められますよ！」

　ジラートが眉間に皺を寄せた。

「うーん、さすがにそれは困るね」

「わかったのなら、ひとまず逃げましょう。それ以降のことは後で考えましょう！」

　その時だった。

　開けっ放しの扉の方から声がした。

「お前がライアン・カドリスだな？」

「君たちは誰だい？」

「悪いが、我々と一緒に来てもらおう」

　いつの間に来たのか、狭い室内にジラートを囲むようにして兵士が集まってきている。最後に入ってきたのは、黒髪に見事な黒くろ髭ひげをたくわえた大おお柄がらな男だった。

「やれやれ、大袈裟だな。大だい臣じんのおでましとはね」

　ジラートは軽く肩をすくめる。

　さすがのラビットも、なんでここに大臣が？　とぎょっとした。

「さあ、我々と一緒に来てもらおう！」

「その娘も連れて行け」

　そこで初めてジラートは慌てた。
















「待ってくれ。彼女は関係ない」

　だが、願いは聞き届けられなかった。

　ラビットとジラートはまたたく間に捕まってしまう。

　いくつもの階段を下り、廊下を歩いてジラートとラビットが連れて来られたのは、貴き人じんの書しよ斎さいと思われる一室。

　髭面の男が扉をノックすると、室内から声がかかった。

「お入りなさい」

　室内には凜とした立ち姿の一人の女性がいた。

　ラビットはそれが誰かすぐに気がついた。

　──女王陛下！

　ランディスの女王は、濃い紫むらさきのドレスに身を包み、黒髪を優雅に結いあげていた。

　ラビットは反はん射しや的てきに礼を取るべく身じろぎしたが、後ろ手に縄なわで縛しばられているせいでびくとも動けない。ジラートも同じく、罪人のように縛りつけられている。

　いや、とラビットは思う。

　──女王陛下にとってはわたしもジラート様も罪人同然なんだわ……。

　なぜなら、女王は羽虫に向けるような冷れい酷こくな視線を、ジラートとラビットに向けていたからだ。

「ライアン・カドリス、お前にはアスタリアに帰るよう再さい三さん宣せん告こくしましたね。それなのに、なぜわざわざ舞い戻ってきたのですか？」

「残念ながら女王陛下、おれはあなたの娘……アリサの手により連れ戻されたんです。文句があるなら、彼女に願いたいものです」

　ジラートが、さも迷惑と言わんばかりに首をふった。

　この行動が女王の怒りに火を注いだ。

「わたくしの娘を愚ぐ弄ろうするつもりか！　いいえ、言わずともわかっているのよ。お前はアリサにとりついて甘あまい汁しるを吸すおうという腹なのでしょう？」

「それは女王陛下の思い込みです。おれは次期女王の夫という立場にもアリサにも興味はありません」

　すると女王が憤ふん怒どのあまりまなじりを吊つり上げた。

「ただの画家風ふ情ぜいが我が娘の名を呼び捨てにするな！」

　侮ぶ辱じよくされたと感じたのか、女王は握った拳こぶしを震わせている。

「そうですか。そなたがそう言うのなら仕方ない。アリサが目を覚まして、お前のことを忘れる日まで、アリサの目の届かぬところに監禁しておくとしましょう。もちろんその娘も一緒です！」

　ラビットは背筋が凍こおりつきそうになった。

　ジラートが焦あせる。

「お待ちください、女王陛下。彼女は無関係です！」

　女王の視線がラビットに向けられる。

　その横で黒髭の大臣が付け足すように言った。

「女王陛下、その娘はライアン・カドリスの手下です。……我々が来るまで仲なか睦むつまじそうにしゃべっていたのをしかと聞きました。野放しにしておいたら危険です。一緒に捕まえておくほうが得とく策さくかと」

「ふむ、お前が言うなら、そうしましょう。後は頼みましたよ」

「はっ！」

　こうしてラビットとジラートは虜りよ囚しゆうの身となってしまったのだった。
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　ユーグと散策から戻ったアリサは、自室と塔の周辺を取り巻く騒さわがしさに、何事かと思った。

「まさか、ライアンに何かあったの？」

　アリサは塔を目指して走り出した。

　塔の鍵が開け放たれている。

　アリサは誰もいなくなった塔の室内で愕がく然ぜんとした。

「そんな、ライアン……。いったい何があったの？」

　アリサに睨まれて、侍女の一人が口籠もりながら答えた。

「も、申し訳ありません。女王陛下のご命令で……！」

「……お母様の？」

「はい。ライアン様を連れ出しに来たようで……」

　アリサの肩がわなわなと震えた。

「許せない、よくも！　いくらお母様の命令でも許さないわ！」

　アリサは怒りのままに女王の執しつ務む室しつへと走っていった。

　いくつもの階段を駆かけ上がり、最上階まで登っていく。

「お母様！」

　ノックもせず部屋へ飛び込むと、女王が視線を書類に走らせながら言った。

「何事ですか、騒そう々ぞうしい」

「わたくしのライアンをどこに連れて行ったの？」

「ライアン？　誰のことかしら？」

「しらばっくれないで」

「ああ、あの画家崩れの男のことね」

　恋する人を侮辱されて、アリサがかっとなる。

「ライアンは立派な画家よ！」

「画家!?」

　女王が娘の顔を見て哄こう笑しようした。

「……絵は描いているようだけど、確かな腕があるわけでもなし。次期女王がそんなどこの誰とも知れない立場にいる人間と親しくするなんて許すわけにはいきません」

「そ、それは……」

「……ひょっとして、ライアン・カドリスというのも偽ぎ名めいではなくて？　その偽名を使ってあなたに近づいたのではないの？　あなたを利用するためにね」

「！　そんなことは……」

「違うというのなら、ライアン・カドリスを探し出して、証明してごらんなさい。あなたへの気持ちが本当だったと、わたくしの目の前でね」

　アリサは力なくその場に崩れ落ちた。母親がああいう言い方をする時は、決まってアリサ自身ではどうにもならないということを嫌いやというほど知っていたからだ。
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「ラビットの奴やつ、遅いな……」

　彼女の帰りを今か今かと待っていたユーグは、アリサの足止めが足りず、ラビットが捕まってしまったのではないかと心配していた。

　そこで部屋を抜け出してアリサの住む王女宮の近くまでやってきた。

　しかし、誰の姿も見当たらない。

　と、目の前の扉が開く。

　女官のお仕着せに身を包んだ少女がひょっこりと姿を見せた。

　ユーグは知らなかったが、それはラビットと親しくしているイリスだった。

　ユーグは少女に声をかける。

「失礼、ラビットという侍女を知らないか？　戻ってきてないんだがまだ仕事は終わらないのか？」

　すると少女の顔色がさっと変わり、肩がぴくりと跳ねた。

　──この娘、何か知っているな……。

「彼女に何かあったのか？」

　ユーグの問いにますます少女が慌てだす。

「わ、わたし、これで失礼します」

　そのままあたふたと立ち去ろうとするのをユーグが先回りして塞ふさぐ。

「待ってくれ」

「わたし、何も知りません」

「知りませんって顔じゃないぞ。誰にも言わないから何があったのか教えてほしい」

　ユーグに問い詰められて、少女はわっと泣き出した。

「わたしもよくわからないんです。でもまさかあんなことが起こるなんて思わなくて……！」

「あんなこと？」

「わたし、彼女が塔に入っていくのをたまたま見てしまったんです。そのあとすぐ女王陛下の兵士たちが突然押し寄せてきて、そこでライアン様とラビットが一緒に捕まっちゃったんです」

「なんだって？　それでジラート、いや、ライアンって奴とラビットはどうした？」

　少女が泣きながら首を振る。

「わかりません。女王陛下の前に引っ立てられてから、行方がわからなくなってしまって……」

　ユーグは愕然とした。

　今すぐ女王を問い詰めに行きたいが、きっとシラを切るだけだろう。それどころかあまり大おお事ごとにしては不ふ敬けい罪ざいでユーグが捕まりかねない。

　ユーグは頭を抱えてため息をついた。

　ラビットとジラートの身の安全も心配だが、今は自分が取り乱している時ではないと自らに言い聞かせる。

「事情はわかった。もしまた何かあったら知らせてほしい」

　それだけ言うとユーグはそっと少女の背中を押して、扉の外に送り出した。
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　日が落ちると、部屋は真っ暗になった。ラビットとジラートは隣となり合った別々の部屋に監かん禁きんされている。手足はとくに縛しばられはしなかった。逃げ出せるはずがないと思われているのだろう。

　しかも女王陛へい下かはラビットとジラートに灯りをわたす気はないらしい。ついでに夕食の時刻も過すぎているが、これもまたいつまでたっても供きようされる気配はなかった。

「わたし、ここで餓が死しするのかしら？　嫌いやだわ、そんな死に方は……」

　すると隣となりの部屋からくぐもった笑い声が聞こえてきた。ジラートの声だ。どうやら壁かべが薄うすいようだ。

「命の危機があるにしては、いささか緊きん張ちよう感かんのない台詞せりふだね」

「ジラート様にだけは言われたくありません」

「おれは、まあこういうトラブルには慣れているからね」

「慣れてるって、いったいこれまでどんな暮らしをしてきたんですか……？」

「まあいいじゃないか。焦あせらずゆっくり待とうじゃないか、ユーグが助けに来るまで」

「……ユーグスト様を待っているんですか？」

　ラビットがあてにならないという風に顔をしかめた。

「おやおや、ユーグはあまり信用されていないみたいだね。きっと今頃君を助けようとがんばっていると思うのに」

「それはきっとジラート様のついでですわ」

　ジラートが苦く笑しようした。

「ユーグのことになると、君はずいぶん冷たくなるね。あいつもかわいそうに……」

　ユーグストの何がそんなにかわいそうなのか、ラビットにはわからなかった。

　ただ、救世主のように来てくれたら、ほんの少しだけ嬉しいとも思ってしまって、一瞬でその考えを打ち消す。

「そんなことより、ここを脱出する方法を考えないと……。ジラート様は手足を縛られたりしてます？」

「いいや」

「何か灯りに使えそうな物はありませんか？」

「いや、外が明るいうちに探してみたけど、見つからなかった」

「そうですか……」

　ということは、部屋に監禁される時に見た扉の鍵かぎを探す必要があった。

　ラビットは室内にある暖だん炉ろにそっと近づく。

　茶色い石の暖炉の中から上を見る。そんなに距きよ離りはなさそうだ。

「よし」

　ラビットは覚かく悟ごを決めると暖炉をよじ登り始めた。
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　ユーグはやきもきしながらその夜を迎えた。

　とりあえず、ラビットたちがどこに連れ去られたのか調べる必要があったが、行方ゆくえを知っているのは女王を入れてほんの数名程度だろう。王宮勤づとめの侍じ女じよや女じよ官かんのほとんどが二人の居場所を知らないと見た。なぜなら彼らはいつものように淡たん々たんと仕事をこなしているからだ。

　これまでジラートに命の危険はないと考えていたが、状況次第ではそれも危あやういかもしれないと思い始めていた。ジラートだけならまだしも、一緒に連れていかれたのはアスタリア一のお転てん婆ば娘だからだ。何を引き起こすのかわかったものではない。

　ユーグは、使用人たちが寝静まるまでじっと待つ。

　やがて深夜になり、城内がしんと静まり返る頃、ユーグはそっと部屋を抜け出そうとした。

　そこへごそごそと衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。条じよう件けん反はん射しやでユーグは部屋の壁に身を寄せた。だが、室内に、人の気配はない。

「気のせいか……？」

　今度こそ部屋から出ようと思った時だった。

　バサッと大きな音がしたのと同時に暖炉から何かが降ってきた。

　暖炉は大量に煤すすを吐はきだして、黒煙を巻き散らす。

「うわっ」

　ユーグは目を開けていられず、両手で顔を覆おおった。

　喉のどに粘ねばつくような痰たんが絡からんで咳せき込こむ。

　涙と咳がようやく落ち着いたユーグは、持っていた手て燭しよくの灯りを暖炉の前に突き出し、ひどく後こう悔かいした。

　さきほどラビットのことをアスタリア一のお転婆娘と評したが、間違っていた。彼女は大陸一の跳はねっ返りだ。

　灯りに照らされて映ったのは、煤で顔を真っ黒にした、ラビットの姿だった。

「ああ、よかった。無事にユーグスト様に会えて」

　あまりに吞のん気きな台詞にユーグはあきれた。

「君はいったいどうやってここに来たんだ？」

　するとラビットは得とく意い気げに笑う。

「前にユーグスト様が言っていらしたことを実じつ践せんしてみたんです」

「俺が？　何を言ったって？」

「古こ城じようでの事件の時に、おっしゃったじゃないですか。城の地図がわからないと有ゆう事じの際に対応できないって」

　それはセインの誕生日パーティーで起きた事件のことだった。あの時ユーグはシザーレンの身の安全を守るために古城の地図を暗記していた。どうやら、ラビットが言いたいのはそのことらしい。

「まさかとは思うが、君はランディス王宮の地図を手に入れたのか？」

「はい」

　ゆゆしき事じ態たいだった。

　情報屋とはいえ、見た目はただの小娘にすぎないラビットが、どうやって王宮内の地図を手に入れたのだろうか。いくらユーグでも、他国の王宮の地図を手に入れることなどできないというのに。

　困こん惑わくするユーグにラビットは語った。

「わたし、これでもいろいろと顔が利きくんですよ。侍女にしていただいて助かりました」

　ユーグは額に手をあててうめくように言った。

「……君の情報網がすごいのはわかった。だが、これから無む茶ちやな真ま似ねをする時は相談してくれ。心臓に悪い」

「大丈夫ですってば。それに監禁されてたら、相談のしようがないじゃないですか」

「馬ば鹿かを言うな！　どれだけ心配したと思うんだ！」

　気がつくと、ユーグはその胸にラビットを抱き締しめていた。

　衣類が煤だらけになるのもかまわず、腕にぎゅっと力を込める。

「ユ、ユーグスト様……？」

「心配したんだぞ」

「す、すみません……」

「少しは心配する方の気持ちも考えろ！」

「ユーグスト様、痛いです」

　抗こう議ぎの声にもかまわずに抱き締めていると、お腹の中心部からぐうと情けない音がした。

　我われに返ったユーグはラビットと距離を置くと音のした方を見る。

「何の音だ？」

　するとラビットがはにかむように笑いながら言った。

「すみません。実は捕まってから何も食べていなくて……」

　ユーグは一気に力が抜けて苦笑した。

「……君らしいな。すぐに食事を用意させるから、待ってろ」

　ユーグが夜や勤きんの侍女に命めいじて食事を作らせる。それを室内に持ち込むと、ラビットは勢いきおいよく頰ほお張ばった。

　夜食なので簡単なものを頼たのんだのだが、今朝焼いたパンをもう一度温め直したのと、冷製スープとピクルスとチーズが付いてきた。

　ものの数分ですべてをたいらげる間に湯を用意してもらう。煤だらけのラビットを着替えさせるためだ。

　ようやくラビットが着替えを終えると、今後についての話し合いが始まった。

「ジラート様に暖炉を登れと言っても無理でしょうね」

　ラビットはユーグと向かい合うようにして座り、ラビットの部屋から持ち出したランディス王宮の地図を眺ながめていた。

「あいつは育ちがいいから無理だろう。そんな格かつ好こうの悪い真似をするのは性しように合わないとか言って、拒こばみそうだな」

　内心「君はどういう教育を受けたら暖炉を登れるようになるんだ」と言いたかったが、今は喧けん嘩かをしている場合ではない。

　ユーグはランディス王宮の地図をしっかり頭に叩たたき込みながら言った。

「それで、ジラートは今どこにいる？」

「ここです」

　ラビットは地図の西の端はしを指した。

　そこはユーグたちがいる場所の反対側だった。

「……遠いな……」

　よくここまで誰にも見つからず一人で来られたものだと思う。

「君は怖い物知らずだな。恐おそろしくないのか？」

「怖くないわけじゃありませんけど、そんなこと言っている場合じゃありませんし」

　ラビットも地図を眺めながら淡々と言った。

　何とも潔いさぎよい覚悟だ。

　ユーグは内心、やっぱりただの跳ねっ返りじゃないなと感心していると、扉が遠えん慮りよがちに叩かれる音がした。

「君は隠かくれていろ」

　ラビットを地図と一緒にクローゼットに押し込むと、ユーグは扉の内側に立って小声で尋たずねた。

「誰だ？」

　するとまた扉が叩かれる。

「誰だ？」

　再度尋ねるが応おう答とうがない。

　ユーグは内鍵をかけたまま、慎しん重ちように扉を開くと、向こう側に見覚えのあるシルエットが立っていた。

　地味な色のドレスにひっつめた髪、そして眼鏡めがねをかけた姿は、最近アスタリアで出会った女性にそっくりだった。

「君は、アンナ・シュハルツか……？」

「ええ」

　ユーグが彼女の周囲を見回して、聞いた。

「一人か？」

「そうよ」

「何の用だ？」

「答える前に、中に入れてくださらない？」

「君は、あいつを誘ゆう拐かいした張ちよう本ほん人にんじゃないか。君の言うことは聞けない」

「入れてくれないなら騒さわぐわよ」

　ユーグは内心舌した打うちしたかったが、深夜に謎なぞの女性と二人でいたと噂うわさを流されても面めん倒どうだ。脅きよう迫はくまがいの台詞に喉を詰まらせると、しぶしぶ扉を開けた。

「それで、君は何をしに来たんだ？」

「ライアンの奪だつ還かんに協力しに来たと言ったら？」

「信用できるか！」

「わたくしならランディス王宮にも詳くわしいし、あなたが出入りできない場所も入れるわ」

「悪いが君の手は借りない。だいたい、なぜ今頃になって俺の元に来たんだ？　アリサ姫の命令か？」

「違うわ。そうじゃなくて……」

「ユーグスト様、彼女のことは信じていいと思います」

　突とつ然ぜんラビットが隠れていたクローゼットから姿を現した。

　アンナが驚おどろきに息を吞のむ。

「なんで？　お母さ……女王陛下に監禁されているはずじゃ……？」

「ええ。もうすぐ監禁されている部屋に帰るつもりでした。……アンナ様、いえアリサ姫が来られるまでは……」

　ユーグはあっけにとられた。

　アンナが肩をすくめる。

「あら、気がついていたの？　いつから？」

「たった今です。この部屋にいらした時の歩き方や仕草がここ数日見慣れたアリサ姫にそっくりでしたから」

「見かけによらず勘かんがいいのね。情報屋のお嬢じようさん。それとも侍女のラビット、かしら」

　ユーグは初めてアリサ、いやアンナに会った時、棘とげを隠した薔ば薇らを連想したことを思い出していた。あの直ちよつ感かんは当たっていたのだといまさらながらに痛つう感かんした。一見地味なアンナの正体は艶あでやかなアリサなのだから当然だ。

「ついでになぜアリサ姫がわたしを強ごう引いんに専用の侍女に召めし上げたのかもわかりました。わたしを介かいしてユーグスト様の動向を見張るためですよね。アスタリアで顔見知りのわたしやユーグスト様がわざわざこの時期に王宮にやってくる理由はひとつだけ。ジラート様の奪還です。ジラート様を奪うばわれたくないアリサ姫にとって、わたしたちは目め障ざわりな存在のはずですから」

「……ジラートというのが、あの人の本当の名前なのね」

　アリサが降こう参さんしたように眼鏡を外した。

　結いあげた頭をふると赤い巻き毛が肩を流れ落ちる。

　アリサは金の瞳ひとみを悲しげに伏ふせた。

「ジラート様の本名、ご存ぞん知じなかったのですか？」

「……知らないわ。だってわたくしにとって彼はライアン・カドリスですもの。それだけ知っていれば十分だと思っていたけれど、違ったのね。彼を失うしなった今その重要性がわかるなんて……」

「アリサ姫、いったい何のためにここにいらしたのですか？　ジラート様を探すなんて、本気ですか？」

「……ええ本気よ。わたくしも仲間に入れてくれない？」

「ですが……」

「心配しなくても、もうライアンをランディス王国に置いておこうなんて思わないわ。お母様のこともあるし、彼には無事にアスタリアに帰ってもらいたいの。ただそれだけよ」

「本当にそれだけですか？」

「そうよ。だってお母様に睨にらまれてしまったら、ランディスにいられるはずもないでしょう？」

　ユーグとラビットは互いに目を見み交かわすと、同時に頷うなずいた。

「わかりました。アリサ姫のご協力感謝します」
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　ラビットは暖炉をよじ登って、再び監禁された部屋へと戻った。

　またも煤だらけになるが、行きほどではない。ポケットに入れていたハンカチで丁寧に侍女服についた煤を払い落していく。

　幸い、女王はラビットとジラートを餓死させる気はないようで、捕とらえられた翌よく日じつはきちんと食事が出されるようになった。量も十分あるし、味も美お味いしいものだ。

　ラビットたちが捕らえられてから二日目の夜、ちょっとした事件が起きた。

「う、く、苦しい……！」

　ラビットが部屋の中でうめき出したのだ。

　部屋の警けい備びに当たっていた兵士が、扉につけられた小窓から中を覗のぞき込むと、床に蹲うずくまって苦しんでいる少女の姿が見えた。

「おい、どうした？」

　兵士が声をかけると、ラビットが押し殺ころした声で答える。

「具合が、悪いの……背中から苦しめられるように痛いの……。お願い、医者を呼んで」

　かちゃりと金属がぶつかり合う音がして、ラビットの部屋の扉が開かれた。

「大丈夫か……？」

　兵士が気き遣づかわしげに声をかけた時だった。

　ざあっと音がしたかと思うと、古い暖炉の中から一人の青年が飛び出してきた。

　ユーグストだった。

「！」

　兵士が声にならない声をあげる間もなく、ユーグストの手によって峰みね打うちにされる。

「どうしたんだ？」

　異い変へんを察さつ知ちして外からジラートの部屋を見張っていた兵士が、顔を出す。

　だが、これもユーグストの手によって一いち撃げきで叩き伏せられる。

「さすがユーグスト様」

　ラビットの褒ほめ言葉にユーグが、フンと背せ筋すじを反そらし、剣を仕し舞まった。

　ラビットは素早くユーグが倒たおした兵士の腰につけられた鍵かぎ束たばを手にして、ジラートの部屋に向かう。だが、鍵の数が多すぎてどれだかわからない。次々に違う鍵を手にしては鍵穴に差し込んでいくが、どれも違った。

「ラビット、早くしろ！」

「わかっています！」

　ユーグの苛いら々いらした声がラビットを焦らせる。

　鍵束の三分の一を消化したところで、ようやく手ごたえがあり、扉が開く。

「ジラート！」

　ユーグがラビットを押しのけて中へと入る。

「ユーグストか」

　二人はまるで離れ離れになっていた恋人同士のように固く抱き合った。

「助けにこなくていいと言った伝言は聞かなかったのか？」

「ほっとけるか！　心配かけるなよ！　アリサ姫も協力してくれたんだぞ」

「アリサが……？」

　ジラートは気まずそうにユーグから視線を逸らした。

「それより急ごう。ジラートとラビット、お前たちは急いで先にアスタリアに戻るんだ！」

「ユーグ、お前はどうする気だ？」

「俺は仕事が残っている。一緒には行けない」

「危険じゃないか？」

「顔さえ見られなければ大丈夫さ。さあ、馬車を待たせているところまで急ぐぞ」

　三人は夜や陰いんに紛まぎれてその場から立ち去った。




　ユーグたちは追っ手に見つかることなく無事に城の外に出ることができた。裏庭には一台の馬車が用意してあって、その前にアンナ・シュハルツの格好をしたアリサが立っている。馬車を用意するのは、アリサの役目だった。

「アリサ」

「ライアン、こっちよ」

　もちろんアリサの変へん装そうをジラートはすぐに見抜いた。

「わたくしのせいで、ひどい目にあわせてしまったわね。ごめんなさい」

「いいや、君に何も言わずにアスタリアに戻ったおれも悪かった」

「ライアン……いえ、ジラート、わたくしね」

　何かを告つげようと口を開いたアリサの耳に甲かん高だかい音が響ひびき渡った。

「ライアン・カドリスと連れの娘が逃げたぞ！　捜せ！　捜せ!!」

　ユーグは焦った。

「俺が足止めするから、お前たちは早く逃げろ！」

　ユーグは鞘さやから剣を引き抜いて構かまえた。

　ジラートとアリサが馬車に乗り込む中、ラビットだけが動かなかった。

「わたしも残ります！」

「馬鹿を言うな！　足手まといだ！」

　言い合いをしているうちに、追っ手が次々と姿を見せる。

「いたぞ！　裏庭だ！」

　ラビットを厩きゆう舎しやの奥に押しやると、ユーグは襲おそい来る兵士を次々に叩き伏せていく。

　アスタリア王国一のユーグの剣さばきにかなう者はいない。

「ええい！　たった一人の男相手に、何を手間取っておる！　さっさとしとめんか！」

　後ろから男が野や次じを飛ばす。

　夜の闇やみに目を凝こらして見れば、ラビットとジラートを監禁に追い込んだ大だい臣じん本人である。

　どうやら戦っているのがパウエル公こう爵しやくだと気がついていないようだ。

　たちまち兵士たちがいきり立ってユーグに襲いかかる。

　ユーグも見事に立ち回っていたが、数の多さにやがて息が切れて、動きが鈍にぶくなっていった。

　それでもユーグはラビットのことだけは守ろうと、必死に動いていた。

　と、横から切り込もうとする兵士がいた。

　隙すきをつかれたユーグは、上体をひねり、男を打ち倒すが背はい後ごに隙ができる。

　そこへ一発の銃じゆう弾だんが放たれた。

　弾たまはユーグの右肩を貫かん通つうする。

　ゆっくりと倒れていくユーグの姿を、ラビットはスローモーションのように呆ぼう然ぜんと見つめていた。ユーグが地面に倒れ伏す。足元にみるみる広がる血だまりを見て、ラビットの顔色が変わった。

「きゃあああああっ！　ユーグスト様！」

　ラビットの悲鳴が夜の空に響き渡った。

「ライアン・カドリスをしとめたのか？」

　銃を持ったまま、兵士の後ろから大臣が近づいてくる。

　ラビットが大臣を睨みつける。

「ジラート様ではありません。あなたが撃うったのはユーグスト様です」

「やや、これは確かにパウエル公こう爵しやく……！　いったいどういうことだ？　なぜパウエル公爵がこんなところに？」

　騒ぐ大臣たちを無む視しして、ラビットはドレスを破やぶいて傷口を塞ふさぐ。止し血けつを試みるが、血は止まらない。

　ユーグは苦しそうにうめいている。

　止まらない出血にラビットの顔色はみるみる青ざめた。

「く……」

　そのままユーグは意識を失った。

「何をしているのですか！」

　混乱するその場に、凜りんとした声が響く。

　アリサだった。

　変装のための眼鏡を外し、きつく結んだ赤い髪を解ほどき風にさらしている。

「これは、アリサ姫。なぜこんな場所に……？」

「詮せん索さくは後でいいでしょう？　いいからさっさと侍じ医いを呼んでパウエル公爵の手当てをなさい。公爵にもしものことがあれば、アスタリアが黙だまっていないわよ」

　アリサの脅おどしの声が、大臣を震ふるわせた。

「承しよう知ちしました」
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　ユーグストが銃弾に倒れてから二日が過ぎた。本来ならもうアスタリアに帰国する日だ。

　だがいまだにユーグストの意識は混こん濁だくしていて、目覚める様子はない。

　ラビットは付きっきりでユーグストの看かん病びようにあたっていた。

　ときどきジラートやアリサが見舞いにやってくる。ジラートは女王陛下より、これまでの非ひ礼れいやユーグストを傷つけたことに目をつぶるということを条件に、自由を得ていた。皮ひ肉にくなことに、誤ってユーグストを撃ったことが、女王たちを黙らせるのに役立ったのだ。理由はどうあれ、ユーグストを殺そうとしたなどと知られたら、とんでもない外交問題になる。

「フローデル、また寝ていないんじゃないのか？　少し休んだほうがいい。そうでないと君のほうが倒れるぞ」

　ジラートの言葉に、ラビットはゆるゆると首を振った。

　身体からだがどれだけ疲れても、ユーグストのそばを離れる気にはなれなかった。一秒でもそばから離れず、ユーグストの世話を焼いていたかった。

　ユーグストを狙ねらった弾は肩を貫通し、急きゆう所しよは外していたが、それでも昏こん睡すいは深く意識は戻らない。このまま目を覚まさないのかと思うとラビットはぞっとした。

「ユーグスト様、早く目を覚ましてください。そして元気なお顔を見せてください」

　ラビットは昏睡状態が続くユーグストにそっと話しかけた。ラビットは今にも泣きそうな顔でユーグストの肩にすがりつく。痛々しく包ほう帯たいの巻かれた胸が苦しげに上下していた。

　ラビットはひどい罪悪感にかられていた。

　──わたし、馬鹿だわ。ユーグスト様の優しさに甘あまえきって、なんでもできると思い込んでいた。無茶はするなとあれほど言われていたのに……！　わたしのせいでユーグスト様をこんな目にあわせてしまって……。

「……水……」

　ユーグストがかすれた声で呟つぶやいた。

　ラビットは水差しをユーグストの口元に持っていき、なんとか飲ませようとするが、飲み込む力がないのか水は枕へとこぼれ落ちていく。

「どうしよう……」

　ユーグストはうわごとのように「水がほしい……」と呟つぶやいている。

　その苦しそうな様子にラビットは水差しの水を口に含むと、ユーグストに覆いかぶさり、唇くちびるをつけた。そのまま唇を開いて水を飲ませる。それを何度か繰くり返すと次し第だいにユーグストの寝息が静かになっていった。

　ラビットはほっと息を吐くと再びベッドのそばに用意した椅い子すに座り込んだ。

　そのまま夜が明けるまでじっとユーグストの顔を眺めていると、瞼まぶたがかすかに動いた。

「ユーグスト様！」

「……ラビット……？」

　ユーグストの目がうっすらと開く。

「よかった。目が覚めて。お気分はどうですか？」

　ユーグストの視線がぼんやりと周囲を見回した。

「俺はいったいどうしたんだ？」

　ユーグストは起き上がろうとするが、傷が痛むのかしかめ面で再び横になる。

「覚えていないんですか？」

「……ああ」

　どうやら記き憶おくが混乱しているらしい。

「ユーグスト様は銃で右肩を撃たれたんです。丸二日、ずっと眠っていらしたんですよ」

　ユーグストの瞳に光が戻る。どうやら、一連の出来事を思い出したようだった。

「ジラートとアリサ姫は？」

「お二人とも無事です。ジラート様は今回の件に目をつぶることを条件に、ユーグスト様の客分として滞在ということになりました」

「そうか。よかった」

「もう、人の心配をしている場合じゃありません！　少しはご自分のことも考えてください」

「……だからってどうして君が泣くんだ？」

「わたし、泣いてなんて……」

　驚いてラビットが顔に触ふれると生温かい涙の感かん触しよくが指先に触れた。

　するとユーグストの指がそっとラビットの頰を拭ぬぐう。
















　ラビットは自分がどうして泣いているのかわからなかった。そしてわからないままに泣き顔でユーグを責せめた。

「わ、わたしだってユーグスト様のことを死ぬほど心配したんですよ！」

　ユーグが虚きよをつかれたように瞳を見開いた。

「君が、俺の心配を……？」

「わ、悪いですか？」

「いや、心底驚いた。君は俺のことを嫌っていたんじゃないのか？」

「嫌いです。大嫌いです。こんなに心配させるなんて!!」

「悪かった……」

「悪いと思っているのなら早く元気になってください。ジラート様たちも心配していますから」

「ははは。そんな無茶な。あいてて……！」

「ユーグスト様!?」

「大丈夫だよ。……心配してくれてありがとう」

　ユーグストが手を伸ばしてラビットの頭を優しく叩いた。

　驚いたラビットの頰ほおが赤くなる。

　ユーグストに自分を嫌っているのではないかと言われた時、ラビットは動どう揺ようした。

　なぜなら、心のどこを探っても、もうユーグストを嫌いだという気持ちが見当たらないからだ。

　それより、むしろ……。

　ラビットの心は激はげしく揺ゆれ動いていた。
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「ユーグスト、お前は馬鹿だ。あやうく死ぬところだったんだぞ。無茶しやがって」

　ジラートは怒いかりも露あらわに文もん句くを言った。意識を取り戻したユーグに開口一番ジラートは辛しん辣らつに言い放つ。

「君に何かあったらと思うと生きた心地がしなかったぞ」

「お前にだけは言われたくない！」

「だがまあ、よくやったと言っておく。フローデルも無事だったし、これでよかったとしよう」

「偉そうに」とユーグは言い返すことができないまま、ベッドに寝ながらお説教をくらっていた。

　ジラートを救いに来たのに、これでは立場が逆になってしまった。

「それよりジラート、本当のことを言えよ。お前、アリサ姫のことが好きなんじゃないのか？」

　ジラートが肩をすくめた。

「たとえそうだとしても、おれはランディスの王位に興味はないからな。これからはアスタリアで暮らすさ」

「王位とは関係なく、アリサ姫自身に惹ひかれてたんじゃないのか？」

　再び問われたジラートが口をつぐむ。そしてため息を吐くとおもむろに話し始めた。

「おれがランディスに来た時、アリサは十三歳だった。瘦やせていて、いつも人の陰かげに隠れているような女の子だったんだ。初めて出会った時も、王宮の裏庭で一人で泣いていた。だけど彼女の内に秘めた資し質しつのようなものは感じていた。それを絵に描いたのが出会いだったんだよ。……まさか女王の娘だなんて思わなかったんだ」

「やっぱりアリサ姫のことが好きだったのか？」

「……ちょっとした浪ろ漫まんだよ。若い娘を自分好みのいい女に育てるってな。まさか、女王陛下とそっくりの気き質しつになるとは思ってもみなかったけどな」

　ユーグは脱だつ力りよくした。

「まったく、何考えているんだよ！　それじゃあアリサ姫がかわいそうだろうが」

「ああ、だから立りつ派ぱに振られてやるよ」
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　王宮の裏庭に呼び出されたジラートは、アリサと向かい合うようにして立っていた。

「ライアン、とそのまま呼ばせて」

「ああ。アリサ」

「今回はわたくしの我わが儘ままであなたを振り回してごめんなさい……。わたくし、あなたのことを諦あきらめたくなかったの。でも今度の件でわかったわ。わたくしはまだまだあなたにふさわしくないって……」

「そんなことないさ。おれには君はもったいなさすぎる。時がたてば、アリサにふさわしい男が現れるさ」

　ジラートの言葉にアリサが涙ぐむ。

「そんなの嫌！　わたくしには一生あなただけよ！　ライアンはわたくしが別の誰かに嫁とついだとしても平気なの？」

「……それで君が幸せになれるのなら……」

「わたくしにとって、誰よりも愛いとしいのはあなただけよ」

「アリサ……。おれにとって君は可か愛わいい妹のような存在なんだ。それ以上でも、それ以下でもない」

「そんな……」

　アリサがうろたえる。

　沈ちん黙もくが二人の間に横たわった。

　アリサはふっと息を吐いた。

「……ライアンと初めて会話したのは、この庭だったわね。あなたはいつもたくさんの女性に囲まれていたわ。あの時までわたくしはあなたを遠い世界の人だと思っていたのに、不思議なものね」

「そんなこともあったな」

　ジラートは庭を見回した。

　太陽の光が斜めに差し込み、季節の美しい花が咲き乱れ、かぐわしい芳ほう香こうを放っていた。

　二人は目を見交わして、どちらからともなく笑い合った。

　アリサはジラートのけぶるような灰色の瞳を見て、胸を高鳴らせる。

　──そう、自分はこの瞳のとりこになったのだ、といまさらのように思い出していた。

「初めてあなたと話した時、わたくしは王女らしくないってお母様に叱られて、いじけてこの木こ陰かげで泣いていたわ。ライアンは泣きじゃくるわたくしに理由も問わずに一緒にいてくれた。そして、わたくしの絵を描いてくれた……」

「そんな昔のことを君は覚えていてくれるんだね」

「当たり前よ！　あなたとの思い出は決して忘れないわ！　……あの時、そんなあなたの存在がわたくしにとってどれだけ温かかったか、あなたはわかっているのかしら？　男の人に生まれて初めて優しくされてわたくしがどれほど嬉しかったかわかって？　今でもあの時の絵はわたくしの宝物よ。あの日から、あなたはわたくしの特別になった。あなたに夢中になったわ。そしてあなたにふさわしくあろうと努力した！　それなのに、わたくしを置いて去ろうとなさるのね。こんな思いをさせるくらいなら、どうしてあの時わたくしに優しくしたの？　どうしてわたくしに声をかけたりなさったの？　ねえ、どうして……！」

　アリサは両手で顔を覆って声もなく泣いた。

「……アリサ、すまない。だがおれは、自分の生き方を変えられない。わかってくれ」

　ジラートが沈ちん痛つうな面おも持もちで空を仰あおぐ。

「あなたは、あなたらしく生きるのね」

「ああ。おれは君の気持ちに応えることはできない。それにアスタリアがおれの居場所だからね」

「……最後にひとつだけ教えて。あなたは、一瞬でもわたくしのことを好きだと想ってくれたことはあるの？」

「君以上に美しく気高い人はこのランディスにはいない。……君はおれの誇ほこりだよ」

「……そう、ありがとう。その言葉を胸にこれからを生きていくわ。……さよなら、ライアン。いえ、ジラート・メンフィス」

　アリサはジラートの言葉をしっかりと胸に刻きざみ込んだ。
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　ユーグストの怪け我がが落ち着く頃、ラビットはアリサの部屋に別れの挨あい拶さつに訪れていた。

「アリサ姫、お世話になりました」

　アリサは長椅子に優ゆう雅がに腰かけながら答えた。

「もう、アスタリアに帰るのね。……いろいろ迷めい惑わくをかけたわ」

「いえ、いろいろ楽しかったです」

「お前、なかなかいい根こん性じようしてるわね。わたくしもお前くらい面白い侍女が一人くらい欲しいものね」

「アリサ姫、その……ジラート様のことはもうよろしいんですか？」

「……いいも何も、もうきっぱりと振られたわ。ライアンはわかっているのよ。わたくしがお母様に背そむくことなどできないって。次期女王として生きる道しか知らないわたくしに、別の暮らしは無理だってわかっているのよ……」

　そう言って寂さびしそうな眼まな差ざしを、壁にかけてある肖しよう像ぞう画がに向けた。

　その絵を見て、ラビットはふと思った。

　──ジラート様本当は、アリサ姫のことがお好きだったんじゃないのかしら？

　遠い昔に描かれた絵は、何かを訴うつたえかけてくるかのようだった。

「ジラート様のこと、諦められるのですか？」

　アリサは肩をすくめた。

「ええ。それにわたくしは自由な彼が好きだったの。その生き方を変えさせることなんて、はなから無理だったのよ」

「アリサ姫……」

「それに、パウエル公爵の言うように、彼らしくいてくれる方が、幸せだわ」

「え？　それどういう……」

　ラビットが聞き返そうとすると、部屋の扉がノックもなく開かれる。

「お母様！」

　女王陛下のお出ましだった。

　ラビットは急いでスカートをつまみ上げて礼をする。許しが出るまで使用人は視線を上げてはいけない決まりなので、うつむいたままじっとしていた。それでも、圧あつ倒とう的てきな存在感に、身体が萎い縮しゆくしそうになった。

「アリサ、約束はどうなりましたか？」

「約束……？　だって、ライアンは」

　たちまちアリサが悔くやしげに顔を歪ゆがめた。

「ライアン・カドリスが偽ぎ名めいを使った噓うそつきのペテン師ではない証しよう拠こは見つかりましたか？」

　たちまちアリサがうなだれていく。

　ジラートをけなされて、ラビットはむっとした。今ではユーグの連れとして立場を得ているジラートを、女王は心の底では認めるつもりはないのだ。

「騙だまされるなんて、本当に馬鹿な子。でも、これも勉強だと思いなさい。そして二度と同じ過あやまちを繰り返さないことです。わかりましたか？」

　アリサがもの言いたげに視線を上げるが、女王の鋭するどい眼差しに威い嚇かくされたようにびくりと身体を震わせる。

　ラビットは不思議だった。

　あれほど次期女王としての品格に満ち溢あふれていたアリサが、母親を目の前にしてすっかり萎縮してしまっている。

　ふとラビットは以前、アリサから聞かされた話を思い出していた。




　──ライアンがいたから自分は変われた。彼にふさわしくなりたかった。




　気がつくと、ラビットは毅き然ぜんと顔をあげて前を向いていた。

「お待ちください、女王陛下」

　許しを得ずに顔をあげたラビットを女王は不ふ機き嫌げんそうに見下ろす。

「いったいなんの根こん拠きよがあって、ライアン・カドリスを噓つき呼ばわりするのですか？」

「事実、彼は噓をついていたではありませんか。実際は伯爵子息だかなんだか知りませんが、あの男にたぶらかされてからというもの、アリサはすっかり生意気な娘に変わってしまって」

「……それは悪いことなのでしょうか？　今のアリサ姫を見て、女王陛下はどう思われますか？　凜として美しく、女王陛下の娘にふさわしく成長されたように思いませんか？」

「この子が次期女王としての気高さを身につけている点は認めましょう。でも、それがライアン・カドリスと何の関係があるのです？」

「わかりませんか？　アリサ姫はライアン・カドリスのために自分を変えようと思ったのです。彼にふさわしい女性になりたくてきれいになったのです」

「それがなんだと言うのです？　詭き弁べんを弄ろうすのはおやめなさい！」

「女王陛下、これをごらんください」

　そう言ってラビットが持ち出したのは、アリサの部屋に飾られた一枚の絵だった。ジラートの手によって描かれた、幼おさなき日のアリサだった。

　初めて見る絵に、女王が瞠どう目もくする。

「……この絵はライアン・カドリスの手によって描かれた彼と出会った頃のアリサ姫です。そして……」

　ラビットはアリサの部屋を見回してとある書棚から一冊の冊子を取り出してみせた。

「月げつ刊かん淑しゆく女じよ」である。

　ラビットは真ん中の見開きのページで指を止め、女王陛下に突きつけた。

　深しん紅くのドレスに身を包つつんだアリサが金の苛か烈れつな瞳を向けている。

　並なみの腕前では描けない絵だった。

「これも、ライアン・カドリスの手によって描かれたものです。王宮に来てから彼の評判も耳にしました。彼はまぎれもなく才能溢れる画家です。この絵が噓つきのペテン師によって描かれた絵に見えますか？」

　女王が息を吞んで、目を白黒させている。

「ひょっとして、ライアン・カドリスが描いた絵がどんなものかも知らずに、彼を悪く言っていたのですか？　まさか芸術の国ランディスに君くん臨りんする女王陛下がそんなことされませんよね。だって、彼の絵の素す晴ばらしさを知っていたら、噓つきのペテン師だなんて台詞言えるわけがないですもの」

　ぐっと女王が声を詰まらせる。

　いつの間にか、ラビットのほうが優ゆう勢せいになっていた。

　女王はラビットの気き迫はくに押されて、後ずさっている。

「勝手になさい！」

　捨て台詞を吐くと、女王はアリサの部屋から退たい出しゆつした。

「ラビット、ありがとう……わたくし、お母様に睨まれると上う手まく言葉が出なくなってしまうの。わたくしの代わりにライアンを庇かばってくれてありがとう」

　アリサが涙ぐみながらラビットに抱きついてきた。

「……わたしはただ、思ったことを言っただけです」

「それでもわたくしのためにお母様を相手にするなんて、お前は本当に無む謀ぼうね」

「ユーグスト様にはよく跳ねっ返りだの、お転婆だの言われていますけどね」

　ラビットがぺロリと舌を出して見せた。

「パウエル公爵がラビットにそんなことを？」

「ええ。毎回言われてますよ」

「そう……公爵ったら、そうだったのね」

「アリサ姫？」

「なんでもないわ。パウエル公爵と気をつけてお帰りなさい」

　ラビットは、アリサの清すが々すがしい表情に、よくわからないままこっくりと頷いたのだった。
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　アスタリアに帰国してからユーグはゆっくり休む間もなかった。

　幸い仕事に支し障しようがない程度には傷口も回復していたので、なんとか仕事をこなすことができた。

　おかげでパウエル公こう爵しやくは今日も大忙しだった。

　帰国してから三日後、ユーグはシザーレンに呼ばれて、久しぶりに王宮に伺し候こうした。

「やあユーグ、いろいろ大変だったようだね。ランディスはどうだった？」

　シザーレンは涼すずやかな笑顔でユーグを出迎えた。

「はい。さすが芸術の国ランディスです。見るもの触ふれるものすべてが新鮮で楽しめました」

「それは、ラビットちゃんと二人だけの旅行も、楽しめたってこと？」

　シザーレンには、先に手紙でランディスで起こった様々な出来事の報告を済ませていた。彼を騙だますことは難しいので、正直に起きたことをありのままに書いて送ってある。というわけで、事情を知るシザーレンはおかしそうにユーグを見つめて笑っていた。

「……はい、まあ。それなりに楽しめました」

「ミレニアが心配していたよ。ああ見えてユーグは本命には弱いタイプだから、自分が保護者として付いて行けばよかったって」

　保護者という名の妹同どう伴はんの旅行だなんて聞いたこともない。余計なお世話だった。

「はあ……」

　ユーグの答えにシザーレンがつまらなそうに肩をすくめた。

「なんだ、その様子だと、本当に何もなかったのか」

　残念がるシザーレンの前でユーグはふとあることを思い出して、心臓が跳はね上がりそうになった。

　意識を失うしなっている時、ラビットにキスされる夢を見たのだ。

　唇くちびるに触れた柔やわらかな感かん触しよくまで思い出されてきた。

　たちまち顔から火を噴ふきそうになる。

「ユーグ、どうしたの？」

「な、な、なんでもありません」

　シザーレンが怪け訝げんそうに問うのを無む視しして、ユーグは部屋を後にした。

　その夜、ユーグは遅くまで事務処理に忙しく、ようやく一区切りついて、睡眠を取ろうとした時だった。

　ミレニアが険けわしい顔つきでユーグの部屋へとやってきた。

「何の用だ、ミレニア」

「もちろん、旅行のお話ですわ」

　ユーグは最初ミレニアが何を言いたいのかわからなかった。ランディスへの出発前夜に年頃の男女が二人で旅行に行くのだから、責せき任にんを取れと言われたこともすっかり記き憶おくの彼方かなただ。

「フローデルと旅行に行って、どうでした？　少しは進展がありましたか？」

「……何を言ってるんだ。俺たちはジラートを助けるためにランディスに行ったんだぞ。進展なんかあるか！」

　するとミレニアが冷ひややかな視線を兄に向けた。

「わたくし、お兄様がそんなにへたれだとは思っていませんでしたわ。ここまでお膳ぜん立だてをしたのに、何もないなんて……」

　ミレニアががっくりとうなだれる。

「仕方ないだろうが。俺たちは遊びに行ったんじゃない！　ラビットはアリサ姫付きの侍じ女じよになってジラートの行方を捜していたし、事件に巻き込まれて監かん禁きんされたりいろいろ大変だったんだぞ」

「わたくし、お兄様がここまで要よう領りようが悪いなんて思いませんでしたわ。以前のお兄様なら社交も仕事もそつなくこなしていたのに……」

　ユーグは言葉に詰まった。確かにラビットのことになると、ユーグは何をやっても空回りすることが多い。

「お兄様がそこまで不器用なら、わたくしがなんとかしてみせますわ！」

　ミレニアは勇ましい台詞せりふを吐はいて自分の部屋へと戻っていった。
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　ラビットは自邸で旅の疲れを癒いやすべく、風ふ呂ろに入り、くつろいでいた。

「あー、疲れた」

「お嬢じよう様さま、湯ゆ加か減げんはいかがですか？」

「ちょうどいいわ。ありがとう、タリサ」

　長旅で凝こった身体からだがほぐれていく。

　心ゆくまでお湯につかりながら、ラビットは旅での出来事を思い返していた。

　アリサに振り回されたり、監禁されたり、ユーグストが負ふ傷しようしたりといろいろあった。

　思い出すだけで、よく生きて帰れたものだと自分でも感心する。

　とくにユーグストが銃じゆう弾だんに倒たおれた時は生きた心地がしなかった。

　眠りもせずに付きっきりで看かん病びようした。

　ユーグストが目を覚ました時は、我わが事のようにほっとした。

　最近、ユーグストのことを考えると、ラビットはおかしな気分になってしまう。

　──なんでこんなに顔が熱くなったり、鼓こ動どうが速くなったりするのかしら？

　ラビットは、自分は病気かと疑うたがった。

　──どうしちゃったんだろう、わたし……。

　考え込んでいると、いつの間にか湯船に沈んでいた。

　赤みがかった金きん髪ぱつが湯船の表面に浮いてしまう。

　慌あわててもがくと、裸はだかの身体に髪の毛がまとわりつく。

「ぷはっ」

　自宅のお風呂で溺おぼれかけるなんて間ま抜ぬけもいいところだ。

　無事に旅行を終えて気がついたのは、前ほどユーグのそばにいるのが苦ではないということだった。むしろ気を遣つかう必要がなくて、一緒にいるのが楽とも思う。

　出会う前は、あんなにユーグを毛嫌いしていたのに、不思議なものである。




　──わたしもしかして、ユーグスト様のことが、好きなのかしら？




　その考えは何よりラビットを混こん乱らんさせた。

　ふと、銃弾に倒れたユーグの看病をしていた時、口移しで水を飲ませたことを思い出して頰ほおがかあっと熱くなる。

　──何を考えているの、馬ば鹿かね。あれは人助けじゃない！　それにユーグスト様には好きな人がいるって……。

　その考えは思いのほかラビットの心を激はげしく揺ゆさぶった。

　──そう、そうだったわ。ユーグスト様には好きな人がいるんだったわ。馬鹿ね、わたし……。

　ラビットは急いで自分の考えを振り払った。

「お嬢様、あまり長湯されますと、のぼせますよ」

　タリサに言われてようやくラビットは風呂から上がり、着替えを済ませた。

「ユーグスト様、お身体大丈夫かしら」

　無理はしていないだろうかと心配になる。

「やっぱり、明日にでも様子を見に行ったほうがいいかしら……？」

　これではまるで小うるさい世話焼き女房のようだと思いつつも怪け我がから回かい復ふくしたばかりのユーグストが気になって仕方がなかった。

　考えているうちに、玄げん関かんの呼よび鈴りんが鳴る音がした。

「誰かしら、こんな夜遅くに……？」

「さあ、誰でしょうか……？」

　タリサがいそいそと対応に出る。

「た、大変です、お嬢様」

　駆かけ戻ってきたのかタリサの呼吸が荒あらい。その顔は尋じん常じようでないほど強こわ張ばっていた。

「いったいどうしたの、タリサ？」

「そ、それがメンフィス伯はく爵しやく夫ふ人じんがお見えなんです」

「おば様が？」

　ラビットもいったい何の用かと驚おどろく。

「お嬢様にぜひ会いたいとおっしゃられて……」

　困こん惑わくしながらもラビットは言った。

「とにかく、応接室に案内してくれる？」

「わかりました」

「その必要はありません」

　背はい後ごで声がした。振り返ると濃のう紺こん色のドレスを身につけたメンフィス伯爵夫人エミリーが立っていた。

「おば様！」

　ラビットが驚きの声をあげる。

「勝手に入ってごめんなさいね。でも驚いたわ。この家、使用人は他にいないの？」

「……いませんわ」

「まあ、こんな広いお邸やしきに女二人で住むなんて、無む謀ぼうもいいところだわ。何かあった時はどうするの？」

「大丈夫ですわ。心配は無用です」

「どこが大丈夫なの？　もし不ふ審しん者しやが入り込みでもしたら、対応できないでしょう？」

「それは……」

　ラビットは反論できずにうなだれた。まるで悪いことをして見つかったかのように落ち込んでいく。

「ねえ、フローデル。あなたよかったら、我が家に来ない？」

「え？」

「うちなら部屋も余っているし、使用人もしっかりしているから、ここよりずっと安心よ」

「でもおば様、この家には亡なくなったお父様やお母様の思い出が詰まっているんです。そう簡単に出て行くわけには……それにタリサもいますし」

「使用人ならあなたと一緒に連れて行けばいいでしょう？　お邸だって別に取り壊こわすわけでも売りに出すわけでもないのだから、いいじゃない」

「でも……」

　渋しぶるラビットにエミリーは、この上なく優しい声で言った。

「それに、あなたもいつかは誰かに嫁とつぐ身なのよ。ずっとこのお邸で暮らすわけではないでしょう？」

「ですが……」

　結婚なんてする気はさらさらなかったので、返答に窮きゆうした。

「フローデル、我が家に来れば何不自由ない生活を保ほ障しようするし、使用人の子にだってもっといい給料を約束してあげる」

　タリサが弾はじかれたように顔をあげ、怯おびえたようにラビットを見つめた。

　──タリサもこの邸を出て暮らすことが不安なんだわ。

　何より、住み慣れた家で気ままに暮らす生活を手放すなんてご免めんだった。

「ですが、メンフィス伯爵家にはジラート様がいらっしゃいますし、妙みような噂うわさが立ったらジラート様にもご迷めい惑わくが……」

　するとエミリーが待ってましたとばかりに顔を輝かがやかせた。

「もちろん、その点はわたしも考えているわ。フローデル、あなた、ジラートのことどう思ってるの？」

「ジラート様のこと、ですか？」

　ラビットはしばし考えて口を開いた。

「その、お優しくて素す敵てきな方だと思いますわ」

「そう、それならよかったわ。……ではフローデル、あなたジラートの婚こん約やく者しやとして我が家に住みなさい」

「……は？」

「わたしはあなたをジラートの花嫁にと思っているの」

「え？　ええええええええ！」

　突然の結婚話に、さすがのラビットも絶ぜつ句くした。

　──冗じよう談だんじゃないわよ！

　ジラートのことは嫌いではないが、恋愛対象として見たことはなかった。

「あなた、他に好きな方とか恋人はいるの？」

「……いませんけど……」

　一瞬だけ誰かの影がちらついたが、急いで頭から締しめ出した。

「そう、じゃあ、決まりね。さあ、荷物をまとめて我が家にいらっしゃい」

　昔の恩おん人じんでもあるエミリーは、一度決めたことは頑がんとして譲ゆずらない性格の持ち主ぬしだ。

　こうしてラビットは、メンフィス伯爵家に強制移住することになるのだった。

















　ジラート・メンフィス伯はく爵しやくの報告書




　隣りん国ごくの留りゆう学がくから帰国したメンフィス伯爵家の次期当とう主しゆ

　パウエル公爵と従い兄と弟こ同士の関係

　深い藍あい色いろの髪に灰色の瞳ひとみの聡明な紳しん士し

　博はく識しきで洗せん練れんされた所しよ作さの美び丈じよう夫ふ

　無自覚な女たらし

　趣しゆ味み　絵を描くこと

　恋人募集中の二十三歳







メンフィス伯爵偵てい察さつ担当ラビット・ファー










終わり
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　こんにちは、悠ゆう木き美み羽うです。

　この度は本作『お嬢じよう様さまにしかできない職しよく業ぎよう　～恋こいに奥おく手てなお姫ひめ様さま～』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　今回もラビットの破は天てん荒こうな行動にユーグだけでなく、作者も振りまわされました。

　新キャラ、ジラートとアリサ姫はいかがでしたでしょうか？

　気に入っていただけたら幸いです。

　四し位い広ひろ猫ね先生の表紙のイラストを見たとき、あまりの可か愛わいさに手が震えました。

　担当様には今回も多大なご迷惑をおかけしてすみませんでした。

　校正様、毎度鋭するどい突っ込みをありがとうございます。

　そのほか、制作に関わってくださったすべての方々に感謝を捧ささげたいと思います。





悠木　美羽










著者

悠木美羽

Miu Yuki




12月26日生まれ。

春のはじめに、江の島にしらす丼を食べに行きました。しらすといくらとねぎとろの三色丼はとてもおいしかったです。帰りに鶴岡八幡宮に遅い初詣に行きました。

……が、おみくじを引いたところ、まさかの凶！　人生二度目の凶に愕然としました。










イラスト

四位広猫

Hirone Shii




１月４日生まれ　山羊座　Ｂ型

ユーグがもだもだしてる間にシザーレン様ったらちゃっちゃと…！

とここに感想を書いてしまうとネタばれしちゃうのでなかなか難しいところです。色んなラブがありますが、個人的にいつの日かセイン王子の小さな恋のメロディ希望です…！
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